
近現代の部

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

593 １２４２
Ⅰ
１

明治１６年８月３１日
（１８８３年）

号外
○志太益津郡長：近藤準平
●各町村戸長

陸軍教導団生徒召募の件、以下同年12月19日までの通達17
件。

綴
・
状

1

594 ９１２
Ⅰ
１

明治１９年２月１７日
（１８８６年）

治官外出寄留届
○尾張国名古屋区南沢町：吉田光冨㊞
●名古屋区堀訪町 他13ヶ町戸長

今度、５男の重光が駿河国志太郡千葉山□内に移住したく、そ
の寄留届。 状 1

595 １０８６
Ⅰ
１

明治２４年
（１８９１年）

埋葬認許證
○記載なし
●記載なし

18枚の埋葬認許證。　平民農 水口連作甥水口文作 明治24年１
月11日 午前10時病死、死因は驚風とある。

18枚

状 1

596 １０３３
Ⅰ
１

（昭和）２３年
（１９４８年）

歳出予算書
○記載なし
●記載なし

昭和23・24年度の予算書。万年筆にて数字入れ、大津村予算書
か。 状 1

597 ８２２
Ⅰ
１

記載なし 領収証雛型
○記載なし
●記載なし

領収書の雛型。（関口隆吉県知事宛） 状 1

598 ７３０
Ⅰ
２

明治７年３月
（１８７４年）

今般族籍の儀等につき
○宗務庁㊞
●記載なし

比叡山宗務庁よりの通達。虫損甚大により、詳細不明。 状 1

599 ９２６
Ⅰ
２

明治９年９月２９日
（１８７６年）

（死亡記録）
○記載なし
●記載なし

明治９年 天然死亡３人、明治10年 天然死亡２人・入水死亡１
人、明治11年 天然死亡２人、以上、それぞれの住所・氏名等が
記されている。

綴
り

1

600 １１８４
Ⅰ
２

明治１８年５月１１日
（１８８５年）

死亡届
○駿河国志太郡千葉山平民 農：清吉父
●駿河国志太郡落合村外4ヶ村 戸長：広田保蔵

奥書付　略。

2頁

綴
り

1

601 ４９０
Ⅰ
２

（明治）４月２日 （戸籍調付戻につき）
○11小区扱所㊞
●東光寺扣：池沢寛啓

戸籍調につき、やりとり、依頼。 状 1

602 ８３６
Ⅰ
３

明治元年８月
（１８６８年）・戊辰

太政官御布告之写
○記載なし
●駿河国天台宗 諸寺院

太政官御布告の写し５条や、三御室御令旨の写し等が記されて
いる。　　・これ迄、朝廷や旧幕府に出していた訴状等、向後太政
官代え願出事、等。

綴
り

1

603 ９１５
Ⅰ
３

（明治４年）８月１日
（１８７１年）・未

（今般御改正官幣）
○静岡郡方御役所 （8月15日 落合村より通達）
●記載なし

太政官布告によって、近代国家の誕生の為、旧来の神社仏閣の
禄制を改正する通達。元高5,000石は1,250石、3,000石は750石
などの事例が記されている。さらに神仏混淆を禁止する通達もあ
る。（廃仏毀釈）

綴
り

1

604 ８２４
Ⅰ
３

明治１８年３月
（１８８５年）

社寺上地官林委託の義に付
通達

○法務所庶務課
●記載なし

社寺上地官林委託等の事、委細は郡役所等へ問合すべき事。
法務所より通達の写し。 状 1

地区番号：３ 地区名：大津（千葉） 千葉山智満寺文書目録

文書番号

分類：Ⅰ－３  政治行政－国・県・郡政

分類：Ⅰ－２  政治行政－戸口

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

分類：Ⅰ－1  政治行政－町村政

通し番号

№47



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

６０５ １０６８
Ⅰ
３

明治２０年６月３０日
（１８８７年）

（落合村４ヶ村通達文）
○静岡県志太益津郡役所 志太郡落合村外4ヶ村
戸長役場
●智満寺住職：山村良映

寺、保存方の御達。具体的内容には触れていない。申請者との
往復文書。 状 1

６０６ ９９２
Ⅰ
３

昭和２２年
（１９４７年）

国有境内地讓輿又は売払
に関する法令

○日本国大蔵省
●記載なし

国有境内地の譲与又は、売払いに関する法令条文。 活字印刷
印
刷
物

1

607 １０１４
Ⅰ
６

明治１０年
（１８７７年）

千葉山智満寺 明治十年第□
月 貢租諸入費請取帳

○戸長役場（表紙）
●記載なし

「証 明治15年□半期　１、金15銭１厘 畑地租・山林地租・初納金
右の通り正に受取候也（千葉山戸長役場の印）」と3枚に記されて
いる。智満寺からの貢租を戸長役場で領収した帳。村費地租割、
戸数割税、山林入用など記されている。

4頁

横
半
帳

1

608 ６９２
Ⅰ
６

明治１１年１月
（１８７８年）

拝借竹生地税上納簿 明治
11年1月 千葉山智満寺

○千葉山智満寺（表書）
●11小区事務所

智満寺より11小区事務所への拝借地料の上納簿。　・11年２月15
日 一金８銭３厘 拝借薮税 但し10年９月より12月迄分　右正に受
取候也 11小区事務所等。

8頁

横
帳

1

609 ６０２
Ⅰ
６

明治１５年１２月
（１８８２年）

明治15年12月 大草村分貢
租税記 千葉山智満寺

○大草村戸長役場
●智満寺執事

千葉山智満寺の大草村分貢租税を大草村役場が請取した証
を、智満寺執事に出している。

横
半
帳

1

610 ７８３
Ⅰ
６

明治１７年４月
（１８８４年）

明治17年4月ヨリ 貢租諸入
用請取帳 志太郡千葉山戸
長役場

○千葉山人民惣代
●志太郡千葉山戸長役場

記　17年７月25日寄 金1円14銭 村費　右正に受取候也 18年２
月13日 千葉山人民惣代等。

横
半
帳

1

611 １１８２
Ⅰ
６

明治１９年１月１９日
（１８８６年）

千葉山字堂山官林年季貸
下料

○落合村外4ヶ村戸長役場
●千葉山納人：千葉昭如

18年下半年分、金12銭５厘、志太益津郡役所へ納入の事。 状 1

612 １２９２
Ⅰ
６

明治２５年７月５日
（１８９２年）

（年季貸下料ノ上納ニ付）
○御料局静岡支庁
●海老原順海

年季貸下料及払下代の25年度分を宛名の現金取扱方に納入
し、その預り証に上納証を添え、７月25日迄に当庁静岡出張所へ
上納すべし。

状 1

613 ８８６
Ⅰ
６

（明治） 記
○記載なし
●（智満寺）

旧寺領上地の拝借料、払下げ等の金銭を記す。 状 2

614 ４１１
Ⅰ
６

昭和２５年８月３１日
（１９５０年）

再評価は行わない法人の
再評価申告書

○島田税務署法人係㊞
●管内各法人

天台宗惣持院、北川慈映の名、土地1,468円。以下関係書類の
綴り。

綴
・
状

1

615 １０４５
Ⅰ
７

昭和２０年７月30日
（１９４５年）

昭和19年度（旧）志太郡支
部歳入歳出決算

○旧静岡県仏教会志太郡支部長：伊藤哲遠
●記載なし

昭和19年度志太郡支部歳入歳出決算　歳入 金1,959円93銭、
歳出 金1,756円56銭の決算報告書。ほかに、別途会計報告も付
す。

綴
り

1

616 ３２０
Ⅰ
８

明治１１年９月１７日
（１８７８年）

新道開拓勧進簿
○千葉山発起人
●記載なし

智満寺住職千葉昭如㊞、他8名、米・木材・人夫・金銭の寄進を
記す。

竪
帳

1

分類：Ⅰ－３  政治行政－国・県・郡政

形
態

通し番号

分類：Ⅰ－６  政治行政－租税

分類：Ⅰ－７  政治行政－財政

№48

数
量

摘　　　　　　　要標　　　　題 備　　考文書番号

分類：Ⅰ－８  政治行政－土木・水利



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

617 ８３２
Ⅰ
８

明治１１年１１月１１日
（１８７８年）

官林伐採跡苗木植附方願
○千葉山愉惣代：岡村勘兵衛㊞、同：岡村繁蔵
㊞、同：桜井利平㊞
●静岡県令：大迫貞清

官林伐採跡に苗木を植え付ける為の願書。千葉山官林の木は、
宇津ノ谷隧道並安倍川橋の修繕として、千数百本の払下げ伐木
とした、その跡地に苗木を植え付けたいので手配を願い上げる。

状 1

618 ５０９
Ⅰ
８

明治２５年１２月５日
（１８９２年）

現境内伐木御願
○智満寺住職、同寺惣代：救護孝範、同寺世話人
惣代：寺田伝蔵、他2名
●志太益津郡長：馬場晴利

境内の立木が風によって倒木の恐れがあるので、御見分の上伐
木をお願いしたいとの願書。

綴
り

1

619 ６２２
Ⅰ
10

明治４年２月
（１８７１年）・辛未

口書一札
○間東谷 勝五郎弟：今吉（爪印）、組合惣代：米
造㊞、親類：孫平次㊞
●千葉山智満寺御役所

玄米１斗２升５合、以下、８品目を盗んだ事は間違いありません、
罪に服する上は、どの様な罪科になろうとも、少しも上様を怨む
事は決して御座いません、との口書。

包紙入り 状 1

620 564
Ⅰ
10

明治8年３月
（１８７５年）・亥

指出申一札之事
○南向長吉㊞、證人：青山林作㊞
●智満寺

村内の事につき間違いが起こり、出訴に及ぶべきところ取扱下さ
れ、万端お任せする。 状 1

621 ８４０
Ⅰ
10

明治１９年６月１９日
（１８８６年）

御届
○長尾宇作、智満寺住職：山村良快
●島田分署

智満寺奥院の後ろや床下より、別紙の品々が見つかったので届
出る。

2頁

綴
り

1

622 １０１５
Ⅰ
10

昭和１８年
（１９４３年）

智満寺刀剣供出書類
○大津村役場、大政翼賛会大津村支部長、将校
軍刀鑑査委員会
●智満寺：北川慈映

・昭和18年、大政翼賛会志太支部長が供出刀の預り證を、智満
寺に与えた際の證書。供出済み代金50円とある。　・昭和19年、
「日本刀評価通牒」奥銘２尺３寸６分を返却、龍心子幸貞作２尺７
寸、50円。　・昭和20年10月23日付「保管証」21口の刀剣に付い
て警察に届け出たもの。

状 5

623 ６０８
Ⅰ
11

昭和１８年
（１９４３年）

軍用飛行機献納金志納割
当書

○天台宗第11教区宗務支所長 大僧都：傍島弘宣
●安楽寺住職：岩井亮真

軍用飛行機を製する為の献納金を、９月10日迄に志納してほし
い、一金63円30銭、一金8円等、合計237円30銭也。 状 1

624 １０６６
Ⅱ
１

明治１７年１２月
（１８８４年）

地券証紛失御届

○志太郡千葉山 岩本管長㊞、同郡同山智満寺住
職：山村良快㊞、同郡同山保証人：岡村繁秀㊞、
倉橋久右衛門㊞
●藤枝警察署島田分署

扣・字中谷、畑１畝20歩 持主岩本善七の地券、智満寺へ土地を
寄附、地券渡し今回更正に付、10月２日紛失判明。 状 1

625 １０００
Ⅱ
１

（明治）９月２０日 社寺上地調査に付き
○11小区事務所
●千葉山：岡村勘兵衛

８月下向の調査は、地租改正掛り猪飼正和。 状 1

626 ８９３
Ⅱ
１

（明治） （測量図）
○（智満寺）
●記載なし

地租改正に伴う測量図か。
虫損、破損甚
大

絵
図

1

627 １１７４
Ⅱ
１

記載なし 記
○戸長：勘兵衛
●智満寺

地券、諸入用の「記」、申年の分 合計37貫995文、米５升２合４勺
４才。他に酉年分がある。 状 2

分類：Ⅱ－１  経済・産業－地租改正

分類：Ⅰ－１０  政治行政－司法・警察・消防

通し番号 文書番号

分類：Ⅰ－８  政治行政－土木・水利

形
態

数
量

摘　　　　　　　要

№49

標　　　　題

分類：Ⅰ－１１  政治行政－戦争・兵事

備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

628 １１９１
Ⅱ
２

昭和４年２月
（１９２９年）

土地官林取調御届書
○寺住職：海老順海、檀家惣代：寺岡伝蔵、岩本
藤太郎、岡村平四郎
●天台座主大僧正：三浦実源

往古から智満寺が維持管理して来た山林は、官有地に属してい
るところからの調査届書。

目録完成後
に年号の違い
を発見

状 1

629 ８９７
Ⅱ
２

明治５年１２月
（１８７２年）・壬申

乍恐以書付奉願上候
○副戸長：岩本藤蔵、戸長：南向長吉
●静岡県参事：南願廣矛、権参事：長澤常山

先般上地された、田畑・山林・立木共、何卒払下げ願いたい、そ
の代永として相当の貢税を上納したいとの請願書、奥書。

4頁

綴
り

1

630 ６４４
Ⅱ
２

明治７年５月４日
（１８７４年）

雛型（田畑反別取高簿）
○宗務局㊞
●智満寺

諸寺院の田畑、山林を別紙雛型に準じて取調べ一宗毎に差出
すこと。雛型、寺院名、元寺禄何程、寺院付田畑何程、同山林坪
数何程、何県、何郡、何町、何寺、何誰㊞。

状 1

631 １０２５
Ⅱ
２

明治８年
（１８７５年）

上地林置附之請願書 下書
○記載なし
●記載なし

千葉山899番地及び99番地について、往古より智満寺とその村
民により維持管理してきたが、廃藩に伴い御朱印地と共に上地と
なるところから、従来村民により樹木苗木の植付等の労を御理解
いただき、据え置き下さる様裁決されたき旨の願書。

下書
3頁 状 1

632 ６０９
Ⅱ
２

明治９年１１月９日
（１８７６年）

（駿河国 各小区）
○静岡県令：大迫貞清
●駿河国：各小区

社寺の所有する上地につき、開墾地等の取調べを内務省より指
令された。来る12月25日を限りに遅れる事が無いように申出る
事、同日以後は一切採用しないので注意する事。但し、處分済
みはこの限りではない。

状 1

633 ９０５
Ⅱ
２

明治９年１１月
（１８７６年）

上地之内自費開墾地無代
御下之願

○千葉山智満寺住職：千葉昭如、惣代：岡村勘兵
衛
●記載なし

上地の内、畑2筆は自費開墾地につき、無代にお下げ願いたい
との請願書。 状 1

634 １０３７
Ⅱ
２

明治１０年６月２７日
（１８７７年）

社寺上地の内下戻方手続
につき

○静岡県第3課
●第6・7大区区長

昨9年本県乙第96号により通達の、社寺上地の下戻し方の手続
きにつき云々。 状 1

635 ９９５
Ⅱ
２

明治１０年１１月
（１８７７年）

智満寺近辺山地絵測量
○智満寺：千葉昭如
●記載なし

士族の求めに応じて作成された測量図（士族、瀧氏）。　・大藪地
9反1畝24歩　・道上茶園６畝歩　・長尾瀬戸２反15歩　・北谷６畝
16歩　・西谷４畝歩　・後澤不詳　・仲谷３畝16歩。

5頁

絵
図

1

636 １０９９
Ⅱ
２

明治１１年２月６日
（１８７８年）

智満寺上地字堂山の地に
つき

○11小区事務所
●岡村勘兵衛

智満寺願人千葉昭如により出願の反別１反５畝歩、立木数200
本、１ヶ年料金25銭に付き、本月８日までに持参の事。 状 1

637 ９１７
Ⅱ
２

明治１１年９月
（１８７８年）

合寺跡地御払下願
○千葉山智満寺住職：千葉昭如㊞、壇中惣代：岡
村勘兵衛
●記載なし

天台宗楞厳院の智満寺合寺に伴う跡地5反８畝28歩について、
本寺智満寺に払下げされたき旨の願書、外に同書3通。

4頁

綴
り

1

638 ９３３
Ⅱ
２

明治１１年１１月７日
（１８７８年）・寅

書面願之趣事
○志太郡千葉山 村民惣代：岡村繁蔵㊞、戸長：
石田武雄㊞
●静岡県令：大迫貞清

千葉山に於ける元字堂山元54番 山 14町歩の内、字西谷99番
山林反別３町３反５畝26歩、官有地に改正したいとする字換願
書。

4頁

綴
り

1

639 ８６５
Ⅱ
２

明治１１年１２月３日
（１８７８年）

上地官林立木御下願

○千葉山小前惣代：寺岡傳蔵㊞、岡村繁蔵㊞、櫻
井利平㊞、長尾豊蔵㊞、南向長吉㊞、村用掛：岡
村勘兵衛㊞、智満寺住職：千葉昭如㊞、同郡落合
村県士族：清水綱義㊞
●静岡県令：大迫貞清

千葉山上地官林については、もとから智満寺の御朱印の山林に
て、智満寺並びに村人に依り自覚を以て維持管理されて来た
が、村人離散等により空地等が目立ち、その管理費用の出費も
多いため、この土地は無償で払下げいただきたい、との願書。奥
書有り。

竪
帳

1

分類：Ⅱ－２  経済・産業－土地

通し番号 文書番号 標　　　　題 備　　考
形
態

№50

摘　　　　　　　要
数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

640 ９５０
Ⅱ
２

明治１２年１月２５日
（１８７９年）

社寺上地拝借料につき
○静岡県第３課
●岡村勘蔵

明治11年度願の通り認可、取りまとめの上２月15日迄に上納。後
半に、同11年１月より６月迄半年分90銭9厘、来る13日迄に当事
務所まで出金されたし。

状 1

641 １１９４
Ⅱ
２

明治１２年３月３１日
（１８７９年）

年季地券戻に付添願書
○智満寺住職：千葉昭如㊞
●天台宗 大教支院

年季地券戻しにつき地券證書を返済し、山林を智満寺所有地に
買い求めたい書。 状 1

642 １１００
Ⅱ
２

明治１２年３月
（１８７９年）

永代売渡證書
○智満寺住職：千葉昭如
●惣持院住職

智満寺所有の西谷にあう山林３畝16歩を、代金15円で惣持院に
売渡した。その際の売渡し証書。

包紙有り 状 1

643 １２００
Ⅱ
２

明治１２年３月
（１８７９年）

地所永代売渡証書
○売渡主：千葉昭如㊞、証人：□原八十郎㊞、他1
名
●山田亀吉

志太郡千葉山の内、字中谷297番地、ほか２筆の畑等に係る地
所永代売渡しの證書。（虫喰い等の損傷の為、反別等読み取り
出来ず）

虫喰い 状 1

644 １０８４
Ⅱ
２

明治１３年１月２９日
（１８８０年）

証
○岡村繁蔵
●内務省山林局静岡出張所㊞

金12銭５厘の上納金領収。 状 1

645 １００９
Ⅱ
２

明治１３年９月
（１８８０年）

岡村勘兵衛方より買求絵図
○千葉山智満寺 第50世住職：昭如
●記載なし

第15世智満寺住職昭如が、岡村勘兵衛方より代金10円で、永代
買求めた山林や、他に6枚の畑や山林の絵図、場所や面積が記
されている。

絵
図

7

646 ５０３
Ⅱ
２

明治１３年１０月
（１８８０年）

官有地樹木御拂下並開墾
願

○志太郡千葉山 人民惣代：岡村伊作、他2名
●山林局静岡出張所

「官有地樹木御拂下並開墾願」を提出するも「書面願之趣、聞届
難く候事」明治13年10月６日、内務省・山林局（朱筆）の返答。再
度見積書を添え請願するも、許可の記述なし。

綴
り

1

647 ５３６
Ⅱ
２

明治１５年１２月２日
（１８８２年）

□□上願書

○駿州志太郡千葉山智満寺住職：千葉昭如㊞、
檀家惣代：岡邨勘兵衛㊞、同村小前惣代：岡部繁
蔵
●農商務卿 西郷従道代理 内務卿：山田顕義

虫喰いが甚だしく詳細解らず。
虫喰い甚だし
い

綴
り

1

648 ５０５
Ⅱ
２

明治１６年１１月
（１８８３年）

民有御下戻之義ニ付歎願
書

○智満寺住職：山村良快、人民惣代：岡村繁蔵、
櫻井利平
●農商務省

農商務省に、山林の下戻しをお願いした歎願書。
綴
り

1

649 ７９１
Ⅱ
２

明治１８年１月
（１８８５年）・酉

収入物豫約書進達之儀ニ
付上申 扣

○智満寺住職：山村良快、寺壇中総代5名
●静岡県令：関口隆吉

土地の面積と買取の代金、年代等が記されている。（地券の名義
が変更されていない帳簿）

綴
り

6

650 １２０８
Ⅱ
２

明治１９年３月６日
（１８８６年）

賣渡証書（土地）
○志太郡島田町885番地：渥美鉤一郎
●智満寺

志太郡大津村尾川字尾川山835番地の２の63、他２筆の山林計
９反３畝13歩及び同郡同村大草字大津村1,015番の１、他２筆の
原野計３反３畝39歩について、この売渡代金320円を確かに請取
る。

綴
り

1

651 １１９２
Ⅱ
２

明治１９年６月２６日
（１８８６年）

農商務省訓令第８号
○農商務大臣伯爵：西郷従道
●記載なし

第８号、官報よりの写し、はじめに官林貸渡継年期の事、以下13
条まで。 状 1

652 ３６７
Ⅱ
２

明治１９年１１月８日
（１８８６年）

地所売渡之証

○駿河国志太郡千葉山：千葉常昭㊞、同国同郡
同村 証人：寺岡傳蔵㊞、証人：長尾宇作㊞
●志太郡千葉山惣持院住職：山村良快、同寺世
話人：櫻井利平、他2名

竹林18歩、畑６畝、３畝等、計反別１反17歩、売渡代金18円50銭
にて惣持院へ売渡し、他所より故障等の申出が生じた時は証人
が引受け惣持院へ損失はかけないとするもの。

竪
帳

1

備　　考

分類：Ⅱ－２  経済・産業－土地

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要
形
態

数
量

№51



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

653 ７１８
Ⅱ
２

明治１９年１１月２０日
（１８８６年）

官林拝借願
○千葉山：寺上次平㊞、他4名㊞、智満寺住職：山
村良快㊞、園江盛一郎㊞、松原幾吉㊞
●静岡大林区署長 林務官：桑名茂三郎

茶などの栽培の為、官林を拝借願いたいとの願書。
竪
帳

1

654 １１０３
Ⅱ
２

明治２０年４月１５日
（１８８７年）

地所貸渡立木払下につき
○静岡大林区署長 林務官：桑名茂三郎㊞
●記載なし

願いの地所貸渡し、立木払下げ共に聞き届け難い。 状 1

655 ９１１
Ⅱ
２

明治２０年７月１日
（１８８７年）

請求書
○御料局静岡支庁
●記載なし

年季貸下げ料、払下げ代30年分の現金取り扱い方や、納入方法
に付き指示している。 状 1

656 ９２９
Ⅱ
２

明治２１年１１月３０日
（１８８８年）

寄附地之儀ニ付御認可願

○志太郡千葉山智満寺住職：海老原順海㊞、他
檀家惣代3名㊞、同郡東光寺村東光寺住職：池沢
寛啓
●静岡県知事：関口隆吉

前々代の智満寺住職千葉昭如所有の土地、畑６畝６歩、１反７畝
14歩、山林１畝13歩、３反６畝９歩を千葉山智満寺へ寄附したい
とする認可願書、ほか、本願書に係るもの6通を綴る。

10頁

綴
り

1

657 ３４３
Ⅱ
２

明治２１年１２月
（１８８８年）・子

田畑山林入附帳
○（智満寺世話人）
●記載なし

田畑・山林の所在地・持主・反別・散田米・地価金（21件）が記さ
れている。

虫喰い
竪
帳

1

658 ９５３
Ⅱ
２

明治２４年１月１０日
（１８９１年）・卯

民有御引戻願
○智満寺住職：海老原順海、壇中惣代：岡本伊
作、他8名
●静岡県知事：時住為基

千葉山899番字堂山官有林の土地について、往古より智満寺が
維持管理して来たところであるが、廃藩などにより、引き続き民有
地として払下げの請願をするが、その願いが届かず改めて民有
地としての引き戻しをお願いする。

3頁

綴
り

1

659 １０９８
Ⅱ
２

明治２４年６月７日
（１８９１年）

朱印地奉還顛末
○智満寺住職：海老原順海、檀家惣代：桜井利
平、他1名
●記載なし

徳川家の朱印地を奉還する、その為、長谷川惣四郎が出張して
この手続きをした、と記されている。 状 1

660 ８１５
Ⅱ
２

明治２４年８月２２日
（１８９１年）

（智満寺土地民有地引戻
願ニ付）

○大津村々長：長谷川惣四郎
●千葉山智満寺住職：海老原順海

智満寺の土地引戻し願いはこれ迄、本郡役所より照会があり、本
月18日付で右願書には古文書の貼付の必要があったので、住
職が県に持参。直ちに係りに引き合わせたい旨、置塩郡書記を
通じて御願いしたところ、至急参会したいとの通知。

状 1

661 ５０８
Ⅱ
２

明治２４年９月１日
（１８９１年）

民有御引戻願

○智満寺住職：海老原順海㊞、安楽寺住職：西東
亮□㊞、東光寺住職：池澤寛啓㊞、寺惣代8名、
法華寺住職：山村良快
●静岡県知事：時任為基

千葉山字堂山・反別17町２反３畝２歩、字西谷官林・3町3反5畝
26歩の山林は我等往古より丹精の地であるので、この度民有とし
て引き戻し願いたいとの請願書。

奥書あり
綴
り

2

662 ４６０
Ⅱ
２

明治２４年１２月
（１８９１年）

地所寄附ニ付登記願
○寄附人：千葉昭如、惣代：2名
●智満寺住職：海老原順海

山林９反１畝４歩、地価金24円。
綴
・
状

1

663 １０７５
Ⅱ
２

明治３０年７月９日
（１８９７年）

地所年期貸下料
○御料局静岡支所 静岡出張所長：宮島金仕郎㊞
●望月慈円、外3人納

１円76銭7厘を領収、地所年期貸下料30年分。 状 1

664 ８２６
Ⅱ
２

明治３０年８月２１日
（１８９７年）

委任状
○静岡県駿河国志太郡大津村大字千葉 智満寺
住職：望月慈円㊞
●江槁厚

志太郡大津村大字千葉99番地字西谷山林・反別３町５畝26歩、
同所899番地字堂山山林・反別17町２反３畝２歩の２筆の山林引
渡しにつき、江槁厚を代理人と定め農商務省へ出願するための
委任状。

綴
り

1

665 ５２２
Ⅱ
２

明治３０年
（１８９７年）・酉

上地山林引戻願
○静岡県駿河国志太郡大津村大字千葉 智満寺
住職：望月慈円、他9名
●農商務大臣伯爵：大隈重信

山林２筆その反別計２町５反８畝28歩については、往古より智満
寺所有にて植林、伐採等維持管理した事は明白にて、明治の改
租の際誤って官地に編入されて来たため改めて調査の上、引き
戻しを願う。

7頁

綴
り

1

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

№５２

形
態

数
量

分類：Ⅱ－２  経済・産業－土地



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

666 ５１６
Ⅱ
２

明治３０年
（１８９７年）

上地山林引戻願
○駿河国志太郡大津村千葉山住職：望月慈円
㊞、檀家9名㊞
●農商務大臣伯爵：大隈重信

千葉山の西谷と堂山の山林は、往古より智満寺の所有であった
が明治の改租の際、間違えて官地に入れられてしまったので調
査の上、元の智満寺所有に戻して欲しいとの引戻願い。

7頁

状 1

667 ７２１
Ⅱ
２

明治３０年
（１８９７年）

明治30年月日 上地山林引
戻願

○智満寺住職
●記載なし

大津村大字千葉99番地字西谷の山林、他1筆の山林、計２町５
反８畝28歩について、往古より智満寺の所有であったが明治の
改租の際誤って官地に編入された事により、調査の上引戻した
い旨の願書。

竪
帳

1

668 ３９８
Ⅱ
２

明治３０年
（１８９７年）

上地山林引戻願証拠書類
写

○智満寺
●記載なし

はじめに、第1号として安永元壬申11月15日より、天明５年までの
「智満寺住職諸払記」、以下、関係資料の写しを載せる。

竪
帳

1

669 ６６９
Ⅱ
２

明治３１年１０月２２日
（１８９８年）

御料林御下渡願 11号 明治
31年10月22日

○智満寺住職：望月慈円
●宮内大臣子爵：田中光顕

大津村字千葉字西谷99番御料林・反別３町３反５畝26歩、同堂
山899番御料林合計反別20町５反８畝28歩、かつて、地積調査
の際、誤って官林へ編入されたが、民有地たるべき証拠書類が
発見されたので、本寺へ渡して欲しい、とある。

竪
帳

1

670 ７１３
Ⅱ
２

明治３２年１２月２４日
（１８９９年）

売渡証書（山林）
○水口甚作㊞
●志太郡大津村千葉：望月慈円

大津村千葉山字西谷197番地の山林・６畝歩、この売渡し代金49
円也としての売渡証書。他7通あり。

綴
り

1

671 ５４１
Ⅱ
２

明治３４年３月
（１９０１年）・丑

御料地御拂之願
○静岡県志太郡大津村 智満寺住職、他檀徒4人
●記載なし

志太郡大津村千葉字西谷99番地の御料地（風致林）の拂下願
書の下書き。

2頁

綴
り

1

672 １０５８
Ⅱ
２

明治３４年４月１日
（１９０１年）・丑

年期拝借之証
○大津村千葉拝借人：倉槁久右衛門、三好清吉、
岡本豊吉
●智満寺：世話人

3畝18歩の土地を年３円61銭で借用。明治34年１月より同38年12
月迄の5ヶ年、毎年７月20日に支払いの規定で借請ます、もし支
払いが遅滞した場合、証人が引き受けて弁済し、世話人に迷惑
をかけない。

状 1

673 １０２３
Ⅱ
２

明治３５年６月１０日
（１９０２年）・寅

未登記ノ土地所有権ニ付
登記申請

○智満寺住職：望月慈円、代理人：星野重道
●藤枝区裁判所島田出張所

大津村野田の田・27歩が未登記、土地所有の為に登記、土地価
格は19円29銭2厘、藤枝区裁判所島田出張所へ提出したもの。

2頁

綴
り

1

674 ６７６
Ⅱ
２

明治３５年１２月２８日
（１９０２年）

売渡約定証 他
○売主：福島倉吉㊞、他保証人3名
●智満寺住職：望月慈円

受取証３通、委任状1通、地所買受認可願１通、県知事聞届書１
通を綴る。

7頁

綴
り

1

675 ９４８
Ⅱ
２

明治３８年１月１８日
（１９０５年）・巳

惣持院前畑見取図
○記載なし
●記載なし

惣持院前の畑の見取図。い号よりわ号迄の13軒の散田面積と耕
作者名が図示されている。　い号・南向亀作・11坪、ろ号・増田市
五郎・21坪１合等と図示してある、以上13口、１坪に付き金2銭の
小作料が記されている。

状 1

676 １１１４
Ⅱ
２

明治３９年１１月１９日
（１９０６年）

贈與証書
○志太郡大津村千葉30番：岩本善七㊞
●志太郡大津村千葉2番地：智満寺

志太郡大津村千葉字中谷288番・畑１畝20歩 ほか畦畔４歩を智
満寺に贈与致します。との贈与証書。　登記済㊞　藤枝区島田出
張所㊞あり。

状 1

677 ５４２
Ⅱ
２

明治４０年３月２９日
（１９０７年）

御料地払下願

○静岡県志太郡大津村大字千葉山字中谷2番地
智満寺住職：望月慈円、同寺檀徒惣代：長尾宇
作、他3名
●御料局長：渡辺千秋

20町2反３畝13歩の土地は、当寺の土地に付き払下げを受けた
く、許可して欲しい。（御料地払下願）　副願書を添えて御料局長
に願い出た。結果、許可するとの返答あり。登記を済ませる。

状 1

678 １００８
Ⅱ
２

明治４１年３月２７日
（１９０８年）

山林及土地重要書類
○滋賀県滋賀郡坂本村 天台宗宗務本庁
●智満寺内：北川慈映

山林と畑の絵図に、面積や番地等が記され、西谷・仲谷・間東谷
などの地名も見られる。

竪
帳

8

分類：Ⅱ－２  経済・産業－土地
№53

形
態

数
量

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

679 １０８９
Ⅱ
２

明治４１年４月３０日
（１９０８年）

売渡証書
○志太郡大津村長：中川弁吉㊞
●志太郡大津村千葉2番地：智満寺

大津村大草字山王前、田４歩、ほか２筆、代金9円50銭にて売渡
す。 状 1

680 ５３５
Ⅱ
２

明治４４年７月３１日
（１９１１年）

契約證
○（甲）村岡八雲㊞、（乙）橋本はな㊞
●記載なし

（甲）村岡は、代金800円にて、（乙）橋本はなへ土地を売渡すと
の契約書證。土地図付き。

綴
り

1

681 １１
Ⅱ
２

（明治） 智満寺所有地
○千葉山 智満寺
●記載なし

智満寺所有の田畑山林一括。３冊分を綴る。
状
・
綴

1

682 １１３６
Ⅱ
２

（明治） （地籍図）
○智満寺
●記載なし

和紙に地籍図を記し、１筆から７筆までの各坪数を示す。 状 1

683 １１３９
Ⅱ
２

（明治） （山林地積図）
○記載なし
●記載なし

智満寺山林の地積図か、縦・横の間数などを記す。 状 1

684 １１４０
Ⅱ
２

（明治） （道法図）
○（智満寺）
●記載なし

千葉山智満寺に至る道法図か。区間毎の間数を記す。 状 1

685 １０４３
Ⅱ
２

（明治） （地籍図）
○記載なし
●記載なし

地籍図内に地番など記入。 状 1

686 ９７４
Ⅱ
２

（明治） 智満寺所有地
○智満寺
●記載なし

所有地12筆を列記。田地積地価等を記す。
横
帳

1

687 １１２０
Ⅱ
２

大正５年５月１０日
（１９１６年）

静岡県指令学第1608号 志太
郡大津村千葉天台宗智満
寺

○静岡県知事：伊藤喜八郎
●智満寺住職：望月慈円

山林を櫻井伊太郎から買受の委任状と、櫻井伊太郎へ売渡すと
の所有権移転の委任状が２枚有り。

綴
り

1

688 １０５１
Ⅱ
２

大正５年５月１４日
（１９１６年）

土地更正ニ付登記申請
○志田郡大津村千葉2番地 所有者：望月慈円、
同所44番地 右代理人：岡本長太郎㊞
●静岡区裁判所島田出張所

竹林３畝10歩を土地更正に付き登記申請。
綴
り

1

689 ８
Ⅱ
２

大正１３年２月２３日
（１９２４年）

売渡之証

○静岡県小笠郡堀之内町堀之内 地所売渡人：菅
沼良助㊞、保証人：菅沼杢三郎㊞
●志太郡大津村千葉天台宗 智満寺住職：望月慈
円

原野６町３反１畝27歩、代金21,000円、収入印紙切抜きあり。 虫損あり 状 1

690 ６６３
Ⅱ
２

大正１４年６月５日
（１９２５年）

土地売買契約書
○志太郡大津村千葉17番 売主：岡本豊吉㊞
●智満寺住職：望月慈円

山林８反５畝９歩、山林２反５畝16歩、山林８反５畝8歩、以上の代
金3,000円也。 状 1

691 ６６４
Ⅱ
２

大正１４年７月２０日
（１９２５年）

土地売渡之證
○倉橋賢一、右賢一未成年者ニ付 後見人：倉橋
もと㊞
●智満寺

山林８反７畝歩を代金1,043円にて智満寺に売却する。 状 1

692 １０５４
Ⅱ
２

大正１４年１１月１６日
（１９２５年）

売渡證書
○売主：岡本豊吉  志太郡大津村千葉17番地
●智満寺　志太郡大津村千葉

土地（山林）の売渡し證書。山林2反5畝16歩を代金500円にて売
渡す。他、3枚あり。 状 4

数
量

分類：Ⅱ－２  経済・産業－土地
№５４

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

693 １０３０
Ⅱ
２

大正１５年５月１４日
（１９２６年）

賣渡證書
○売主：望月慈円　志太郡大津村千葉2番地寄留
●智満寺　志太郡大津村千葉2番地：櫻井善吉
智満寺特別代理人

土地の賣渡し證書（畑・山林）、13筆を2,748円80銭にて、望月慈
円より智満寺及び特別代理人櫻井善吉に売り渡す。

綴
り

1

694 ５１１
Ⅱ
２

昭和２年７月
（１９２７年）

昭和2年7月 明細帳追加記
入書類

○智満寺
●天台座主大僧正：不二門智光

延暦寺末寺、智満寺の所有する土地等の物件（追加）申請書。
山林16町8反7畝7歩、地価27円84銭、山林３町3反5畝26歩、地
価8円66銭、有価証券並びに金穀之部、金300円也、公債証書、
同上2,101円85銭（山林売却代金）等々。大正２年から追加記入
分を含め昭和６年まで綴る。

48頁

綴
り

1

695 １２５１
Ⅱ
２

昭和４年１２月１９日
（１９２９年）

千葉昭如へ差入候約定証
ノ扣

○智満寺住職：海老原順海、檀家惣代：寺良伝
蔵、他2名
●千葉昭如

大津村字中谷の山林９反１畝歩、平坦の場所を貴殿存生中、籍
地に貸す。 状 1

696 １３４８
Ⅱ
２

昭和７年２月２９日
（１９３２年）

雑種財産売払書
○藤枝税務署長：佐川義明㊞
●智満寺

原野３ヶ所（千葉 北谷）を智満寺に売り渡す書。 状 1

697 １２１９
Ⅱ
２

昭和７年３月２４日
（１９３２年）

土地払下代
○日本銀行藤枝代理店㊞
●志太郡大津村：千葉山智満寺

土地払下代金、６円84銭領収。 状 1

698 １０７０
Ⅱ
２

昭和７年７月１８日
（１９３２年）

寄附証書
○橋本邦典、鈴木きん
●千葉山住職：北川慈映

田・畑・宅地、合せて５筆の寄附証書。
綴
り

1

699 １０１２
Ⅱ
２

昭和１３年１１月１日
（１９３８年）

地券證上梓
○静岡県主事郡長：杉山喜平次
●千葉山 持主：千葉昭如

明治13年10月1日より同19年２月５日迄の地券證、計13枚。 状 1

700 ５４７
Ⅱ
２

昭和１３年１２月１９日
（１９３８年）

（千葉字間東谷の地積分
筆図）

○記載なし
●記載なし

千葉、字間東谷の土地、所有者の名前などが記されている。 略図
絵
図

1

701 ８２５
Ⅱ
２

昭和１４年３月１１日
（１９３９年）

土地分割ニ付登記申請

○志太郡大津村千葉2番地 申請人：智満寺、同
郡大洲村弥左衛門五百大17番地の2 同寺住職：
北川慈映、外1名
●静岡区裁判所島田出張所

志太郡大津村千葉382番地 山林３畝10歩、同383番地 山林５畝
３歩、同384番地 山林１畝９歩の土地を、それぞれ3筆ずつに分
筆する旨の登記申請書。

3頁

綴
り

1

702 １０５０
Ⅱ
２

昭和１７年１月２０日
（１９４２年）

承諾書
○志太郡大津村千葉：寺上治作㊞
●記載なし

右土地は、別紙図面の通り惣持院境内地との境界に対し、異議
の無い事を承諾する、寺上治作。 状 3

703 ９３７
Ⅱ
２

記載なし 証
○智満寺
●記載なし

江戸幕府が寺社に対して朱印状を下附して、その所領を確認し
た御朱印地、開墾地、逓減の記録文書か。４年間で１円73銭から
83銭まで逓減している、手数料を差し引て54円31銭6厘を渡して
いる。

状 1

704 ５２５
Ⅱ
２

記載なし
（智満寺現境内反別測量
図）

○記載なし
●記載なし

朱線で書かれている部分を境内に編入の見込み、甲区・乙区・
丙区・戊区とあり、編入は３反5畝15歩、据え置きは16町８反７畝
17歩。

絵
図

1

705 ３３７
Ⅱ
２

記載なし かいまし
○記載なし
●記載なし

田畑土地の買い増し分の記載か、具体的には不明。
横
・
綴

1

分類：Ⅱ－２  経済・産業－土地
№55

形
態

数
量

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

706 １１８０
Ⅱ
２

記載なし （智満寺現境内）
○記載なし
●記載なし

智満寺近隣の絵図面、奥の院境内の山林17町２反余、西谷山林
３町３反余と広大な山林を所有している事がわかる絵図面。

絵
図

2

707 １２１０
Ⅱ
２

記載なし 記（土地の売却調書）
○智満寺、惣持院
●記載なし

智満寺、惣持院における土地の売却調べ。 状 1

708 １０１１
Ⅱ
２

記載なし 資産調べ
○記載なし
●記載なし

田・畑・山林の地価金と支出が書かれている。
綴
り

1

709 ４２２
Ⅱ
３

明治２６年２月１６日
（１８９３年）

村中歳暮米持参覚
○（智満寺計課）
●記載なし

歳暮米41名、計５升６合の書上げ。

4頁

横
半
帳

1

710 ４０３
Ⅱ
４

昭和２０年１２月２８日
（１９４５年）

（事業届出ヒナ型）
○記載なし
●記載なし

諸事業の届けに付き示したヒナ型。部分のみ、重複あり。
便宜上分類を
Ⅱ4とする 状 6

711 １３４５
Ⅱ
４

昭和２５年４月１日
（１９５０年）

記載心得
○記載なし
●記載なし

・この申告書は５月31日迄に主たる事務所の所在地を所轄する
税務署に提出。　・又、この申告書を提出しなければならない法
人が書かれている。法人は昭和25年４月１日現在のもの。

状 1

712 ６７９
Ⅱ
４

記載なし 椎木坂松の調
○記載なし
●記載なし

椎の木坂の松の調べ、それぞれの木の幹の太さ等が書かれてい
る、総計164本と記される。松・杉等も調査、大津山内。

横
帳

1

713 ４５６
Ⅱ
５

明治２年１２月１０日
（１８６９年）・巳

大津方免割帳 明治2年12月
10日

○千葉山役所
●記載なし

尾川村・落合村・野田村・大草村に係る免割帳にて、その計１石８
斗２升４合、取米２俵１斗８升５合７勺を皆済。他に、御朱印高43
石２斗４合がある。

分類C１に相
当

横
帳

1

714 ７０４
Ⅱ
５

明治３年１２月２０日
（１８７０年）・午

当午御年貢御定納帳
○千葉山役所
●記載なし

散田米、散田麦の皆済を記す。
分類C１に相
当  7頁

横
帳

1

715 ７７７
Ⅱ
５

明治５年１２月
（１８７２年）

當申御年貢御定納取立帳
○千葉山役人
●小作人

年貢米、米２斗８升３合、米２升（屋敷分）、合せて３斗３合、右皆
済などと記されている。

分類C１に相
当
10頁

横
帳

1

716 ５７７
Ⅱ
５

明治６年２月朔日
（１８７３年）

大草相賀村持田地散田米
御年貢米小作人名前帳

○千葉山智満寺執事
●記載なし

覚として、場所・取高・村名・名前等が列記されている。　例として
・大草田地字山王前、6俵成、落合村源七、内２俵御年貢計等。

4頁

横
帳

1

717 ９６０
Ⅱ
５

明治７年７月
（１８７４年）・戌

借地之証一通
○山田亀吉、福島友平
●智満寺世話人

智満寺の開墾試作地９反９畝24歩の内、40歩の借地証、この散
田金１円也とある。明治27年７月より同31年６月迄の４ヶ年間借
用、散田金が支払われないときは保証人が代償する事などが記
されている。

7頁

横
帳

1

通し番号 文書番号

№５６

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業

分類：Ⅱ－２  経済・産業－土地

分類：Ⅱ－４  経済・産業－経済団体

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

分類：Ⅱ－３  経済・産業－物価・景況



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

718 ９１８
Ⅱ
５

明治９年１２月
（１８７６年）・子

土地山林之内立木無代御
下ヶ願

○天台宗智満寺住職：千葉昭如㊞、小前惣代：南
向長吉㊞、同：岡村勘兵衛㊞、副戸長：馬形兵助
㊞、戸長：宗色一郎㊞
●静岡県令：大迫貞清

智満寺は古くから自費により立木を栽培してきた。今回立木
7,000本を無償で払下げ願いたいとするものであるが、土地に係
る證書を火災により焼失した為、この証とするものは無く、ただ古
くから村民が土地等について熟知している事からも立木の払下
げを願うとする書。

3頁

綴
り

1

719 ２３４
Ⅱ
５

明治９年１２月
（１８７６年）

上地山林之内立木売代御
下ヶ願

○第6大区11小区志太郡千葉山智満寺 小前惣
代：南向長吉、他3名
●静岡県令：大迫貞清

千葉山山林12丁歩、立木7,000本の払下げ願いの下書き。他に
明治11・12・15年分の下書きがある。

5頁

綴
り

1 DVD４

720 ９１９
Ⅱ
５

明治１０年８月２１日
（１８７７年）

立木御下戻シ之義書付
○第6大区11小区志太郡千葉山智満寺作成：千
葉昭如㊞、保證人：岡村勘兵衛㊞
●静岡県令：大迫貞清

證書に付き、お尋ねがあったが、村で預っていた證書を紛失した
ので、この段申し上げる。 状 1

721 ８９９
Ⅱ
５

明治１０年１１月２日
（１８７７年）

竹立之場所拝借御請書
○志太郡千葉山智満寺 住職：千葉昭如
●記載なし

智満寺上地官林 字堂山12町歩の内、１反５畝歩を10年間拝借
する。　・杉木12本、目通り５寸より１尺５寸廻り迄、枝下1間より2
間迄。これは拝借反別の内にある立木とのこと。

2頁

綴
り

1

722 ８７２
Ⅱ
５

明治１０年
（１８７７年）

林立之持所拝借御請書
○拝借人：何之誰㊞、正副戸長
●静岡県令：大迫貞清

林立の所有地拝借願書のヒナ型を示す。

2頁

綴
り

1

723 ９００
Ⅱ
５

明治１１年１月
（１８７８年）

現境内伐木願
○智満寺住職：千葉昭如㊞、小前惣代：南向長吉
㊞、村用掛：岡村勘兵衛㊞
●静岡県令：大迫貞清

士族へ払下げの伐木が孤立しており、風当たりが強く、本堂に倒
れてこないか心配で捨て置けない為、伐木願いを出す、その木
は本堂修繕に使う。奥書有り。

2頁

綴
り

1

724 １２９６
Ⅱ
５

明治１１年１月
（１８７８年）

現境内伐木願書
○智満寺住職：千葉昭如、小前惣代：南向長吉、
村用掛：岡村勘兵衛
●記載なし

杉木５本の伐木の願書。
綴
り

1

725 １０
Ⅱ
５

明治１１年９月２１日
（１８７８年）

官林一件応接記
○（智満寺）
●記載なし

官林払下げに関する現地調査、11年９月21日より10月７日までの
記録。 状 1

726 ８１８
Ⅱ
５

明治１１年１２月３日
（１８７８年）

官林伐採跡苗木植付方願
○千葉山 小前惣代：桜井利平㊞、岡村繁蔵㊞、
他4名㊞、奥書 第67大区々長：瀧川元起㊞
●記載なし

安部川橋等の修繕木として、伐採された跡地への杉苗植付の許
可願い。他に県より、直には植付せず、植付の節は文書提出の
事との状あり。

状 2

727 ４３４
Ⅱ
５

明治１１年１２月３日
（１８７８年）

現境内伐木願書
○智満寺住職：千葉昭如㊞、檀家惣代：岡村勘兵
衛㊞、小前惣代：南向長吉㊞
●静岡県令：大迫貞清

計８本の伐木。末尾に静岡県の「聞届」あり。
竪
帳

1

728 １２１３
Ⅱ
５

明治１２年７月２４日
（１８７９年）

證
○志太益津郡長：杉山喜平次 代理郡書記：瀧川
元起㊞
●志太郡千葉山 石田武雄

官林竹立拝借料12銭5厘、明治12年１月より６月迄半ヶ年分。 状 1

729 １２８０
Ⅱ
５

明治１２年７月
（１８７９年）

委任状
○駿河国志太郡千葉山智満寺 住職：山村良快㊞
●静岡2番町1ノ小路増井方：浅倉雄成、安居村：
相川元遠

浅倉雄成を代理人とし、私費栽培立木無代下渡願いの件、後半
に官林事件につき、静岡行小遣いを記す。 状 1

730 ８１９
Ⅱ
５

明治１２年７月
（１８７９年）

官林下草刈取願
○智満寺住職：千葉昭如㊞、奥書 千葉山戸長：
南向長吉㊞
●内務省権大書記官：櫻井勉

官林反別11町８反５畝の下草刈取料、金71銭１厘の拝借願い
（一昨年から５年間）。料金は年々上納としている。

2頁

綴
り

1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№57

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

731 ８４３
Ⅱ
５

明治１２年７月
（１８７９年）

官林下草刈取願
○志太郡千葉山 願人智満寺住職：千葉昭如㊞
●内務省権大書記官：櫻井勉

反別11町８反５畝歩、この下草料金71銭１厘。明治9年より５年間
拝借して、下草刈りを実施したいのでお届けする、とある。

綴
り

1

732 ４１６
Ⅱ
５

明治１３年９月１６日
（１８８０年）

官有地山草苅願書
○志太郡千葉山村民惣代：坂田善作㊞、同：岡本
伝作㊞、（上申者）戸長：南向長吉㊞
●山林局静岡出張所

同年９月22日、内務省山林局静岡出張所より「難聞届」の書が届
く。この他、関連の書を綴る。

竪
・
綴

1

733 ６１７
Ⅱ
５

明治１３年１１月
（１８８０年）

散田米収納簿
○千葉山智満寺執事
●記載なし

小作人が智満寺に納入した米の帳簿。

6頁

横
帳

1

734 ５７５
Ⅱ
５

明治１４年１２月吉日
（１８８１年）

散田米請取簿
○智満寺納戸
●記載なし

大草村より玄米にて納入、皆済。玄米1俵賃渡しあり。

6頁

横
帳

1

735 ６１８
Ⅱ
５

明治１４年１２月
（１８８１年）

散田米皆納簿
○千葉山智満寺執事
●記載なし

大津村が智満寺に納めた散田米の皆済名簿。

4頁

横
帳

1

736 ７５１
Ⅱ
５

明治１５年１２月８日
（１８８２年）・午

明治15年12月8日 作徳米収
納帳 留守監 西東亮惇

○留守監：西東亮惇
●大草村：幸次郎

午年の収納米、惣計18石７斗３升８合、この俵46俵歩３斗３升。
破損多し
8頁

横
半
帳

1

737 ６１０
Ⅱ
５

明治１６年１１月
（１８８３年）

上地官林残木御下ヶ願
○千葉山智満寺 住職：千葉昭如、小前惣代：岡
村勘兵衛
●記載なし

当寺の立木売却をお願いしたところ確認が得られないとのこと、
今般、宇津ノ谷隧道並び安倍川橋の修繕木として払下げ伐木を
仰せ付けられた。今まで培養し丹精して来た山内の者のことを思
うと心痛、残木であっても下げ願いたい。前件の願いを聞き届け
てほしいとの書。

横
帳

1

738 ６２４
Ⅱ
５

明治１７年１２月２５日
（１８８４年）・甲申

祠堂金利足畑貢租散田取
立帳

○千葉山惣持院
●記載なし

合計米４升４合、代金26銭４厘、その他に、利子として金19円56
銭也がある。

7頁

横
帳

1

739 ９３８
Ⅱ
５

明治１８年１１月
（１８８５年）

作徳米割印帳
○智満寺納所（表紙）
●記載なし

大草村の永井幸次郎が納めた年貢残余の米俵が記載されてい
る。

横
半
帳

1

740 ６２５
Ⅱ
５

明治１８年１２月２５日
（１８８５年）・酉

祠堂金利及畑貢租散田 千
葉山惣持院

○記載なし
●記載なし

畑貢租８合５勺、祠堂金利足５銭３分などと書かれ、その下に名
前が書かれている。

6頁

横
帳

1

741 ８０
Ⅱ
５

明治１９年２月３日
（１８８６年）

（年貢受取）
○智満寺
●記載なし

野田村・大草村・千葉山各地からの散田米（木作米）の納入の記
録。

10頁

横
半
帳

1

742 ６５０
Ⅱ
５

明治１９年９月
（１８８６年）・戌

田畑散田米金請取帳
○千葉山智満寺納所
●田畑散田米金借主

大津各村の、借主の名前と俵数が記されている。

8頁

横
帳

1

743 ８８２
Ⅱ
５

明治１９年１１月９日
（１８８６年）

委任状
○志太郡智満寺 惣代：寺上次平㊞、松原歳吉
㊞、他24名
●志太郡千葉山：長尾宇作、岡本伊作、寺岡傳蔵

堂山官林及び西谷官林の下草、下柴を払下げ願いの為、長尾
宇作、岡本伊作、寺岡傳蔵を代理人と定め、その委任状。

2頁

綴
り

1

744 ８４１
Ⅱ
５

明治１９年１１月９日
（１８８６年）

官林中風杉木並病木御払
下願

○駿河国志太郡千葉山3番地 願人：櫻井利平
㊞、同村16番地 願人：倉橋久右衛門㊞
●静岡大林区署長 林務官：桑名茂三郎

払下げ内容が記されている。 1・山林反別３町３反５畝28歩、風損
病木26本とその内訳、代金６円50銭 1・山林反別17町２反３畝２
歩、この風損病木50本、代金50円55銭、合計57円５銭。

綴
り

1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№58

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

745 ８７５
Ⅱ
５

明治１９年１１月９日
（１８８６年）・戌

官林立木御払下願
○千葉山28番地 願人：寺岡傳蔵㊞、千葉山38番
地 願人：長尾宇作㊞
●静岡大林区署長 林務官：桑名茂三郎

千葉山堂山に於ける反別７町２反３畝２歩の内、反別１町２反歩
についての立木123本を、この代金29円60銭且つ1本に付き金２
銭により払い下の願書。

7頁

綴
り

1

746 ９５７
Ⅱ
５

明治１９年１１月２０日
（１８８６年）

副申
○静岡県志太郡落合村、他4ヶ村 戸長：廣田保蔵
●静岡県大林区署長 林務官：桑名茂三郎

上地官林拝借願は本村の維持に・・・。特別の御詮議をお願いし
たい。

綴
り

1

747 ７０１
Ⅱ
５

明治１９年１１月
（１８８６年）

官林立木御払下願
○千葉山28番地 願人：寺岡傳蔵㊞、千葉山38番
地 願人：長尾宇作㊞
●静岡大林区署長 林務官：桑名茂三郎

官林立木拝借願書にて、反別、立木の数量・金額の記載となっ
ており、本件はその下書き７件である。

綴
り

1

748 ９５８
Ⅱ
５

明治１９年１１月
（１８８６年）

上地官林御委託請願書
○駿河区志太郡千葉山16番地：倉橋久右衛門㊞
●静岡県大林区署長 林務官：桑名茂三郎

上地官林御委託請願書を、特別の御詮議をもって許可して頂く
よう、絵図を添えて願う。

3頁

綴
り

1

749 ３７５
Ⅱ
５

明治１９年１２月２５日
（１８８６年）

取立金催促組姓名簿
○惣持院世話人
●記載なし

1、岡村栄次郎、他４名。以下、６組までの各組人名を記す。
横
帳

1

750 ８９８
Ⅱ
５

明治２０年８月１０日
（１８８７年）

拝借地継年願

○駿河国志太郡千葉山智満寺 花澤村法華寺 住
職：山村良快㊞、寺壇中惣代：高橋久郎右衛門
㊞、岩本藤次郎㊞、中村作蔵㊞
●静岡大林区署長 林務局：桑名茂三郎

官林反別17町２反３畝２歩の内、拝借地１反５畝歩、この立竹数
200本、拝借料１ヶ年１円５銭、但し１銭につき金70銭。明治10年
より本年まで10ヶ年間拝借し、満期につき本年より24年12月まで
継続拝借をお願いしたい。奥書あり。

4頁

綴
り

1

751 １１８３
Ⅱ
５

明治２０年１０月
（１８８７年）

拝借竹林内立竹仕訳
○駿河国志太郡千葉山智満寺 檀徒惣代：倉橋久
右衛門㊞、岩本藤次郎㊞、中村昭蔵㊞
●静岡大林区署島田派出所

江南竹50本、御竹150本、各寸法毎に本数を記す。 状 1

752 ３８１
Ⅱ
５

明治２０年１１月
（１８８７年）

散田米収納簿
○智満寺
●記載なし

各人名と収納数が記されている。

4頁

横
帳

1

753 ３８２
Ⅱ
５

明治２１年１月２日
（１８８８年）

畑山田金利受取簿 明治21
年1月2日 智満寺世話人

○智満寺世話人
●記載なし

散田金の受取等が記されている。　・山田亀吉 明治20年度分 散
田金２円59銭 内２円受取り、・岩本善七 20銭、・櫻井利平２円
等。他に、坂田善作 本金50円 利金６円、岡本貞蔵 本金25円 利
金３円等とある。

竪
帳

1

754 ９４７
Ⅱ
５

明治２１年１月２６日
（１８８８年）

立木調査依頼書
○静岡県志太郡落合村他4ヶ村戸長役場
●千葉山智満寺、同惣持院住職及檀徒惣代中

千葉山智満寺に係る立木調べについて、志太郡落合村他４ヶ村
戸長役場よりの調査依頼書。

綴
り

1

755 ７７８
Ⅱ
５

明治２１年１月
（１８８８年）

明治21年1月 米穀蔵出及搗
上簿

○智満寺
●記載なし

玄米白米各自搗いた、連月御供日、１日山王、３日大師 廣智 ぼ
さつ、９日亮正、15日西寺、17日本堂手千、20日東寺 大日如
来、24日地蔵坊、28日不動明王等・・・。

10頁

横
帳

1

756 ９６１
Ⅱ
５

明治２１年５月１６日
（１８８８年）

（静岡大林区署島田派出
所より照事ありこれを通知）

○落合村外4ヶ村戸長役場㊞
●千葉山人民惣代

千葉山字堂山等、官林内に存する杉立木の払下げを望む者は、
６月３日迄にその願書を提出するように、村の人民へ通達するこ
と。

綴
り

1

757 ８０１
Ⅱ
５

明治２１年１１月
（１８８８年）・子

御請

○智満寺（住職無住に付き選挙中）、代理：檀家惣
代 倉橋又右衛門㊞、他2名㊞、保証人：同村人民
惣代 置村喜一郎㊞
●静岡大林区署

千葉山字堂山官林にて、竹数200本を本年10月より来る24年迄5
年間、貸付けが許可されたので、その為の約束事が記されてい
る、これを守る事を約す。

綴
り

1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№59

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

758 １２９５
Ⅱ
５

明治２２年旧１月１２日
（１８８９年）

記（散田）
○記載なし
●記載なし

散田に係る金額（主旨不明）と氏名が列記されている、その総計
金２円29銭５厘。 状 1

759 １０７３
Ⅱ
５

明治２２年１月１５日
（１８８９年）

（寺院境内竹木伐採願）
○寺院
●静岡県志太郡落合村外4ヶ村 戸長：広田保蔵

智満寺境内の竹木伐採については、今後は管長の添書が必要
とする事がその筋から連絡あり、その事を心得るよう通達する、と
ある。

状 1

760 ４２３
Ⅱ
５

明治２２年４月
（１８８９年）

畑山田金取立簿
○智満寺世話人：田村貞蔵、増田作十、岡村平四
郎
●記載なし

明治22年より同32年迄の、散田金取立の書上げ。

6頁

横
帳

1

761 ３２９
Ⅱ
５

明治２２年１１月
（１８８９年）・丑

明治22年11月 小作米受取簿
○智満寺
●記載なし

玄米１俵、２俵と４升、米２俵と２升２合４勺と替える。

8頁

横
帳

1

762 ３７３
Ⅱ
５

明治２２年旧１２月２０日

（１８８９年）
畑散田祠堂金利子取立並
諸費

○世話人
●惣持院世話人

前半に各人の小作料、後半は各人の利子、末尾に請取證 金８
円38銭５厘５毛、惣持院世話人中あて。

横
帳

1

763 １０９１
Ⅱ
５

明治２２年１２月
（１８８９年）

損木伐採願
○志太郡大津村千葉 智満寺住職：海老原順海
㊞、右寺檀徒惣代：岡村平四郎㊞、増田作十㊞
●志太益津郡長：松田寅卯

智満寺境内の朽敗及び風損等により、倒木の憂い有る楠、杉各
１本を危険防止の観点から伐採し売却する、代金は本堂の修繕
費としたいとする願書。

状 1

764 ３９１
Ⅱ
５

明治２３年正月朔日
（１８９０年）

玄米搗上並白米日々□出
帳 明治23年2月19日陰正月朔
日

○智満寺田所
●記載なし

その日に搗いた、白米の量が記されている。他に明治23年２月19
日陰正月朔日の表題で１冊有り。

横
帳

2

765 ７１９
Ⅱ
５

明治２３年１月
（１８９０年）

金穀出之帳 明治23年1月智満
寺会計課

○智満寺会計課（表書）
●記載なし

明治23年１月より同26年３月27日迄の智満寺支払いの帳。・明治
23年１月より24年２月15日迄 総計金106円40銭5厘、　・同24年２
月16日より25年３月15日迄 計金78円87銭5毛、　・同25年３月16
日より26年３月27日迄 総金87円80銭7厘、　金６円34銭8厘・・・
明治22年度地租第６期分田租等。他に「金穀納之帳」を同封して
いる。

横
帳

2

766 ５３２
Ⅱ
５

明治２３年４月
（１８９０年）

畑散田金取立簿
○智満寺世話人
●記載なし

智満寺の所有する田畑の借地者からの、小作金の記録簿。21名
の散田金と氏名が記されている、最高金額は、増田伝作の18円
65銭。

4頁

横
帳

1

767 ９０２
Ⅱ
５

明治２３年７月７日
（１８９０年）

委任状
○志太郡大津村千葉山 智満寺住職
●

御料林２件とその立木、下戻し願い。代理人として、志太郡和田
村田尻、法月甫輔に委任するとの状。

横
帳

1

768 ４４０
Ⅱ
５

明治２３年１１月
（１８９０年）

小作米受取簿
○智満寺
●記載なし

小作米を納めた人名と、それぞれの数量が記されている。

7頁

横
帳

1

769 １１３１
Ⅱ
５

明治２３年１２月３日
（１８９０年）

米渡人記
○（智満寺）
●岡本友蔵、他

はじめに、明治23年12月３日、米11俵 岡本友蔵とあり、以下、25
年４月23日まで米渡しの記。 状 1

770 ３８３
Ⅱ
５

明治２３年１２月
（１８９０年）

米貸出扣
○智満寺世話人
●記載なし

明治23年12月17日から同25年12月５日迄の智満寺における米
貸出の扣帳で、借受該当者名と米の数量の記述となっている。
尚、１人当りの借受料は、１升から１俵にわたっている。

6頁

横
半
帳

1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№60

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

771 ９６５
Ⅱ
５

明治２４年１月２１日
（１８９１年）

証
○志太郡大津村千葉山 住職：海老原順海
●大津村大子54：山田兵蔵

地料として１年に金10銭にて、永々貴殿に任せるとの證文。 状 1

772 ４１９
Ⅱ
５

明治２４年５月
（１８９１年）

畑散田金取立簿 智満寺世話
人

○智満寺世話人（表紙）
●記載なし

明治24年５月20日より同年５月27日迄の23名分取立金、計19円
47銭８厘、この他に同年５月28日及び12月18日ならびに明治25
年６月３日付け４名分取立金、計３円42銭５厘。

5頁

横
帳

1

773 ９３９
Ⅱ
５

明治２４年９月２６日
（１８９１年）

（御管下本宗智満寺上
地・・）

○天台宗座主大僧正：三浦實源
●静岡県知事：時任為基

智満寺がかって上地して官林となっている堂山、西谷堂山の面
積20町５反８畝28歩の地、この度、智満寺の願いに依り引き下げ
る事を告げている。

状 1

774 ６４２
Ⅱ
５

明治２４年１１月
（１８９１年）・卯

明治24年11月 小作米受取簿
○智満寺
●記載なし

智満寺に納められた、小作米の俵数と氏名が列記されている。
横
帳

1

775 ３９２
Ⅱ
５

明治２５年１月
（１８９２年）

金穀出納簿
○智満寺会計部
●記載なし

竹３本 金13銭、米１俵 金３円８銭などと、項目・金銭などが列記さ
れている。

16頁

横
帳

1

776 ８２７
Ⅱ
５

明治２５年２月
（１８９２年）

御請（竹木の貸付）
○智満寺住職 借地人：海老原順海　檀家惣代、
保証人：櫻井利平、岡本伊作、増田作十
●御料局静岡支庁長 御料局理事：桑名茂三郎

千葉山堂山 竹林反別１反５畝２歩、竹数268本を１ヶ年料金１円
50銭にて、明治29年12月迄の５ヶ年季を以て、竹林の改良に注
意し、新竹を殖し古竹に換え密を伐って補う等の制約を付し貸付
けを受ける。

2頁

綴
り

1

777 ３７２
Ⅱ
５

明治２５年５月
（１８９２年）

畑小作金取立簿
○智満寺世話人
●記載なし

はじめに、金２円12銭５厘 森井久作とあり、以下、小作人・人名を
記す、末尾に金20円51銭。

横
帳

1

778 １０８１
Ⅱ
５

明治２６年４月１７日
（１８９３年）

庶第48号
○志太郡益津郡長：馬場晴利
●志太郡大津村千葉山 智満寺住職

明治25年12月24日付の境内立木伐採願の趣旨は、次の通りと心
得られたし。一、第35号の木材関係が届く、但し苗木を植え継ぐ
べし　一、第13号木材関係届ヶ難シ。

状 1

779 ９５４
Ⅱ
５

明治２６年５月５日
（１８９３年）

大津村千葉智満寺
○右寺住職：海老原順海
●天台座主：三浦実源

境内立木2本伐採の出願、その願いが叶い許可される。 状 1

780 ６２７
Ⅱ
５

明治２６年５月３０日
（１８９３年）

畑散田金取立帳
○智満寺世話人
●記載なし

明治26年の千葉山智満寺に係る、畑散田金取立帳。17名分とし
て計23円６銭也とある。

横
帳

1

781 ３７４
Ⅱ
５

明治２６年１２月２５日
（１８９３年）・巳

畑散田祠堂金利子取立記
○惣持院世話人
●記載なし

はじめに、散田記として金８銭鈴木平作、以下記録。次に利子記
として、金３銭７厘 川村清右衛門、以下記録あり。末尾に、金７円
24銭４厘５毛 世話人岡本豊吉請取と記す。

横
帳

1

782 ３８０
Ⅱ
５

明治２６年１２月
（１８９３年）

米蔵出し記
○智満寺
●記載なし

表紙うらに、計41俵３斗２升とある。以下、蔵出しの米の数量を記
す。

横
半
帳

1

783 ５１３
Ⅱ
５

明治２６年
（１８９３年）

金穀納之帳
○智満寺会計課
●記載なし

智満寺が所有する田畑の、借地者からの小作料などの記録控。
明治26年～29年の4年間の記録、明治29年１月18日精算、計金
89円88銭２厘５毛と記されていることから、年平均100円近い小作
金が入っていたと思われる。

7頁

横
帳

1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№61

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

784 ７７９
Ⅱ
５

明治２８年５月２５日
（１８９５年）

明治28年5月25日 畑散田金
取立帳 寺世話人

○智満寺世話人
●記載なし

納められた小作金が、人名と共に列記されている。

4頁

横
帳

1

785 ４０９
Ⅱ
５

明治２８年
（１８９５年）

上地林御還附請願書
○静岡県駿河国志太郡大津村千葉：長尾宇作
㊞、他13名
●貴族院議長：蜂須賀茂□

明治初年上地の山林の還付を願う。
竪
帳

1

786 ５７４
Ⅱ
５

明治２９年５月２８日
（１８９６年）

畑散田金取立帳
○智満寺世話人
●記載なし

櫻井利平以下17名、合計29円90銭５厘、内金26円５銭５厘・・・。

5頁

横
帳

1

787 ５１４
Ⅱ
５

明治２９年１２月２５日
（１８９６年）

畑散田祠堂金利子取立帳
（明治29年）

○惣持院世話人：岡本豊吉㊞
●岡本伊作

惣持院が所有する田畑を農民に借地させ、その小作料を記録し
た帳面。27名の氏名と散田金合計２円29銭５厘、さらに利子等で
合計６円47銭５厘の収入、諸入費を差引き計６円８銭７厘請取候
也とある。

6頁

横
帳

1

788 ５７１
Ⅱ
５

明治３０年１２月２５日
（１８９７年）

畑散田祠堂金利子取立帳
○（惣持院世話人：岡本豊吉）
●（増田作十）

散田金 計２円19銭、利子等を含め計６円41銭６厘５毛、諸入費を
差引き計５円75銭の領収。

7頁

横
帳

1

789 ４１５
Ⅱ
５

明治３０年
（１８９７年）

上地山林引戻願
○静岡県駿河国志太郡大津村大字千葉 智満寺
住職：望月慈円㊞、惣代9名㊞
●農商務大臣伯爵：大隈重信

山林２筆、反別21町５反８畝28歩、明治改租の際、誤って官地に
編入された、調査の上大至急引戻しを願う。

竪
帳

1

790 ７００
Ⅱ
５

明治３１年９月
（１８９８年）

風損木払下願
○智満寺住職：望月慈円㊞、檀家惣代：岡村喜一
郎㊞、長尾宇作㊞、櫻井利平㊞
●御料局静岡支庁長 御料局理事：戸澤重見

志太郡大津村千葉山に於ける御料林風損木払下げ願いにて、
杉損木合計107本、檀家惣代連名にて願う。他に１件有り。

綴
り

1

791 ８０２
Ⅱ
５

明治３１年１１月
（１８９８年）

明治31年11月 田畑山林入附
帳 智満寺世話人

○（智満寺世話人）表紙
●記載なし

智満寺領小作の為の場所地番・面積・人名及び小作料が記され
ている。
例として、・志太郡千葉山294番地字中谷・畑５歩・山田亀吉・こ
の小作金２円50銭 等。

虫喰い多し
8頁

綴
り

1

792 ６２１
Ⅱ
５

明治３２年旧４月１８日
（１８９９年）

惣持院畑散田取立帳
○世話人
●記載なし

明治32年惣持院畑散田取立帳にて、散田29人分、合計２円19
銭。

4頁

横
帳

1

793 １５６
Ⅱ
５

明治３２年７月７日
（１８９９年）

約定書
○住職、地方惣代（人名なし）
●労務担当社員：井上信八

智満寺上地に係る堂山・西谷御料木、民有下戻し事件につき、
契約の約定書下書き。 状 1

794 ５７９
Ⅱ
５

明治３３年７月
（１９００年）

御料林御下渡申請再追伸
書

○静岡県志太郡大津村千葉 智満寺住職：望月慈
円、他檀家惣代4名
●記載なし

御料林御下渡申請についての再追加申請書である。千葉山の
林は維新の際、国有となり当寺等の修復に対して山林を伐採す
る事も出来ず困っている。どうか御下渡下さる様にとの追加申
請。 4頁

綴
り

1 DVD４

795 ６７２
Ⅱ
５

明治３４年１月２７日
（１９０１年）

字堂山及西谷御料林内風
損木入札帳

○記載なし
●記載なし

智満寺所有の山林の伐木について入札をもって売却する、その
際の買入者と金額について記す。総合計金額15円39銭５厘。

8頁

横
帳

1

796 ７０５
Ⅱ
５

明治３４年２月６日
（１９０１年）

御料林内風損杉椎松及智
満寺□□□入札帳

○智満寺世話人
●記載なし

御料林内の風損を受けた松・杉・椎・柿木・モウソウの買増したも
の、落札したものを記す。

5頁

横
帳

1

797 ６４１
Ⅱ
５

明治３４年２月２１日
（１９０１年）

御料林内風枯損木売渡金
内入金諸掛金明細帳

○智満寺世記入
●記載なし

売渡し金惣計金621円95銭５厘、内入金等を差引残金524円16
銭８厘となっている。他に受取記の記述あり。

5頁

横
帳

1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№62

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

798 ４１０
Ⅱ
５

明治３４年３月
（１９０１年）

御料地御払下願
○静岡県駿河国志太郡大津村大字千葉 智満寺
住職：望月慈円㊞、総代：長尾宇作㊞、他3名㊞
●御料局長男爵：岩村通俊

証拠書類目録を付す。
竪
帳

1

799 ６４０
Ⅱ
５

明治３４年４月３日
（１９０１年）

字西谷御料林内風損枯損
入札帳

○記載なし
●記載なし

御料林内の風損及び枯損の松・杉木を対象に、１番から６番にか
けての入札にて、惣計金27円67銭７厘５毛也、この手付金４円50
銭也とある。

9頁

横
帳

1

800 ６７４
Ⅱ
５

明治３４年８月２日
（１９０１年）

字堂山御料林風損木第貮
回目諸費帳

○智満寺
●記載なし

御料木の風害の為、各組毎に参加して杉木を植える仕事などに
掛かる費用等記されている。

8頁

横
帳

1

801 ７５３
Ⅱ
５

明治３４年８月１１日
（１９０１年）

明治34年8月11日 千葉山智満寺

字堂山御料林第2回目損
木代金領収帳

○千葉山智満寺（表紙）
●記載なし

１番札より13番札迄の落札者名と金額、それに領収日が記されて
いる。　・１番札落札 岡本豊吉 金87円75銭 内金13円等、差引残
金74円45銭 明治34年12月25日領収　等。

8頁

横
帳

1

802 ３７１
Ⅱ
５

明治３６年５月２５日
（１９０３年）

惣持院畑散田取立
○惣持院
●記載なし

はじめに記として、金８銭鈴木平作とあり、以下、小作金・姓名を
記す、末尾に計金２円19銭とある。

横
帳

1

803 ３６９
Ⅱ
５

明治３６年５月２５日
（１９０３年）

畑散田金取立帳
○智満寺
●記載なし

はじめに記として、金２円12銭 森井久作とあり、以下、小作金と
姓名が記される、末尾に計金24円29銭5厘とある。

竪
帳

1

804 ６７１
Ⅱ
５

明治３６年
（１９０３年）

古木敷設御下附願
○智満寺住職：望月慈円㊞、檀家惣代：長尾宇作
㊞、櫻井利平㊞
●記載なし

山林17町歩の立木の内、９本の立木を売却、これは千年余の古
木で、枝葉は７間程も伸びている、往古より保存してきたが、実地
見分の上、下附と致したく願上げる。

竪
帳

1

805 ６３０
Ⅱ
５

明治３７年７月１６日
（１９０４年）

惣持院畑散田取立帳 収入
部

○智満寺収入部
●記載なし

３部が綴られ、それぞれ金額と借主の名前が書かれている。
1部目４枚、2
部目４枚、3部
目７枚

横
帳

1

806 ６１３
Ⅱ
５

明治３８年７月２０日
（１９０５年）

畑散田金取立帳
○智満寺
●記載なし

明治38年度の千葉山智満寺に係る、畑散田金取立帳。20人分と
して計金20円48銭６厘。また向山下の草場散田金を含む。

3頁

横
帳

1

807 ６１４
Ⅱ
５

明治３８年７月２０日
（１９０５年）

惣持院畑散田金取立帳 智
満寺収入部

○智満寺
●記載なし

明治38年度の惣持院に係る、改正畑散田金取立帳。16人分 計
金６円16銭４厘也、内金14銭８厘は不納。

3頁

横
帳

1

808 ６０５
Ⅱ
５

明治３９年７月１５日
（１９０６年）・午

畑散田金取立帳 収入部
○智満寺
●記載なし

智満寺の土地を小作している人名と小作金が書かれている。３部
が綴られ、２部目は「惣持院散田取立帳」、３部目は「惣持院祠堂
金利子取立帳」となっている。

横
帳

1

809 ５６９
Ⅱ
５

明治４０年５月３０日
（１９０７年）

明治40年5月30日 畑散田取立
帳 収入部

○記載なし
●記載なし

18人の氏名と金額が記されている。総計金15円93銭２厘。（向山
下草場散田を含む） ３部が綴られ、他に、「惣持院畑散田取立帳
収入部」と「惣持院祠堂金利子取立帳収入部」を綴る。

横
帳

1

810 ９２０
Ⅱ
５

明治４０年７月６日
（１９０７年）

静岡県指令 第3211号ノ3
○静岡県知事：李家隆介
●志太郡大津村千葉山 天台宗智満寺

並立木伐採の件、その跡地に植林する事などが記されている。 表題は朱書
綴
り

1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№63

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

811 ３９６
Ⅱ
５

明治４０年
（１９０７年）

境内立木調書
○智満寺住職：望月慈円㊞、檀中惣代：長尾宇作
㊞、他3名㊞
●静岡県知事：李家隆介

第１類木より同５類木まで列記、樹種、目通等を記載、これに分
布図２枚を付す。

竪
帳

1

812 ６２８
Ⅱ
５

明治４１年３月９日
（１９０８年）

智満寺木挽控帳
○智満寺（表紙）
●記載なし

木の寸法・長さ・太さ等が記されている。

9頁

横
帳

1

813 １０５５
Ⅱ
５

明治４１年７月３日
（１９０８年）

指定林認可願
○志太郡大津村千葉山 智満寺住職：望月慈円
㊞、同寺檀徒惣代：長尾宇作㊞、他3名㊞
●静岡県知事：李家隆介

大津村大字千葉山字堂山899番地の１及び字99番地の山林に
ついて、当該地の地質、地形上から山林等を保護したいとする
為、当該地を官林指定とする認可願書。上記の件、明治41年12
月17日付け静岡県指令申山第1096号2を以て認可となる。

「山林及土地
重要書類」の
封筒に入る

綴
り

1

814 ５７６
Ⅱ
５

明治４１年７月２４日
（１９０８年）

惣持院畑散田取立帳 収入
部

○惣持院収入部（表紙）
●記載なし

総計金７円36銭７厘、内寄金６円34銭９厘、不足金１円１銭８厘。

3頁

横
帳

1

815 ６９３
Ⅱ
５

明治４１年７月２４日
（１９０８年）

畑散田取立帳
○智満寺収入部
●記載なし

総計金16円20銭２厘、不足2円8銭5厘。森井久作以下10名。

4頁

横
帳

1

816 ６９７
Ⅱ
５

明治４５年２月１７日
（１９１２年）

常胤杉賣代金収支控帳
○会計：増田銀作
●記載なし

入金2,655円、当座預金利子、合計2,671円85銭。内訳、雑費の
当座預り。

3頁

横
帳

1

817 ５１８
Ⅱ
５

明治４５年２月１８日
（１９１２年）

風倒木売買契約書
○智満寺住職：望月慈円㊞、寺壇中惣代：岩本藤
次郎㊞、増田銀作㊞、岡本豊作㊞
●駿東郡御殿場町2枚橋 買主：鈴木兼五郎㊞

倒木売買の契約書。売渡金2,655円の内、契約日当日531円払
い、残金は伐採着手の時2,124円払うと記されている。

綴
り

1

818 ７８１
Ⅱ
５

明治４５年７月１４日
（１９１２年）

智満寺畑散田取立帳
○智満寺会計課
●記載なし

千葉山智満寺に係る畑散田金取立帳２通、10人分 総計金21円
25銭６厘也、16人分 総計金８円71銭７厘也、惣持院祠堂金利子
取立帳１通、総計金13円28銭８厘也、他に、風損木代金未納等
の記述あり。

横
帳

1

819 １５２
Ⅱ
５

（明治）９月１９日
風損木売渡代金未納者に
つき

○岡本長太郎
●長尾宇作

未納金36円50銭、水口甚作、鈴木平吉、承知願いたいとある。 状 1

820 １２５
Ⅱ
５

（明治）１２月２７日 （年貢受取）
○（智満寺）
●記載なし

落合村、大草村内の散田米等受取り。

6頁

横
帳

1

821 ７１
Ⅱ
５

（明治）
官林御下戻願ニ寛スル證
跡書

○（千葉山智満寺）
●記載なし

智満寺に対し、官林払下げに関する諸證跡等を列記。

5頁

竪
帳

1

822 ８１
Ⅱ
５

（明治） 官林樹種並囲り尺取調書
○（智満寺）
●記載なし

字堂山、字西谷に分け、樹種、囲り、本数を記す。堂山官林立木
惣計7,192本、西谷官林立木惣計1,577本。

7頁

竪
帳

1

823 １２６４
Ⅱ
５

（明治） 玄米納
○（智満寺）
●記載なし

12月11日、玄米１俵６升、同人納め、12月14日、12月22日の記あ
り。

もと横半帳か 状 1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№64

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

824 １２６１
Ⅱ
５

（明治） 記
○智満寺世話人
●（智満寺）

世話人相談の上、米俵割引きを定め承知を願う。はじめに、４俵
半、１割３分、１割、半次郎分とある。 状 1

825 １２６０
Ⅱ
５

（明治） 米俵納記
○（智満寺世話人）
●（智満寺）

はじめに、善次郎納分を記し、以下、全12名の記。 状 1

826 １２５３
Ⅱ
５

（明治） 見積書
○記載なし
●（智満寺）

杉枯損木36本、代金31円19銭４厘。以下、樅枯損木２本、大工
100人、木挽き50人の記。 状 1

827 １２５０
Ⅱ
５

（明治） 稟米下ヶ渡金受取記
○記載なし
●（智満寺）

はじめに、千葉山分、尾川村分、大草村分、落合村分、野田村
分、５口合計48円84銭とあり、足助圭山氏実績にて、と記す。 状 1

828 １０７
Ⅱ
５

（明治） 委託願地
○智満寺
●管長：三浦実源

委託官林に付、木種取調べ。

4頁

竪
帳

1

829 １５１
Ⅱ
５

（明治）
上地山林内立木自費栽培
ニ付御下附願

○智満寺住職及び村民一同
●記載なし

願書中、「明治3年御朱印地共に上地」とある。旧智満寺領小字
西谷、堂山２ヶ所、合反別20町５反８畝28歩、立木凡そ１万本と
記す。下書き。

竪
帳

1

830 １５７
Ⅱ
５

（明治） 未墾地立木調
○（智満寺）
●記載なし

「御供物」の紙に、桧、杉の立木177本の太さを記す。 状 1

831 １２７６
Ⅱ
５

（明治） 散田金
○（智満寺）
●記載なし

千葉山内、田畑散田状況、全員作人を記す。
もと横帳のは
がれ部分の
み

状 1

832 ６２９
Ⅱ
５

大正２年７月１４日
（１９１３年）

智満寺畑散田取立帳
○智満寺会計部
●記載なし

借主の氏名と金額が記されている。

3頁

横
帳

1

833 ６４９
Ⅱ
５

大正２年７月１４日
（１９１３年）

惣持院畑散田取立帳
○惣持院会計
●記載なし

借主の氏名と金額が記されている。

3頁

横
帳

1

834 ６３１
Ⅱ
５

大正３年７月１４日
（１９１４年）

智満寺畑散田取立帳
○智満寺会計
●記載なし

借主の氏名と金額が記されている。

3頁

横
帳

1

835 ４６３
Ⅱ
５

大正３年７月１４日
（１９１４年）

惣持院畑散田取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

惣持院の小作料と氏名が記されている。計14名、この計金９円11
銭５厘、この内、寄金４円89銭となっている。

6頁

横
帳

1

836 ６４３
Ⅱ
５

大正４年７月１８日
（１９１５年）

大正4年7月18日 惣持院畑散
田取立帳 惣持院会計部

○惣持院会計部（表紙）
●記載なし

15人の名前と金額が列記され、最後に合計金額が記されてい
る。
例として　・金22銭 南向亀作、 ・金42銭５厘 増田銀作、 金27銭
５厘 坂田栄作・・・計金６円87銭５厘。

横
帳

1

837 ５８６
Ⅱ
５

大正４年７月１８日
（１９１５年）

智満寺畑散田取立帳
○智満寺会計部
●記載なし

森井久作以下９名 畑散田納入 計22円90銭８厘、祠堂金 利子等
合計して会計とする。

3頁

横
帳

1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№65

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

838 ５８５
Ⅱ
５

大正５年７月２１日
（１９１６年）

智満寺畑散田取立帳
○智満寺会計部
●記載なし

森井久作以下10名から集金、合金40円93銭、内、寄附金18円73
銭。

3頁

横
帳

1

839 ４６２
Ⅱ
５

大正５年７月２１日
（１９１６年）

惣持院畑散田取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

借主の氏名と金額が記されている。

3頁

横
帳

1

840 ５８３
Ⅱ
５

大正６年７月２３日
（１９１７年）

智満寺畑散田金取立帳 大
正6年7月23日 智満寺会計部

○智満寺会計部（表紙）
●記載なし

智満寺の畑散田金取立の様子がわかる。10人の氏名と金額、そ
れに未納についても記している。
例として・金１円５銭 寺田千代吉、 ・金63銭５厘半年分、金88銭５
厘、合金１円52銭 櫻井善吉、 ・大正３年度田散田未納金１円也
岡本伊之吉 等。

3頁

横
帳

1

841 ４４３
Ⅱ
５

大正７年７月２５日
（１９１８年）

智満寺畑散田取立帳 会計
部

○智満寺会計部（表紙）
●記載なし

小作金の請取（８人）、計金14円86銭。ほかに１名、明治34年風
損木代金、未納者等の記述あり。

3頁

横
帳

1

842 ４７７
Ⅱ
５

大正８年７月２０日
（１９１９年）

智満寺畑散田金取立帳 智
満寺会計部

○智満寺会計部（表紙）
●記載なし

小作人８名分、15円56銭。風損木代金未納26円50銭及び利子
合金29円15銭未納等。

3頁

横
帳

1

843 ５８７
Ⅱ
５

大正９年７月１９日
（１９２０年）

智満寺畑散田金取立帳 会
計部

○智満寺会計部（表紙）
●記載なし

散田金計14円67銭５厘、明治34年風損木代、未納26円50銭（元
金受取）、大正３年度散田未納 岡本伊之吉分 金１円。

3頁

横
帳

1

844 ５８２
Ⅱ
５

大正１０年７月２２日
（１９２１年）

智満寺畑散田金取立帳 会
計部

○智満寺会計部（表紙）
●記載なし

千葉山智満寺に係る農民の死亡や逃散などで、所有者のいない
畑地の使用金取立帳。森井新作他６人分、計金４円67銭５厘、他
に、鈴木平吉分、金５円30銭の別納の記述あり。

3頁

横
帳

1

845 ４６５
Ⅱ
５

大正１１年７月１７日
（１９２２年）

智満寺畑散田金取立帳 会
計部

○智満寺会計部（表紙）
●記載なし

小作人氏名と小作料が書かれている。

3頁

横
帳

1

846 ７６６
Ⅱ
５

大正１２年７月１７日
（１９２３年）

智満寺畑散田金取立帳 会
計部

○智満寺会計部（表紙）
●記載なし

千葉山智満寺に係る畑散田金取立帳。関係者氏名および取立
金が記載されている、計金14円67銭５厘也。

横
帳

1

847 ４５３
Ⅱ
５

大正１３年７月１８日
（１９２４年）

智満寺畑散田金取立帳 智
満寺会計部

○智満寺会計部（表紙）
●記載なし

小作人７名分、金14円67銭５厘。鈴木平吉分５円30銭、合計金
19円97銭５厘。

3頁

横
帳

1

848 １２１６
Ⅱ
５

大正１４年６月２６日
（１９２５年）

特別課金納付通知ノ件
○第8教区長：山田全顯
●智満寺

立木売却代金298円７銭について、大正14年７月７日迄に宗務所
へ送納の旨の通知書、及び財務部長からの通知書あり。 状 1

849 ４４６
Ⅱ
５

大正１４年７月２１日
（１９２５年）

智満寺畑散田金取立帳 大
正14年7月21日 智満寺会計部

○智満寺会計部（表紙）
●記載なし

小作料の受取帳。金額と氏名、合計が記されている。　・金１円50
銭 寺岡千代吉、・金３円16銭 山田久太郎・・・等　計金14円67銭
５厘等。

3頁

横
帳

1

850 ６７５
Ⅱ
５

昭和２年１２月
（１９２７年）

作米控帳
○千葉山智満寺
●記載なし

沢井駒吉はじめ、７戸の小作人作米の覚。

5頁

横
帳

1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№66

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

851 １１９８
Ⅱ
５

昭和１３年３月２４日
（１９３８年）

山林立木売買契約書
○売主 智満寺住職：北川慈映㊞、檀徒惣代：岡
村永治㊞、他3名㊞
●買主：青山糺一㊞

智満寺所有の立木を、青山糺一氏に売却した際の売買契約書。
売却代金105円61銭。契約内容の詳細が記され、檀徒惣代４名
の署名捺印がある。

状 1

852 ９８５
Ⅱ
５

昭和１６年８月１日
（１９４１年）

立木売買契約書
○売主 智満寺住職：北川慈映㊞、惣代：岡村永
治、他3名
●買主：記載なし

大津村千葉北谷の立木（欅・栂・杉・松）、計257本の売買契約
書、その代金は記載後抹消されている。 状 1

853 １０７６
Ⅱ
５

昭和１６年９月２日
（１９４１年）

静岡県指令 砂 第365号
○静岡県知事：小浜八弥
●志太郡大津村：千葉 智満寺

昭和16年８月４日付願書による、大津村千葉字北谷656の1、656
の2、反別3畝18歩、1畝29歩及び大草字菅ヶ谷28、反別5反1畝
17歩の砂防指定地内に於ける立木伐採に係る作業の件の許可
書。

綴
り

1

854 １００６
Ⅱ
５

昭和１７年１２月２６日
（１９４２年）

立木売買契約書
○売人 智満寺住職：北川慈映㊞、檀徒惣代：岡
村永治
●買人 大井川木材株式会社社長：加藤利八㊞

大津村千葉向山に立木する松575本、樅41本を計2,800円で売
買するという契約書。立会人 島田町向谷 岩本勇平㊞の署名有
り。

状 1

855 ９８７
Ⅱ
５

昭和１８年１月１６日
（１９４３年）

素材売買契約書
○売人 智満寺住職：北川慈映㊞、惣代：岡村永
治
●買人 大井川木材株式会社社長：加藤利八㊞

大津村字千葉に在する杉木1,600本を1本に付き10円50銭にて
売買するという契約書。杉木目通り平均尺5寸弱とある、立会人
島田町向谷 岩本勇平㊞の署名有り。

状 1

856 １０７７
Ⅱ
５

昭和１９年１１月１７日
（１９４４年）

静岡県指令 河 第１号
○静岡県知事：今松治郎
●志太郡大津村千葉2番地 智満寺住職：北川慈
映

昭和19年10月６日付願書による、大津村尾川字尾川村835の
24、反別４反９畝歩における砂防指定地内の立木伐採に係る作
業の件の許可書。

綴
り

1

857 ３９７
Ⅱ
５

昭和２０年３月１６日
（１９４５年）

立木売買契約證書
○静岡県志太郡大津村千葉 北川慈映㊞
●静岡県地方木材株式会社島田支店 支店長：加
藤益蔵㊞

桧木数176本、代金260円の契約書。 状 1

858 ５８９
Ⅱ
５

昭和２０年１１月５日
（１９４５年）

寺有森林風損木伐採売却
御届

○志太郡大津村千葉 智満寺住職：北川慈映㊞、
檀徒惣代：岡村永治㊞、他3名㊞
●静岡県知事：堀田健男

・寺有森林風損木伐採売却の届け　・立木伐採跡地に植樹につ
いて　・森林伐植収支の見込み計算書などが綴られている。

綴
り

1

859 ３９５
Ⅱ
５

昭和２１年８月７日
（１９４６年）

立木売買契約書
○志太郡大津村千葉 智満寺住職：北川慈映㊞
●志太郡島田町東海事業株式会社 社長：荒井彦
宗㊞

杉・桧・松代金27,500円にて売買。 状 1

860 １０５７
Ⅱ
５

昭和２１年８月１１日
（１９４６年）

副申書下附願

○第11教区静岡県志太郡大津村 智満寺住職大
僧都：北川慈映㊞、檀徒惣代：岡村永治㊞、他3名
㊞
●庶務部長 権僧正：水谷教章

砂防制限地内、立木伐採の作業許可申請についての副申書、
伐採地の略図も添付。

3頁

綴
り

1

861 ４０４
Ⅱ
５

昭和２１年８月１１日
（１９４６年）

山林立木伐採承認願
○智満寺住職：北川慈映㊞、以下、総代、法類住
職の名・捺印
●天台宗管長 大僧正：渋谷慈鎧

伐採所要立木調査、伐採代金15,085円、付図、以下、関係書類
綴り。

竪
・
綴

1

862 １０４７
Ⅱ
５

昭和２１年８月
（１９４６年）

（樹木の寸法と数量）
○記載なし
●記載なし

昭和21年度の8月に於ける大津山の内、杉・桧の寸法とその数量
調書、他に2部あり。

横
帳

3

863 １１７６
Ⅱ
５

昭和２１年１１月１５日
（１９４６年）

山林立木売買契約書
○売主 志太郡大津村千葉 智満寺住職：北川慈
映
●買主 志太郡島田町日ノ出：清水倉七㊞

智満寺所有の立木を、清水倉七氏に売却した際の契約書、売却
代金40,000円也。 状 1

864 １１６１
Ⅱ
５

昭和２２年５月１１日
（１９４７年）

立木売買仮契約書
○売人 志太郡大津千葉 智満寺住職：北川慈映
㊞、総代：岡村永治㊞
●買人 志太郡島田町日ノ出：清水倉吉㊞

智満寺所有の立木を清水倉吉に売却する為の契約書、売却代
金50,000円。契約内容の詳細が記され、檀徒惣代の岡村永治の
署名捺印がある。他に２枚有り。

状 3

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№67

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

865 １１２３
Ⅱ
５

昭和２２年５月１２日
（１９４７年）

庶務達 第392号・第393号
○天台宗宗務本庁 庶務部長僧正：濱名徳潤
●第11教区 智満寺住職大僧都：北川慈映

昭和22年５月12日付け願の砂防制限地における、寺有山林立木
伐採についての同23年６月12日付副申書及びその承認書交付
書。・第392号 砂防制限地における作業、第393号 寺有山林立
木伐採。

綴
り

1

866 ４６６
Ⅱ
５

昭和２２年５月
（１９４７年）

寺有山林立木伐採承認願
○志太郡大津村 智満寺住職：北川慈映㊞、他8
名（願人）
●天台座主大僧正：渋谷慈鎧

志太郡大津村千葉における、智満寺所有の山林立木伐採に係
る承認願にて、面積１町７反、売却見込額56,232円也、処分法は
競争入札、目的は戦災復興の為、他に「寺有山林立木伐採届
書」がある。

綴
・
状

2

867 １１２５
Ⅱ
５

昭和２２年６月９日
（１９４７年）

（寺有林経営の現状調査に
関する件）

○大津村千葉 智満寺住職：北川慈映
●大津村森林組合

造林状況、立木処分の現況、面積の調査等。 状 1

868 １０４８
Ⅱ
５

昭和２２年６月２３日
（１９４７年）

副申書下附願 智満寺
○寺住職：北川慈映㊞、檀徒惣代4名㊞
●庶務部長僧正：浜名徳潤

砂防制限地内、立木伐採の副申書。その他、砂防制限地の作業
願い有り、差出人は同上、受取人は静岡県知事小林武治。

綴
り

1

869 ５０６
Ⅱ
５

昭和２３年８月
（１９４８年）

昭和23年８月 当山枯損木調
○記載なし
●記載なし

松・杉・桧、入落札の覚。落札者の氏名・金額が記されている。関
係書類を５枚綴る。

5頁

綴
り

1

870 ９９１
Ⅱ
５

昭和２３年９月２０日
（１９４８年）

山林立木売買契約證書
○売主 志太郡大津村千葉 智満寺住職：北川慈
映㊞
●買主 株式会社大池木材：大池喜四郎㊞

志太郡大津村尾川山及び大津山に係る７筆における山林立木、
杉・桧価格金40,000円也の売買契約證書にて、その代金支払い
方法は契約の当日半額を支払い、残金は昭和23年９月末日を期
限に支払う等の契約事項が記載されている。

状 1

871 １２６９
Ⅱ
５

昭和２３年
（１９４８年）

植林経営書
○（智満寺）
●記載なし

表紙のみ。綴じ紐を通した跡がある。 状 1

872 ４３７
Ⅱ
５

（昭和）２４年
（１９４９年）

（伐採木本数代金）
○智満寺
●記載なし

24年・25年の大津山・富士山伐採木の本数と代金を記す。これに
25年の下苅雇人数が記載されている。

11枚の内、10
枚が白紙

竪
帳

1

873 １１７７
Ⅱ
５

昭和２６年１月１７日
（１９５１年）

売買仮契約書
○志太郡大津村千葉 売渡人：智満寺
●志太郡大津村落合 買受人 大津製材所：新間
銀作㊞

智満寺の立木を大津製作所に売却した際の契約書。売却代金
15万円。 状 1

874 ４４５
Ⅱ
５

昭和３４年１０月３１日
（１９５９年）

伐採許可決定通知書
○静岡県知事：斎藤寿夫㊞
●智満寺代表：北川端豊

砂防指定地６ヘクタール31アール内の伐採本決定。 状
一
括

875 １２７４
Ⅱ
５

（昭和） 林・学校の樹木数・代金
○静岡県
●静岡県島田局大津村千葉：北川慈映

林・学校の杉・桧・桂付本数と代金を記載する。 状 1

876 １１３２
Ⅱ
５

７月９日 有木保護について
○山林局静岡出張所㊞
●智満寺住職：千葉昭如、小前惣代：岡村勘兵
衛、南向長吉

智満寺上地における有木保護の出願の趣、これは私有に準ずる
証書が有ると思うので、書類を持って関係者１名を早々当出張所
へ赴く旨の通知。

状 1

877 １１６９
Ⅱ
５

記載なし （受取証）
○記載なし
●記載なし

田１反７畝３歩、地価金87円68銭１厘、散田米４俵。 状 1

878 １０２６
Ⅱ
５

記載なし
上地山林下渡申請追伸書
下書

○記載なし
●記載なし

上地山林下渡前の申請内容不備についての申請追伸書の下書
き。 状 1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№68

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

879 １０４０
Ⅱ
５

記載なし
民有林造林補助金交付申
請書

○記載なし
●記載なし

民有林造林補助金の交付申請書ヒナ型。 状 1

880 ４９６
Ⅱ
５

記載なし 境内木
○記載なし
●記載なし

境内樹木の本数・種類とその全長・断面等々の記録表。
綴
り

1

881 ８６０
Ⅱ
５

記載なし
御請負見込上申書 （苗林
植付け請負見込上申書）

○記載なし
●記載なし

請負見込金57円也、これは杉苗金、人足代金等にて植替えは
３ヶ年季とし、保証人を立てる旨の上申書。 状 1

882 ９０６
Ⅱ
５

記載なし 境内立木調書
○静岡県志太郡大津村：天台宗智満寺
●記載なし

境内立木（杉209本・松７本・雑木43本）の目通・高さを表にして書
き上げている。

6頁

綴
り

1

883 ９６６
Ⅱ
５

記載なし
上地山林之内立木自費栽
培ニ付御下附願

○記載なし
●記載なし

格別の御詮議を以て山林立木を御下戻してほしいとの歎願書。

4頁

綴
り

1

884 ８２８
Ⅱ
５

記載なし 山林竹木取調帳
○記載なし
●記載なし

智満寺領内の山林竹木の一部だと思われる。　・山林 反別不知
２ヶ所 この木数凡そ7,000本 この払い代金凡そ1,150両程　・竹
木 反別不知 ３ヶ所 この竹数凡そ1,110本 この拂代金３両２分１
朱等。

状 1

885 ８１３
Ⅱ
５

記載なし 立木伐採地見取図
○記載なし
●記載なし

尾川山、尾川村の赤線内伐採の事。
絵
図

1

886 ８８４
Ⅱ
６

明治９年１２月
（１８７６年）

記
○ふじ枝：籠山鳥
●千葉：長尾宇作

山籠一丁、金２円、請取り。 状 1

887 １２７８
Ⅱ
６

明治２５年８月１４日
（１８９２年）

添書
○島田町：大石勘吉㊞ 駿州島田御時計師
●取次人：布岩

修繕の時計返却につき。 状 1

888 ８８５
Ⅱ
６

（明治）４月２０日 記
○大工：吉右衛門㊞（静岡安部町）
●上（智満寺）

智満寺普請による資材費、大工手間代、合金１円25銭の請取り。 状 1

889 １００２
Ⅱ
６

昭和２５年４月１８日
（１９５０年）

仮領収証
○水口勝司（拇印）
●智満寺

大工賃銀10人分、3,500円受取り。 状 1

890 １０１８
Ⅱ
６

昭和２７年１１月２５日
（１９５２年）

立木伐採完了届書提出に
つき

○志太郡大津村長：長谷川寛
●（智満寺）

法第15条・16条（森林法）により、完了届を提出されたし。 状 1

891 １００４
Ⅱ
６

（昭和）１月１６日 記
○蘆田畳屋
●智満寺

新床添付８畳他、金10,800円受取。 状 1

分類：Ⅱ－５  経済・産業－農林業
№69

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ⅱ－６  経済・産業－鉱工業



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

892 １１８６
Ⅱ
７

明治１３年９月１１日
（１８８０年）

（証文）
○瀬戸ノ谷村：西島佐太郎㊞
●龍澤村：澤口藤平

家１ヶ所、雪隠1ヶ所（井戸共）、金32円50銭にて売渡し、内金５
円頂戴したとの證文。 状 1

893 ６００
Ⅱ
７

（明治）１６年２月４日
（１８８３年）

（代金受取の覚）
○当山組本堂前：千歳屋㊞
●智満寺御執事

日常物資の代金支払い。 前欠文書 状 1

894 ６５４
Ⅱ
７

（明治）１８年３月１日
（１８８５年）

受取之證
○栗原為蔵
●記載なし

金７円10銭、内、利子４ヶ月分35銭受取。 状 1

895 ３０８
Ⅱ
７

明治２０年１月吉日
（１８８７年）・丁亥

御通
○島田駅：角甚
●智満寺御取扱

はじめに、１ヶ年紙数20枚、島田駅五條甚左衛門とある。㊞「五
條甚印」。種油、石油、釘等の売買金銭受取り状況。

横
半
帳

1

896 ３０７
Ⅱ
７

明治２０年１月
（１８８７年）・丁亥

醤油通
○酢屋：専蔵
●千満寺

はじめに、帳付込１ヶ年、紙数20枚。㊞に（駿州島田 ○に岩 酢
屋）とある。

横
半
帳

1

897 ３０９
Ⅱ
７

明治２０年１月
（１８８７年）・丁亥

青物干物御通
○八百や：清蔵
●千葉山智満寺御取次衆

はじめに、通帳紙数、１ヶ年限り、中江清蔵とある。諸雑貨売買、
金銭受取り状況等を記す。

横
半
帳

1

898 ３１５
Ⅱ
７

明治２１年１月
（１８８８年）・戊子

醤油通
○酢屋：専蔵
●千葉山智満寺

はじめに、帳付込１年、紙20枚。岩虎専蔵とあり、醤油、酢の売
買、金銭支払い状況等を記す。

横
半
帳

1

899 ３１４
Ⅱ
７

明治２１年１月
（１８８８年）・戊子

御通
○島田角屋
●千満寺御納所

はじめに、帳付込１年、紙16枚。島田宿五條甚左衛門㊞とあり、
石油、塩、釘、米等諸雑貨売買、金銭支払い状況を記す。

横
半
帳

1

900 ３０３
Ⅱ
７

明治２１年１月
（１８８８年）・子

青物干物御通
○八百や：清蔵
●千葉山千満寺

はじめに、通帳１ヶ年限、中江清蔵とあり、㊞に（駿州島田中清）
とある。１年分の諸雑貨売買、金銭支払い等を記す。

横
半
帳

1

901 ３１１
Ⅱ
７

明治２１年１０月９日
（１８８８年）・子

醤油御通
○落合村：長谷川惣四郎
●千葉山智満寺

はじめに、帳付込１年、長谷川惣四朗とあり、石油、醤油の売買、
金銭受取り状況を記す。

横
半
帳

1

902 ３０２
Ⅱ
７

明治２２年１月９日
（１８８９年）

不用品売上帳
○智満寺
●記載なし

はじめに、「金7銭 平四郎」「11日 ５銭５厘受取」とある。以下、同
様の記載、物品の記載はない。

横
帳

1

903 ３０４
Ⅱ
７

明治２２年１月
（１８８９年）・己丑

醤油通
○酢屋：専蔵
●智満寺

はじめに、「帳簿附込期限壱ヶ年」紙数20枚、虎岩専蔵代」とあ
り、酢の売買代金請取を記す。

虫損甚大

横
半
帳

1

904 ３１６
Ⅱ
７

明治２２年１月
（１８８９年）・丑

青物干物御通
○八百屋：定七
●千葉山智満寺

はじめに、帳付込１年、紙数16枚 中江定七㊞とあり、㊞に（遠州
島田 中清とある）。牛蒡、ろうそく等、売買金銭支払い状況を記
す。

横
半
帳

1

分類：Ⅱ－７  経済・産業－商業
№70

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

905 １２２１
Ⅱ
７

（明治）２２年８月
（１８８９年）

記
○八百や：清蔵
●千満寺御台所

明治21年12月迄金４円25銭９厘、同22年１月より８月８日迄金２
円、差引して、２口合せて金８円９銭５厘の受取り。 状 1

906 ３１３
Ⅱ
７

（明治）２２年９月吉
日
（１８８９年）

万覚
○駿河国志太郡：智満寺
●記載なし

散田金、米等のやりとり、後半に諸物品貸借帳の記載あり。

横
半
帳

1

907 ６９８
Ⅱ
７

（明治）２２年９月
（１８８９年）

東京地方勧財に付入費記
帳

○智満寺
●記載なし

財産管理に係る美濃紙代等、諸品及びその金額の記帳となって
いる。

10頁

横
帳

1

908 ３１０
Ⅱ
７

（明治）２３年１月
（１８９０年）・寅

醤油通
○酢屋：専蔵
●千葉山智満寺

はじめに、帳面付込期限１年虎岩専蔵とあり、㊞に（駿州島田 丸
岩 酢屋）とある。醤油売買の金銭受取状況を記す。

虫損あり

横
半
帳

1

909 １１６３
Ⅱ
７

明治２３年２月２５日
（１８９０年）

記
○島田町：提灯屋
●千葉山

金40銭（手丸新規２張）の受取書。 状 1

910 ３１２
Ⅱ
７

明治２３年３月
（１８９０年）・寅

豆腐青物御通
○八百屋定七
●千葉村千満寺

牛蒡・大豆・塩・ろうそく・はみがき等、日用諸雑貨売買金銭等を
記す。㊞に（駿州島田 丸にさ 中定）とあり。

横
半
帳

1

911 １２１４
Ⅱ
７

（明治）２３年３月
（１８９０年）

記
○山宗
●千葉山村千満寺

明治21年12月からの分、10銭香末縁。 状 1

912 ３０６
Ⅱ
７

（明治）２３年３月
（１８９０年）

醤油之通
○落合：長谷川惣四郎
●千葉山智満寺

はじめに、帳付込1年。醤油・石油売買、金銭受取り状況を記す。

横
半
帳

1

913 ３１７
Ⅱ
７

明治２５年１月
（１８９２年）

御通
○大津村落合：長谷川長宣㊞
●智満寺

帳付込１年。石油・醤油等売買金銭受取り状況。この他に、同年
「豆腐青物御通」、24年「醤油通」を綴る。

横
半
・
綴

1

914 １１５３
Ⅱ
７

（明治）２月１０日 記
○清水屋：永蔵㊞
●千葉山御勝手

金１円30銭、260個代金請取。 状 1

915 ６５８
Ⅱ
７

（明治）３月２日 記
○岡本屋：角蔵㊞ （駿州島田駅2丁目 岡角）
●千葉村千萬寺

上々種水油１升、代金27銭受取。この他、記７点あり。 状 8

916 １０１６
Ⅱ
７

明治３月３日 記
○津島屋：嘉右衛門
○千葉村御世話人中

金１円85銭 大牛蒡、30銭 白いんげん３升・・・等食料品が目立つ
が、徳利５銭２厘などもある、津島屋から千葉村世話人中に提出
した請求メモか。

状 1

917 ７２８
Ⅱ
７

（明治）３月２２日 記
○島田宿4丁目 池田屋：宇吉㊞
●千葉村：上様

種水１本、36銭受取。 状 1

分類：Ⅱ－７  経済・産業－商業
№71

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

918 １２０１
Ⅱ
７

（明治）４月１１日 記
○記載なし
●（智満寺）

極上醤油５升 金85銭、以下、８件 合計金４円28銭２厘。 後半欠 状 1

919 １２４４
Ⅱ
７

（明治）５月３１日 買物記
○岡村繁蔵
●（智満寺）

４月４日 豆腐５丁、以下、５月21日まで金69銭２厘の受取。 状 1

920 １２５２
Ⅱ
７

（明治）８月２１日 記
○□歳屋㊞
●（智満寺）

はじめに、22銭 焼とうふ３丁、以下、諸費の受取。 状 1

921 １２６２
Ⅱ
７

（明治）１０月２５日 衣料代
○松屋：庄七
●明楽寺

白地に錦、平緒などとあり、代金２円受取。 前半欠 状 1

922 １２３４
Ⅱ
７

（明治）１１月２日 記
○すや店㊞ （駿州島田酢屋）
●智満寺

金40銭請取。 状 1

923 １２２３
Ⅱ
７

（明治）１１月１５日 記
○菊川源吾㊞
●上

木材の代金等、金２円72銭５厘受取。 状 1

924 １１５１
Ⅱ
７

（明治）１１月２４日 記
○お起原
●応役

金32銭 御酒2升、他、金45銭受取。 状 1

925 １２２４
Ⅱ
７

（明治）１２月１８日 記
○菊川商店
●智満寺

木材の代金等、金87銭７厘受取。 状 1

926 １１４９
Ⅱ
７

（明治） 覚
○いかけや政吉㊞ （駿州島田和同町鋳掛屋）
●千葉山

金10銭５厘 ふろかま代金請取。 状 1

927 １２２２
Ⅱ
７

（明治） 記
○記載なし
●（智満寺）

はじめに、委任状３人分印紙３枚 １銭５厘、以下、諸払い計金１
円２銭５厘。 状 1

928 １０３５
Ⅱ
７

（明治） 記
○大村屋酒店
●新田正戈

宝５升２合、代金67銭６厘受取。 状 1

929 １２０９
Ⅱ
７

（明治） 記
○記載なし
●記載なし

金284銭とあり。 状 1

930 ７５４
Ⅱ
７

昭和２５年１月２０日
（１９５０年）

假領収證
○森井新作㊞
●智満寺

金4,800円也、但し木挽賃 金9,800円の残金也。（23人工、１人
350円の事） 状 1

931 １１８９
Ⅱ
７

１月２８日 記
○酢屋：専蔵㊞
●智満寺

金30銭（時計直し賃代）の請取証。 状 1

分類：Ⅱ－７  経済・産業－商業
№72

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

932 １１６８
Ⅱ
７

１月３１日 記
○丸正（酒店）
●千葉山

37銭２厘（１升１合）の受取証。 状 1

933 １１７３
Ⅱ
７

２月１５日 記
○（丸の中に正の字） 酒店㊞（清水正蔵）
●千満寺

36銭（古酒３升）の受取証。 状 1

934 １１７０
Ⅱ
７

４月１８日 記
○中山□蔵㊞
●（智満寺）

金42銭□□の受取証。 状 1

935 １１７１
Ⅱ
７

９月２８日 記
○駿・島５・大坂屋古着店
●（智満寺）

金２円20銭（絹□残１疋）の請取証。 状 1

936 １０９６
Ⅱ
７

１１月１８日 記（領収書）
○嶋田５丁目 清水屋：永蔵
●千葉山

１.金２円50銭 まんじゅう2,000個、１．金80銭 名物小まんじゅう
等、１．袋50枚、合金３円30銭　右の代金を受取る。 状 1

937 １１７２
Ⅱ
７

記載なし 記
○島田1丁目：糀屋弥平㊞
●（智満寺）

糀５斗 代金１円90銭の請取証。 状 1

938 １２３３
Ⅱ
７

記載なし 口上
○見せ
●上

薮代金50銭。 状 1

939 １００７
Ⅱ
８

明治元年３月１０日
（１８６８年）

売渡証
○掛川西大池ニセ川：石川□吉㊞
●智満寺

掛川の石川氏が智満寺に物品を売却した際の売渡証。物品２
品、合計金額44銭。 状 1

940 ３４０
Ⅱ
８

明治６年５月
（１８７３年）

本堂修復積立金控帳
○南向長吉㊞、岡村勘兵衛㊞、岩本孫平次㊞、
岡本伊作㊞、坂田善作㊞
●智満寺

はじめに、明治６年５月、元金４両２分とあり、以下、金銭の記載。
（墨線にて抹消あり）

竪
帳

1

941 ９７０
Ⅱ
８

（明治）１１年９月２４
日
（１８７８年）

年季地等の戻りにつき
○天台宗大教支院㊞
●智満寺住職：千葉昭如

年季地戻りにつき、元持主より返金有る場合、金員はいずれも寺
院永続費にあてる事。 状 1

942 １２０５
Ⅱ
８

明治１４年３月１９日
（１８８１年）

落札金請取證書
○同所：長尾豊蔵㊞
●右講社虫 世話人

千葉山の内、字仲谷300番の地を、金50円にて落札した際の證
書。 状 1

943 ９６９
Ⅱ
８

明治１４年６月
（１８８１年）

後栄講方法書
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、金400円 くじ数17本、金408円 集金高、金30円 大掛、
施行１年２会とあり、第１会目会主第２会目よりくじにより落札。明
治14年６月初会、以下、明治21年６月 17会目まで。

竪
帳

1

944 ６７８
Ⅱ
８

明治１４年７月
（１８８１年）

永続方法書

○智満寺住職：千葉昭如㊞、徳音院住職：山本慈
祐㊞
●静岡安倍町 信徒惣代：野崎彦左衛門、野崎衛
七

東光寺他４寺院への永続方法書にて、元金貸付金 計150円、こ
の利子金25円也。

状5枚

綴
り

1

分類：Ⅱ－７  経済・産業－商業
№73

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ⅱ－８  経済・産業－金融



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

945 ６９６
Ⅱ
８

明治１４年１２月
（１８８１年）

金銭出納簿 明治14年12月ヨリ
明治15年 千葉納所控

○千葉納所
●記載なし

千葉山智満寺における金銭出納簿にて、請取金 計14円50銭１
厘、支出金 計28銭５厘。

10頁

横
帳

1

946 １００１
Ⅱ
８

明治１７年４月８日
（１８８４年）

講金請取証
○慶寿寺講世話人、住職：真田円真㊞
●智満寺：長尾豊蔵、南向長吉

50円取講（明治17年４月２日立講）の講第９会目 金６円、大掛14
分、仲間講の掛金請取。 状 1

947 １１５５
Ⅱ
８

明治１８年１２月１５日
（１８８５年）

証（領収書）
○大草村慶寿寺住職：真田象教㊞
●千葉山智満寺住職：山村良快

慶寿寺の僧の真田住職が、智満寺住職山村良快に出した領収
書である。講事につき長くご懇情になり、本人はもとより世話人一
同幸せに存じ、近日中にお伺いし御礼を申したい。

状 1

948 ６１１
Ⅱ
８

明治１９年１２月２５日
（１８８６年）

明治19年度諸費帳
○惣持院世話人
●記載なし

惣持院に係る明治19年度の諸費帳にて、地券印税等 計金５円
44銭５厘、ほかに立替金の利息として20銭がある。

2頁

横
帳

1

949 ６１９
Ⅱ
８

明治１９年１２月２５日
（１８８６年）

明治19年度 畑散田祠堂金取
立帳

○惣持院世話人
●記載なし

千葉山智満寺に係る、明治19年度の畑散田及び祠堂金利取立
帳にて、計金５円28銭５厘となっている。

5頁

横
帳

1

950 １２６７
Ⅱ
８

明治１９年
（１８８６年）

明治19年冬会智満寺納入
金不足記

○講世話人：岡村貞蔵㊞、他に2名
●智満寺

講掛金の請取。 状 1

951 ４６１
Ⅱ
８

明治２０年７月
（１８８７年）

金員出入精算帳
○千葉山智満寺 世話人
●記載なし

金銭出納帳にて、使用目的及び金額が明記され、その計として
入金35円36銭７厘、支出44円24銭４厘、差引7円87銭７厘（8円87
銭７厘 出金）とある。

5頁

横
帳

1

952 １２８７
Ⅱ
８

明治２１年１月３日
（１８８８年）

受取之証
○講世話人：南向源三郎
●智満寺

講金の受取証、金１円80銭５厘。右金額正に受取ったとある。 状 1

953 ５４５
Ⅱ
８

明治２１年１月
（１８８８年）・子

金銭物品預立換記 明治21
年1月 海老原律室

○記載なし
●記載なし

日付、金額とその内容が列記されている。
例として・12月21日 金20円 岡村一郎方より借用 22年１月16日
返却 利金40銭相添　・明治22年１月16日 金32円也 槻代金の
内、櫻井外３名より受取、預る 等。

24頁

横
半
帳

1

954 １２８６
Ⅱ
８

明治２１年５月２９日
（１８８８年）

講金受取証
○南向源三郎
●智満寺

金１円56銭１厘５毛 斉藤講第11会目 右の金額正に受取ったとあ
る。 状 1

955 ７６３
Ⅱ
８

明治２１年旧暦１２月２５

日

（１８８８年）

明治21年 畑散田祠堂金利
子並ニ諸費

○智満寺 世話人
●記載なし

智満寺に係る、畑散田並びに位牌堂の利子及び諸費にて、関係
者氏名及び米、金額が列記されている。
例として・散田利子総計金６円87銭６厘５毛也 ・諸掛り差引計金２
円96銭５厘５毛也。

6頁

横
帳

1

956 ２６８
Ⅱ
８

明治２２年１月１６日
（１８８９年）

明治22年1月ヨリ 金穀其他貸
借覚帳 海老原順海扣

○海老原順海
●記載なし

貸金の額が氏名と共に記されている。例として　・寺岡伝蔵 ２円
・倉橋久右衛門 ３円　・岡村貞蔵 ５円等。

横
帳

1

957 ７９７
Ⅱ
８

明治２２年１月
（１８８９年）・丑

明治22年1月 保存金出納
月々調帳

○智満寺
●記載なし

千葉山智満寺に係る保存金出納月々調帳にて、明治21年12月
迄の寄金、差引43円79銭７厘也、ほか、明治22年２月28日精等
請取金等の記述有り。

6頁

横
帳

1

分類：Ⅱ－８  経済・産業－金融
№74

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

958 ４１２
Ⅱ
８

明治２２年１月
（１８８９年）

保存金貸付簿
○智満寺
●記載なし

はじめに、貸付之定があり、以下、貸付金の一覧。末尾に大正12
年11月24日の日付。

竪
帳

1

959 ８３３
Ⅱ
８

明治２２年３月９日
（１８８９年）

融通金
○記載なし
●記載なし

明治22年３月９日調書（収入、支出、融通金）。海老原氏の収入
と支出の記録。　・収入の明細と今後受取るべき金額、その合計
44円５厘　・消費の明細の記録その合計52円63銭　・融通金 月
日・代金額・氏名が記されており、その合計18円也とある。

横
帳

1

960 ７６５
Ⅱ
８

明治２２年３月
（１８８９年）

預之證
○智満寺住職：海老原順海
●惣持院檀家総代

券状４葉、祠堂金貸付帳１冊、散田入付帳１冊、住職撰定の節
は、早速返還すべき事。 状 1

961 ５７２
Ⅱ
８

明治２３年７月１２日
（１８９０年）

保存金利子取立帳
○志太郡大津村千葉：拝借金保存委員
●記載なし

明治23年より大正9年迄の保存金利取立の書上げ。日付・金額・
氏名等記載する。

25頁

横
帳

1

962 ６７７
Ⅱ
８

明治２３年１２月
（１８９０年）・寅

明治23年 畑散田祠堂金利
子取立并諸費記帳

○惣持堂世話人
●記載なし

惣持院の畑散田及び位牌堂に係る利子並に諸費記載帳にて、
氏名・金額が列記されている。　散田計金３円79銭５厘、利子計
金８円58銭３厘５毛、諸懸金60銭。

6頁

横
帳

1

963 ７８２
Ⅱ
８

明治２４年１２月２５日
（１８９１年）・卯

明治23年 畑散田祠堂金利
子取立并諸費記

○惣持院世話人
●記載なし

散田金と祠堂金利子が記されている。

6頁

横
帳

1

964 １１１１
Ⅱ
８

明治２４年
（１８９１年）

明治24年 保存金計算調書

○志太郡大津村千葉 智満寺住職：海老原順海
㊞、檀家総代：岡村喜一郎㊞、岡本豊吉㊞、櫻井
利平㊞
●静岡県知事：時任為基

千葉山智満寺に係る、明治24年の保存金計算調書。保存金312
円59銭７厘。収入額合金17円75銭５厘、支払額５円60銭、差引
残高12円15銭５厘。

状 1

965 ６０３
Ⅱ
８

明治２５年１２月２５日
（１８９２年）

畑散田祠堂金利子取立記
○惣持院世話人：岡本豊吉
●記載なし

明治25年千葉山智満寺に係る、畑散田及び祠堂金についての
利子取立記。新田記合金2円29銭5厘、利子記合金4円43銭8厘5
毛、散田利子合金6円73銭3厘5毛、差引金6円16銭8厘5毛。

6頁

横
帳

1

966 ６１２
Ⅱ
８

明治２６年
（１８９３年）

預米并金之出入覚帳 智満
寺会計課

○智満寺会計課
●記載なし

明治26年より同30年迄の千葉山智満寺に係る、預り米、金の出
入り覚帳。該当者の氏名、米の数量及び預り金の記載がある、合
計の記述はない。

虫食いあり
20頁

横
帳

1

967 ６４６
Ⅱ
８

明治２７年１２月２５日
（１８９４年）

畑散田祠堂金利子取立記
○惣持院世話人
●記載なし

利子の金額とその下に氏名が書かれている。

6頁

横
帳

1

968 ７６４
Ⅱ
８

明治２９年１２月２５日
（１８９６年）

畑散田祠堂金利子取立記
○岡本豊吉
●惣持院世話人：増田銀作

散田金の金額や利子の支払い金額などが記されている。岡本豊
吉氏がまとめ、世話人の増田銀作氏に提出したと思われる。

7頁

横
帳

1

969 ９２３
Ⅱ
８

明治30年９月２日
（１８９７年）

為替領収書
○志太郡大津村千葉山 智満寺住職：望月慈円
●滋賀県滋賀郡阪本村 比叡山天台宗宗務庁

金70銭の領収書。 状 1

970 ５２０
Ⅱ
８

明治3２年７月８日
（１８９９年）

惣持院祠堂金利子取立帳
智満寺世話人

○智満寺世話人
●記載なし

祠堂金利子の金額や氏名が記されている。

11頁

横
帳

1

分類：Ⅱ－８  経済・産業－金融
№75

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

971 ６２０
Ⅱ
８

明治３３年７月１３日
（１９００年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○智満寺世話人
●記載なし

惣持院が各人（24名）に貸付けた、利子の取立を記した帳面。

2頁

横
帳

1

972 ３７０
Ⅱ
８

明治３６年７月１４日
（１９０３年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○智満寺世話人
●記載なし

はじめに、明治35年７月より、同36年６月迄の１年の利子として金
銭７厘 川村清右衛門とあり、以下、利子・姓名を記す。これに、明
治35年分の横帳を綴る。

横
帳

1

973 ６０４
Ⅱ
８

明治３８年７月２０日
（１９０５年）

惣持院祠堂金利子取立帳
智満寺収入部

○千葉山智満寺収入部
●記載なし

千葉山智満寺に係る、明治37年７月より同38年６月までの１ヶ年
にわたる祠堂金利子取立帳にて、14人分、合金８円97銭９厘也。

横
帳

1

974 ６９４
Ⅱ
８

明治４１年７月２４日
（１９０８年）

惣持院祠堂金利子取立帳
智満寺

○智満寺収入部
●記載なし

明治40年7月から同41年６月まで、１ヶ年利子惣計金13円10銭８
厘、不足金11円92銭５厘。

3頁

横
帳

1

975 ６４５
Ⅱ
８

明治４２年７月１５日
（１９０９年）

惣持院祠堂金利子取立帳
智満寺収入部

○惣持院収入部
●記載なし

利子の金額とその下に氏名が書かれている。

10頁

横
帳

1

976 ６３２
Ⅱ
８

明治４３年７月２１日
（１９１０年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計課
●記載なし

祠堂金利子の金額や氏名が記されている。他に智満寺畑散田取
立帳が綴られている。

8頁

横
帳

1

977 ８４６
Ⅱ
８

明治４３年１２月１日
（１９１０年）

證
○南向長吉
●千葉昭如、桜居太三郎、萩原八十衆

園江氏の願金の内、13円50銭を請取。 状 1

978 ６７０
Ⅱ
８

明治４４年７月１５日
（１９１１年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計
●記載なし

明治43年７月より同44年６月迄の１ヶ年の利息として、鈴木平吉を
始め８名の金額が記されている。合計金額13円61銭の内、寄附
金３円28銭とある。その他、惣持院畑散田取立帳、智満寺畑散田
取立帳を綴る。

横
帳

1

979 １０２８
Ⅱ
８

（明治）２月２０日
・亥

記
○落合村：広田安左衛門㊞
●千葉山智満寺

金85円の内、金45円を内金として受取る。金子の内容は不明。 状 1

980 ９２２
Ⅱ
８

（明治）３月５日 記
○五郎左衛門㊞
●千葉村千満寺

金40円、内金20円、南向長吉より請取。 虫損甚大 状 1

981 １２５９
Ⅱ
８

（明治）５月５日 大師講加入人名
○講世話人：岡村貞蔵、他に3名
●各位

旧暦で記す。5月8日会合、午後７時頃智満寺へ出席願う。岡村
貞蔵他32名を列記。 状 1

982 ８５５
Ⅱ
８

（明治）５月３０日 記
○島田駅：酒井佐右衛門
●南向長吉

金50円、請取、包紙入り。 包紙入り 状 1

983 ８４５
Ⅱ
８

（明治）８月２０日 記
○南向長吉㊞
●智満寺

金３円、請取。 状 1

分類：Ⅱ－８  経済・産業－金融
№76

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

984 ７８
Ⅱ
８

（明治） 記
○（講員）
●記載なし

はじめに、講の総則、3条までの記載。後半に講員37名の加入口
数・氏名を列記する。

15頁

竪
帳

1

985 １３６３
Ⅱ
８

記載なし （明治時代の領収書）
○記載なし
●記載なし

明治時代の金銭、通運物等の領収証を一括。

綴
り
・
状

一
括

986 ６４７
Ⅱ
８

大正２年１月１日
（１９１３年）

貸出扣帳
○記載なし
●記載なし

金銭や玄米等の文字がみえる。

10頁

横
帳

1

987 ５２４
Ⅱ
８

大正２年７月４日
（１９１３年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

11人の氏名と金額が書かれている。。

3頁

横
帳

1

988 ３１９
Ⅱ
８

大正３年１月２０日
（１９１４年）

貸附帳
○智満寺
●記載なし

大正3年2月20日の金銭貸付の記載をはじめ、以下、同9年1月ま
での記録。

竪
帳

1

989 ４６４
Ⅱ
８

大正８年７月２０日
（１９１９年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

祠堂金利子の金額や氏名が書かれている。

4頁

横
帳

1

990 ７６９
Ⅱ
８

大正９年７月１９日
（１９２０年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

祠堂金利子の取立の記録。

3頁

横
帳

1

991 ７６７
Ⅱ
８

大正１０年７月２２日
（１９２１年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

大正9年7月より同10年6月迄の1ヶ年の利息が人名と共に記さ
れ、又未納金についても書かれている。最後に計金10円8銭7
厘、内寄金3円28銭5厘とある。

3頁

横
帳

1

992 ７６８
Ⅱ
８

大正１１年７月１７日
（１９２２年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

各人々の祠堂金利子の金額が記されている。

3頁

横
帳

1

993 ５８４
Ⅱ
８

大正１２年７月１７日
（１９２３年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

大正11年7月より12年6月迄の利息取立と、大正3年以降畑散田
未納の貸付金と利子の記録。

3頁

横
帳

1

994 ７８０
Ⅱ
８

大正１４年７月２１日
（１９２５年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

千葉山智満寺に係る、位牌堂金利息取立帳にて、大正13年7月
より同14年6月迄の1ヶ年利息、合計金13円56銭也、内入金合計
6円3銭也、とある。

3頁

横
帳

1

995 ９８８
Ⅱ
８

昭和１８年８月２８日
（１９４３年）

立木売買契約証書
○売主 知満寺住職：北川慈映㊞
●買主 静岡県木材株式会社 島田出張所所長：
平口熊吉㊞

智満寺の立木122本を、県木材会社に売却した際の契約書。売
却代金1,350円を2回に分けて支払う。
追補責任 大津村森林組合組合長理事 谷坂建次㊞。

状 1

996 ９８６
Ⅱ
８

昭和１９年８月３０日
（１９４４年）

立木売買契約証書
○売主 静岡県志太郡大津村千葉山 北川慈映㊞
●買主 静岡県木材株式会社 島田出張所 加藤益
蔵㊞

立木639本（杉16本、桧623本）を県木材株式会社に売却した際
の契約書。売却代金1,880円を2回に分けて支払う。搬出期限
は、昭和20年3月末日とする。

状 1

997 １０７８
Ⅱ
８

昭和２３年１２月５日
（１９４８年）

為替料（領収書）
○島田郵便局㊞
●記載なし

為替金額、金80銭の領収の證書。 状 1

分類：Ⅱ－８  経済・産業－金融
№77

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

998 ９８９
Ⅱ
８

昭和２５年４月５日
（１９５０年）

売買契約書
○売主 志太郡大津村千葉 智満寺
●買主 志太郡大津村落合 大津木材株式会社

智満寺の所有する立木55本を大津木材株式会社に売却した際
の契約書。代金は10万円を3回に分けて支払う、①契約金4月5
日2万円 ②伐採開始4月10日3万円 ③搬出時5万円。

状 1

999 １２１７
Ⅱ
８

１３年１２月２日 證
○寺□長吉㊞
●千葉昭如

請取證。右正ニ請取候處実正也、とある。 状 1

1000 １２８８
Ⅱ
８

８月１２日 記
○記載なし
●記載なし

領収書。 ・金43銭 せんこう1箱、・6銭 さらし5丈・・・合金70銭等。 状 1

1001 １２８９
Ⅱ
８

８月２４日 記
○杉村屋末吉
●新田町正才

領収書。合金1円50銭　右正ニ請取候也、とある。 状 1

1002 １２８５
Ⅱ
８

９月２３日 記
○駿河国島田：松村□□
●記載なし

領収書。　・金478銭 右正ニ請取申候也、とある。 状 1

1003 １２０７
Ⅱ
８

１１月
・戌

覚
○落合村：廣田五郎左衛門㊞
●千葉山千満寺

金70円也　利金5円25銭、戌5月□日 内金15円受取、金55円
利金4円12銭5厘、利金合9円37銭5厘受取る。 状 1

1004 １２９０
Ⅱ
８

１２月１９日 記
○記載なし
●千葉村先生

領収書。金52銭の金額が記載される。 状 1

1005 ８６１
Ⅱ
８

記載なし 総則
○斉藤伊三郎、南向長吉
●記載なし

掛金の総則として、掛金は必ず会の日に持参して世話人に渡す
事、等の総則を定め、初会から17会にわたりその額がある。他1通
あり。

綴
り

1

1006 １３６２
Ⅱ
８

記載なし 記
○記載なし
●記載なし

明治時代以降の記。

205枚

状
一
括

1007 １３６１
Ⅱ
８

記載なし 覚
○記載なし
●記載なし

明治以降の覚。

34枚

状
一
括

1008 ７２９
Ⅱ
９

明治１７年８月５日
（１８８４年）

通運物受取證
○（依頼人）智満寺　内邦通運会社島田分社
●名古屋桶や丁3丁目：山邦文八

箱1ツ、名古屋山邦氏へ送る。他に、明治18年7月4日の受取證
あり。 状 1

1009 ７２７
Ⅱ
９

（明治）１２月 封筒
○東京芝大教院天台宗務局
●志田郡千葉村智満寺

智満寺宛の封筒、中身無し。 状 1

1010 １１１５
Ⅱ
９

１０月２９日 （速達便で五円送金に付）
○記載なし
●智満寺主

先般、両度の通運物を落手しました。ついては、去月30日に金5
円を速達便にてだしましたが落手したでしょうか、若し未達ならば
島田通運者で取調べ下さい、その後の記帳は左の通り・・・とあ
る。

状 1

分類：Ⅱ－８  経済・産業－金融
№78

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ⅱ－９  経済・産業－運輸・通信



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1011 ７９８
Ⅱ
10

明治１７年１２月１４日
（１８８４年）

（伐取木材代金）
○記載なし
●記載なし

木材の金額と角幅の寸法が記されている。

8頁

横
帳

1

1012 １３４６
Ⅱ
10

（明治） 智満寺本坊新築記
○工事負担人：寺岡傳蔵、岩本藤次良
●（智満寺）

新築諸資金1円86銭、他、縄代・桶屋払い・木挽代、等合計24円
20銭余とある。 状 1

1013 １００３
Ⅱ
10

昭和１３年３月２３日
（１９３８年）

立木伐採許可指令書送付
○志太郡大津村村長：曽根忠治㊞
●智満寺

寺有林内の立木伐採許可指令書を送付。 状 1

1014 ９９７
Ⅱ
10

昭和２２年３月１５日
（１９４７年）

山林立木売買契約書
○大津村千葉ニ 智満寺住職 売主：北川慈映㊞
●大津村製材所 買主：増本金太郎㊞

立木杉175本、170石、金16,900円。搬出は昭和23年3月10日
了。 状 1

1015 ７５５
Ⅱ
10

昭和２５年３月３１日
（１９５０年）

仮領収証
○星野隆㊞
●智満寺

金1,650円（瓦職賃金）の、仮領収証。 状 1

1016 １０１３
Ⅱ
10

１２月４日 石屋手傳
○山田金一㊞
●記載なし

「4人工・1,200円」とある。 状 1

1017 ７５６
Ⅱ
10

記載なし 記
○島田市大井町：細田嘉一郎
●北川

瓦職人2名分、1,100円領収。 状 1

1018 ４７１
Ⅲ
５

明治１２年６月１８日
（１８７９年）

上地山林御払下ヶ願
○志太郡千葉山 小前惣代：寺岡伝蔵、他3名
●内務権大書記官 山林局長：櫻井勉

智満寺旧境内に往古より居住し、山稼ぎにより生計をたてるも貧
困にてこれを救済するため、先の東海道宇津之谷トンネル及び
安倍川橋修繕木等の払下げの残木、地所相当代価を以て払下
げ下さるようにとの願書。

綴
り

1

1019 ５４３
Ⅲ
６

明治９年１月１９日
（１８７６年）

死亡御届
○記載なし
●記載なし

明治4年から8年頃までの死亡届。天然痘で死亡した人も4人程
見られる。

綴
り

1

1020 ９６７
Ⅲ
６

明治１７年２月８日
（１８８４年）

（処方箋）
○島田病院（薬価領収印）
●千葉山智満寺住職：山村良快

37年（年令）とある、薬価領収は同年6月19日と記す。5月8日内
服3日分、金15銭。同16日分同様。 状 1

1021 １１８５
Ⅲ
７

明治３年10月５日
（１８７０年）

一時斗
○葉梨 安楽寺 義勝㊞
●智満寺役人中

震災の節、土蔵から出火したが、焼けた絵画は取集めて修復し
た、とある。 状 1

1022 ７２０
Ⅲ
７

明治１６年２月２２日
（１８８３年）

現境内伐木願書 他
○志太郡千葉山智満寺住職・小講義：山村良快
㊞、右寺壇中惣代：桜井利平㊞、他2名㊞
●静岡県令：大迫貞清

智満寺の諸堂の修繕には従来から、千葉山の立木を使用してき
たが、先般官有林となり暴風の節は本堂方へ倒れる恐れもあるこ
とから、境内の杉木8本を伐採したいとする願書。この願について
2本に限り可となり、苗木の植栽は□事する事となる。他に・智満
寺本堂並自□修繕仕様書 ・修繕堂宇並入費記 ・志太郡智満寺
現境内立木総数取調がある。

綴
り

1

摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

分類：Ⅱ－１０  経済・産業－木材関連業
№79

数
量

分類：Ⅲ－５ 社会・労働－社会事業

分類：Ⅲ－６ 社会・労働－医療・衛生・救恤

通し番号 文書番号 標　　　　題

分類：Ⅲ－７ 社会・労働－災害



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1023 ６１６
Ⅲ
８

明治８年１月２日
（１８７５年）

指入置申一札之事
○当人戸主：鈴木平作、弟 鈴木栄吉、親類：福島
友平、組合：岩本藤蔵
●惣持院住職：千葉常昭

栄吉は伊久美村中平組長、サカベ半蔵方に奉公出たが乱心の
上、鉄砲で自殺した。依って常昭様に引導を渡して欲しい。自殺
に間違いないが葬送したい、今後迷惑を掛けないので引導を渡
して下さいます様、連印にて一札指入置する、とある。

状 1

1024 ７７１
Ⅲ
８

明治１０年６月３日
（１８７７年）・丑

指上置申一札之事
○岡村繁蔵㊞、組合：岡村平四郎㊞、親類：青山
岡右衛門
●惣持院兼千葉昭如

岡村繁蔵次男 亀次郎、当年6月1日夜、伊太村 和寿平女房はま
の2人、大井川入水し遠州大日村地内に流行き、情死、引導下さ
れたい、とある。

包紙入れ 状 1

1025 ４２１
Ⅲ
８

明治２１年
（１８８８年）

諸器械帳簿 明治21年10月改
○千葉山智満寺執事
●記載なし

食事に係る食器類を始め、多岐にわたる器具及びその数量が明
記されている。他に「諸道具扣覚帳」明治16年1月31日改がある。

横
帳

1

1026 ３０５
Ⅲ
８

明治２５年１月
（１８９２年）

村中歳暮持参人名記
○智満寺用所
●記載なし

はじめに、「白米5合 岡本伊作」とある。以下、同様の記載。白米
の他に野菜・揚げ・こぶ・金銭等、物品が多彩にある。

横
半
帳

1

1027 １０３１
Ⅲ
８

明治３１年７月
（１８９８年）

常総□□招記
○記載なし
●記載なし

吾人ノ主義　木内伊之助
様々に移れば変わる浮世かな。19世紀の魔力は火と鉄と電気
で、従来の組織を破砕し去りて新たに一生面を開かんとす。・・・
上記の如く社会のあり方を「吾人ノ主義」という思想で書き残した
主義主張。 13頁

横
半
帳

1

1028 １０８２
Ⅲ
８

（明治）長月５日 記
○仕立屋
●上

金19銭5厘 つむき着物仕立代、金5銭 きぬ糸、他に、43銭 染代
他。 状 1

1029 １２６３
Ⅲ
８

（明治） 旅人宿報告
○桜田隆道
●（智満寺）

志太郡藤枝町旅人宿、桑原孫右衛門方。 状 1

1030 ５０２
Ⅳ
１

明治１２年６月１８日
（１８７９年）年３月

学校維持歎願願御依頼書
○静岡県下志太郡 千葉山村民以下35名
●落合村 岡村宗次郎 他35名

教員少なくても、永続教員少なくとも閉校などいたさぬ様、工夫い
たされたい。この段、お願い申し上げる。

5頁

綴
り

1

1031 １２９４
Ⅳ
１

昭和２２年３月１日
（１９４７年）

社第八十二号（委嘱状）
○静岡県知事
●社会教育委員

社会教育の刷新振興を図る為、社会教育委員を設置して新時代
に・・・、とある。 状 1

1032 １０４２
Ⅳ
１

（昭和） 記載心得
○記載なし
●記載なし

申告書記載につき心得を箇条に記す。法人云々とあり、宗教法
人としての申告の心得か。 状 1

1033 ７７６
Ⅳ
２

昭和２２年３月１日
（１９４７年）

（委嘱状）
○静岡県
●北川慈映

静岡県志太郡大津村社会教育委員を委嘱する。 状 1

1034 ７０３
Ⅳ
３

明治２年３月
（１８６９年）・己巳

一宗布告
○三御門宝 延暦寺執事：行光坊大僧都
●駿河国天台宗諸寺院

駿河の国の、天台宗諸寺院への回状。
綴
り

1

1035 ７１６
Ⅳ
３

明治３年
（１８７０年）・庚午

覚 明治2年（己巳）太政官
○管領執事
●駿河国天台宗諸寺院

明治政府から天台宗諸寺院への御達。天台宗はこれまで、比叡
山・東叡山・日光山にて管轄していたが、今後は東叡山・日光山
の2山は外され、すべて比叡山の管轄になった等の諸寺管轄に
ついて記載されている。 4頁

綴
り

1

1036 ４１７
Ⅳ
３

明治３年
（１８７０年）・庚午

何宗何派本末寺名帳
○触頭
●記載なし

書類書付のヒナ型。
竪
帳

1

分類：Ⅲ－８ 社会・労働－世相・民情
№80

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ⅳ－１  教育・文化－学校

分類：Ⅳ－２  教育・文化－社会教育

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1037 １０８３
Ⅳ
３

明治５年10月１日
（１８７２年）

記
○東叡山内 宗務出張庁㊞
●千葉山智満寺

大教院建築に付いて、金2円を確かに受取った書。他に3件有
り。 状

一
括

1038 ２３３
Ⅳ
３

明治５年10月
（１８７２年）・申

大教院並総黌勸財之意得
附諸書付

○（青龍院 亮常、浄名院 智永）
●（各地方代表寺院）

冒頭に教則3章を掲げ、その旨を心得べしとのこと、最後に永久
補助金の請書（組合惣代・東光寺他6ヶ寺）を載せている。

綴
り

1

1039 ９７５
Ⅳ
３

明治６年９月
（１８７３年）

回達
○会行事 晃順㊞、執行代 観達㊞
●駿州志太郡千葉山智満寺 天台宗法寺院

大会執行に付、国内諸寺院へ洩れなく通達すること。明治7年1
月の天台宗務庁よりの通達を付す。この他別紙の達（番外・第1
号・同2号・同3号）あり。

封筒入り 状 2

1040 ７２２
Ⅳ
３

明治６年１１月２９日
（１８７３年）

教導職選挙規程
○大教院
●（智満寺）

教導職の選挙につき、大教院より通達。 虫損甚大 状 1

1041 ６３６
Ⅳ
３

明治６年１２月
（１８７３年）

（通達）
○宗務庁㊞
●千葉山智満寺

比叡山の用箋、一宗教議事務取扱いにつき達。他に明治11年９
月４日、天台宗大教支院より千葉昭如宛の通達書。他、書状が1
通。

封筒入り 状 3

1042 ８７３
Ⅳ
３

明治６年１２月
（１８７３年）

奉歎願候書付
○智満寺住職：千葉昭如㊞
●宗務御出張御方

今般、教導取締を仰せ付けられたが、極山中であり、足痛も患っ
ているので取締役を辞退したいとの歎願書。 状 1

1043 ４９９
Ⅳ
３

明治６年
（１８７３年）

御布告留記３ 明治6年9月14
日より

○千葉山浄利院智満寺 院代
●記載なし

宗務庁より出された布告を県下の諸寺社に伝達し、その趣旨の
徹底を計るための留記。太政大臣三条実美の「官史犯公罪條
例」を始め、教義事務取締りの文言が示され、そのための教義内
容が記されている。

40頁

綴
り

1

1044 ８８１
Ⅳ
３

明治７年１月９日
（１８７４年）

（猥りに配札、勧財の所業
に及ぶべからざるの事）

○教部大輔：宍戸
●神道諸宗管長

近来、神社造営などの名のもとに、猥に配札や勧財などの所業
に及ぶ者があるとの事を耳にする。これは布教にも差支え、政治
の障害にもなる。心得違いの者が無い様に、社中において厳重
に取締るよう通達する。他に、教導職関係の書状あり。

状 2

1045 ８７９
Ⅳ
３

明治７年１月９日
（１８７４年）

第４號
○大教院
●神道・諸宗教導職

金1,500円也　これは今般、大講堂と神殿の焼失に付き、教部省
より寄附された。

番外が1枚有
り 状 1

1046 ８３７
Ⅳ
３

明治７年１月１３日
（１８７４年）・甲戌

御教憲 三章
○駿河国益津郡花澤区 法華寺住職・教導職試
補：山村良快
●静岡 中教院

御教憲３章　「第1条 敬神愛国ノ旨ヲ體スヘキ事、天理人道ヲ明
ニスヘキ事、皇上奉戴シ朝旨ヲ遵守セシムヘキ事 」３本柱につ
いての詳細な内容が記されている。

綴
り

1

1047 １０６５
Ⅳ
３

明治７年２月３日
（１８７４年）

大教院通達
○諸宗管長総代 大教正：細谷環渓、神道管長総
代 大教正：三條西季□
●神道諸宗教導職

明治７年１月31日布達第６号につき通達、今般大講堂焼失によ
り、ヒナ型により４月を限り差出、諸伺書などの取扱い。

虫損甚大
竪
帳

1

1048 ９４３
Ⅳ
３

明治７年２月７日
（１８７４年）

回達
○比叡山
●教導取締

比叡山の回達。各府県下の寺院の取調べをする事、本末寺名を
詳細に書いて差出す事。現在の諸寺を洩らす事の無い様に取調
べ、国郡村寺名、苗字、実名を認め、無住の寺は・・・・とある。

3頁

綴
り

1

1049 ７２４
Ⅳ
３

明治７年３月５日
（１８７４年）

触
○天台宗務庁㊞
●智満寺

比叡山宗務庁よりの触。虫損甚大により内容不明、以下、明治７
年２月３日、同５日、同13日、明治６年４月23日、明治７年１月20
日、同２月の大教院よりの諸通達を綴る。

虫損甚大
綴
り

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№81

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1050 ７２６
Ⅳ
３

明治７年３月１５日
（１８７４年）

諸講社につき達
○大教
●智満寺

第11・12・13号の綴り。
綴
り

1

1051 ４０８
Ⅳ
３

明治７年３月
（１８７４年）

開創年歴僧履歴并境内地
取調帳

○駿河国志太郡北方村 安楽寺寺中常楽坊
●記載なし

常楽坊の創立、第11世山寺智広の履歴等を記す。
竪
帳

1

1052 １１３７
Ⅳ
３

明治７年４月２８日
（１８７４年）

達書乙第９号
○教部大輔：宍戸璣
●諸宗管長

説教許可につき、今後試補以上とする。以下、達書乙第12号を
のせる、浜松、静岡県は第２大区とある。 状 1

1053 ７２３
Ⅳ
３

明治７年４月
（１８７４年）

教導職試補等につき
○宗務庁㊞
●智満寺

比叡山宗務庁よりの通達。 虫損甚大
竪
帳

1

1054 ５３７
Ⅳ
３

明治７年８月５日
（１８７４年）

（達書送付）
○天台宗宗務庁㊞
●静岡県下駿河国志田郡千葉山 智満寺

教部省達を受け、宗務局が各寺院宛達したもの。達書31号に、
府県教導職試補以上を寺院住職とする旨、記しあり。

竪
帳

1

1055 ８２９
Ⅳ
３

明治７年９月２日
（１８７４年）

現境内伐木之義ニ付願書
○第6・7大工区長：瀧川元起
●静岡県令：大迫貞清

杉木４本の大木を売却して、本堂の修理代金にする為の伐木願
い。

2頁

綴
り

1

1056 ９０４
Ⅳ
３

明治７年９月３日
（１８７４年）

達書□第四三號
○教部少輔：黒田清綱
●神道諸宗管長

教導職より、神道各宗宛の達書。この件につき本日協議に及ば
ないところあり、それぞれその案の教導取締りの者は、直ちに地
方庁と協議し報告の事。奥書きあり

状 1

1057 ５３８
Ⅳ
３

明治７年１０月
（１８７４年）

（当宗管長の儀につき）
○天台宗務局㊞
●静岡県下教導職取締

管長についての選出につき達。これに関連する依頼書等、封筒
入り。封筒表書に「静岡県下駿州阿部郡静岡県社浅間神社内
中教院詰 天台宗取締中大教院」とある。

状 1

1058 ９５６
Ⅳ
３

（明治）７年１１月１日
（１８７４年）

別紙四通 通達之件
○天台宗務庁㊞
●千葉山智満寺

別紙略の記載なく、不明であるが、管内の天台宗寺院に洩れなく
通知せよとある。 状 1

1059 ９５１
Ⅳ
３

明治７年
（１８７４年）

雛形
○該当寺院
●管長

元寺禄、寺院付田畑、山林につき取りまとめのヒナ型、添簡案内
触頭又は取締寺院名・印。 状 1

1060 １０８７
Ⅳ
３

明治８年２月１２日
（１８７５年）

記
○東叡山寛永寺 幹事
●駿州志太郡千葉山 智満寺

寛永寺本堂再建の為、金1円（本高金10円の内）の喜捨金、その
受取書。 状 1

1061 １０６３
Ⅳ
３

明治８年４月１５日
（１８７５年）

宗内達書第一号
○大教院詰 諸宗管長
●各宗教導取締、各宗宗務支局

各宗専門学舎創立につき達。 状 1

1062 ６３５
Ⅳ
３

明治８年４月１９日
（１８７５年）

（免状）
○智満寺 住職：千葉昭如
●管長 権大教正：赤松光映

願により、一宗教導取締を免ぜられる。 破損甚大 状 1

1063 ８００
Ⅳ
３

（明治）８年４月１９日
（１８７５年）

（教導取締に付）
○天台宗務局㊞
●智満寺 住職：千葉昭如

この度、教導取締、別紙内容を以て免ぜられた。このこと了承くだ
されたい。 状 1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№82

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1064 ６３７
Ⅳ
３

明治８年５月３０日
（１８７５年）

（梵鐘・半鐘猥りに撞くこと
の禁止に付）

○第6・7大区正副戸長
●千葉山智満寺 住職：千葉昭如

各諸寺院の梵鐘・半鐘を猥りに撞打のことは、一切差し止めるよう
先般達したが、仏事所用に限り規則を整えた上で願い出れば、
詮議の上許可もあり得るので、諸寺院に伝達願いたい。

上包あり 状 1

1065 １２０６
Ⅳ
３

明治８年６月
（１８７５年）

（住職御免願）
○第6大区11小区 志太郡千葉山 惣持院住職：千
葉常昭、右戸長
●静岡県権令：大迫貞清

拙僧、近来病身になり寺務が勤めがたくなったので、住職を御免
願いたい。 状 1

1066 ７７３
Ⅳ
３

明治８年８月１２日
（１８７５年）

記 源助村
○右村戸長：井鍋清右衛門
●千葉山惣持院御役僧

遠江国第3大区12小区榛原郡源助村1,153番地、農 鈴木市蔵母
ちう、明治8年8月 右の者11日午前4時死亡届出あり、依って今
日12日午後1時埋葬、御執行方御出張ねがう、とあり。

状 1

1067 ９９３
Ⅳ
３

明治８年８月２０日
（１８７５年）

記（埋葬）
○井鍋清右衛門㊞
●惣持院御役僧

源助村の者が死亡したので、埋葬の執行を願出た書類。 状 1

1068 ４３３
Ⅳ
３

明治８年１２月
（１８７５年）

祠堂金利足 畑年貢散田取
立帳

○千葉山惣持院
●記載なし

畑年貢散田取立米23人分 計金１両３朱と217文、祠堂金利息取
立17人分 計金２両２分と５貫478文、米利分 計金４両１分と38
文、他に諸入用金がある。

7頁

横
帳

1

1069 １０４６
Ⅳ
３

明治８年
（１８７５年）

本堂屋根修□費簿
○智満寺
●記載なし

本堂屋根修復経費簿と思われるが、虫食いの欠所が多く詳細は
不明。明治８年10月 ４円41銭、同９年10月20日 金20円也とある
ので、明治初期の本堂屋根の修復と考えられる。

虫喰いの欠
所が多い

横
帳

1

1070 ８３９
Ⅳ
３

明治９年２月吉日
（１８７６年）・子

千葉山観音堂屋根替御寄
進簿 明治九子年二月吉日

○大草村世話人：堀江園次郎
●記載なし

観音堂の屋根替寄進者46名の名前と金額が記されている。計１
円28銭９厘、他に縄５房等。

虫喰い多し
4頁

綴
り

1

1071 ７６２
Ⅳ
３

明治９年２月
（１８７６年）

千葉山観音堂屋根替寄附
帳 明治９年２月　千葉山

○島田宿宮小路中、他
●千葉山御世話人中

寄附者名と金額が列記されている。　・金30銭 桜井邨蔵、 ・金1
円 増野弥三七 等、合金2円50銭6厘、他に2冊あり。

竪
帳

3

1072 ８３０
Ⅳ
３

明治９年２月
（１８７６年）

千葉山観音堂屋根替寄附
帳

○千葉山
●御世話人中

寄附者名と金額が記載されている。寄附者人数50名（村中）、寄
附金合計10貫190文。

虫喰い多し
6頁

綴
り

1

1073 ５０１
Ⅳ
３

明治９年２月
（１８７６年）

明治9年2月 千葉山観音堂屋
根替寄附帳 御世話人中様 写
済 張出済

○千葉山
●世話人

観音堂屋根替えの為の寄附帳、杉山伊七、他10人の名前が記さ
れる。

綴
り

1

1074 ９７３
Ⅳ
３

明治９年１０月４日
（１８７６年）

教導職試補につき（宗第21
号）

○天台宗管長代理 □教正：唯我□□ 東京芝大
教院（封書指出）
●駿河国志田郡千葉山智満寺

宗第21号通達及びヒナ型等、封筒入り、明治９年９月14日通達あ
り。 状 1

1075 ５００
Ⅳ
３

明治９年１０月
（１８７６年）・子

一札誓約書
○千葉山伐木主：坂田善吉㊞、他に5名
●智満寺

断り無く境外諸材を伐り、境内立木を打砕き境内を乱した、この
罪に対しゆるされる。謝罪と今後の誓約の証とする。 状 1

1076 ８０８
Ⅳ
３

明治９年１０月
（１８７６年）

教導誓約並保證書

○静岡県平民駿河国志太郡千葉山12番地居住
岡村勘兵衛付籍、同国同郡同山智満寺住職：千
葉昭如、保証人2名
●天台宗管長 権大教正：赤松光映

明治６年１月19日教導職試補につき誓約。

2頁

状 1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№83

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1077 ５３３
Ⅳ
３

明治１０年２月
（１８７７年）

上納金通
○大草村
●智満寺

明治９年８月22日より同16年３月25日までの、大草村より智満寺
への上納金通帳にて、上納者名及び上納金がそれぞれ記載さ
れている。

12頁

横
半
帳

1

1078 ９１６
Ⅳ
３

明治１０年３月１５日
（１８７７年）・丑

合寺之儀ニ付願 楞厳院

○志太郡千葉山智満寺：千葉昭如、静岡北方出
安東寺：山寺亮□、楞厳院壇方惣代：岡村勘兵
衛、戸長：宗包一郎
●静岡県令：大迫貞清

天台宗楞厳院については無檀家無住にて、維持が困難の為、今
後永続出来難い事から一同協議の上、本寺智満寺に合寺したい
とし、寺名の廃止、境内の土地並び建物等の図書を添えての願
書。

虫喰い
綴
り

1

1079 ９５５
Ⅳ
３

明治１０年６月７日
（１８７７年）

天台宗楞厳院廃寺につき
○静岡県庁11小区事務所㊞
●千葉山：岡村勘蔵

天台宗楞厳院廃寺につき、跡地の仏像・建物・什器の処分方、
去る４月10日迄に申出達のところ、不申出差支えにより至急申出
のこと。

状 1

1080 １０２２
Ⅳ
３

明治１０年６月１９日
（１８７７年）

楞厳院堂宇建物仏像什器
につき

○静岡県
●第6大区区長

楞厳院堂宇外、11小区千葉山智満寺へ合附の事。 状 1

1081 １０８８
Ⅳ
３

明治１０年６月１９日
（１８７７年）

楞厳寺建物等智満寺会付
につき

○第6区11小区駿河国志太郡千葉山 天台宗楞厳
寺
●静岡県

楞厳寺堂宇外什器は総て智満寺へ会付、地所は調査都合上、
別紙による。 状 1

1082 ８２０
Ⅳ
３

明治１０年７月３０日
（１８７７年）

死亡届
○遠江国第10大区21小区榛原郡源助村 副戸長：
内藤三右衛門㊞
●駿河国志太郡千葉村

榛原郡源助村 平民農 内藤仁左衛門の死亡届に対する、埋葬
の許可証。 状 1

1083 ８４２
Ⅳ
３

明治１０年１１月
（１８７７年）

現境内伐木願書
○智満寺住職：千葉昭如、小前惣代：南向長吉、
村用掛：岡村勘兵衛
●静岡県令：大迫貞清

杉木１本（目通１丈４尺６寸、枝下7間）、上記と同様の杉木４本
合計５本の伐木願い。堂宇などの修理の為、５本の杉木を伐木し
てその代価で修理を続けたい旨の文言あり。

綴
り

1

1084 ８３１
Ⅳ
３

明治１１年４月
（１８７８年）

現境内伐木願書
○智満寺住職：千葉昭如、小前惣代：南向長吉、
村用掛：岡村勘兵衛
●静岡県令：大迫貞清

杉木の大木５本を伐木して本堂の修繕代とする為の伐木願書。
副区長 安間城一郎㊞と同じく横山市印治㊞の奥書がある。

綴
り

1

1085 ６２３
Ⅳ
３

明治１１年５月２９日
（１８７８年）

第六七大区区長
○静岡県11小区事務所㊞
●千葉山 岡村勘兵衛

区内の什物取調べの為、下山良太郎を出張させる、差支えの無
い様取計って欲しい。細かい事は同人より通知致します。 状 1

1086 ８７０
Ⅳ
３

明治１１年５月
（１８７８年）

地蔵堂合附願
○智満寺住職：千葉昭如㊞、東光寺村住職：池澤
寛啓㊞、総代：岡村勘兵衛㊞
●静岡県令：大迫貞清

地蔵堂が大破したので再建出来る迄、本堂に合附したいとの願
主。戸長、副区長の奥書がある。 状 1

1087 １１８７
Ⅳ
３

明治１１年９月１２日
（１８７８年）

證
○東叡山寛永寺幹事㊞
●千葉山智満寺 昭如

中堂再建の喜捨金10円の領収書。 虫喰いあり 状 1

1088 １１１２
Ⅳ
３

明治１２年５月２４日
（１８７９年）

記
○上野恵明堂 執事㊞
●智満寺 昭如

祠堂舎の喜捨金50円を受納した、然る上は姓名等を記載のうえ
御祈祷する。 状 1

1089 ７５２
Ⅳ
３

明治１２年８月３０日
（１８７９年）

駿河国志太郡千葉村 天台宗
智満寺寶物古文書目録

○千葉山天台宗智満寺 住職：千葉昭如㊞、智満
寺檀家惣代：桜井利平㊞、岡本伊作㊞、戸長：南
向長吉㊞
●記載なし

智満寺古物文書目録として縁起書をはじめ、豊臣秀吉公朱印、
源頼朝公御教書、東照宮竹木禁伐御制札、掛物、軍扇、具足な
ど18点が記載されている。

5頁

竪
帳

1 DVD４

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№84

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1090 ３６０
Ⅳ
３

明治１２年１０月
（１８７９年）

静岡県駿河国志太郡千葉山字西

谷 智満寺中天台宗惣持院

○代印：千葉昭如㊞、右村檀家惣代：坂田善作
㊞、今川宇平㊞、南向長吉
●記載なし

最後のページに略絵図がある、奥書きあり。寺明細調べ。
綴
り

1

1091 ９３４
Ⅳ
３

明治１２年１０月
（１８７９年）

天台宗智満寺 奥之院
○智満寺住職：千葉昭如㊞、村戸長：南向長吉㊞
●記載なし

本尊阿修羅坊、由緒不詳、建物間数一間半四方などと書かれて
いる。奥之院の絵図有り。

綴
り

1 DVD４

1092 ８７１
Ⅳ
３

（明治）１２年１２月１２日
（１８７９年）

貴僧退院につき
○東京上野桜木町 青龍院
●静岡県駿河国志太郡島田駅在 千葉山智満寺
住職：千葉昭如

退院についてそのやりとり。 封筒入り 状 1

1093 ８４４
Ⅳ
３

明治１２年１２月
（１８７９年）

御布達類 諸雑記録簿 五
従明治10年2月至明治12年12月
千葉山智満寺 幹事

○（千葉山智満寺 幹事）
●記載なし

・公試験の節、官員の立会いを廃止し、これより受持教正や大教
院諸官課1名の立会いとする。 ・宗・諸寺院の進退は寺院の高下
に関係なく、すべて教院の添書願出にするものとする。等々、別
紙ヒナ型に準じ提出する事とする、など布達する。

綴
り

1

1094 ６９１
Ⅳ
３

明治１２年
（１８７９年）

千葉良然寄附回向料積立
帳

○惣持院世話人惣代：南向長吉
●智満寺住職：千葉昭如

破損甚大にて、内容不明。 破損甚大
横
帳

1

1095 ８６４
Ⅳ
３

明治１３年５月２５日
（１８８０年）

御届書
○静岡県駿河国志太郡東光寺村 東光寺住職・権
少講儀：池澤寛啓㊞
●本宗大教院

今般、大会議に拙僧出頭すべき処、足痛の為かなわず、同国千
葉山智満寺住職 千葉昭如儀を選定、同人へ会議中諸事委任致
します、との届。

状 1

1096 ８７４
Ⅳ
３

明治１３年５月３０日
（１８８０年）

委任状
○東光寺住職・権少講儀：池澤寛啓㊞
●智満寺住職：千葉昭如

本会議に出頭すべき処、足痛になり遠旅が出来なくなったので、
会議中諸般、貴寺に依頼する、との委任状。 状 1

1097 ４２６
Ⅳ
３

明治１３年９月３０日
（１８８０年）

志太郡千葉山智満寺々中
惣持院

○静岡県社寺係
●天台宗教導教□：池澤寛啓

智満寺々中、惣持院寺中明細調、不分明による遣り取り。県庁よ
り指令の写。　　　静岡県下天台宗事務所㊞の奥書き有り。

虫喰い多い
綴
り

1

1098 １０７１
Ⅳ
３

明治１４年１月１２日
（１８８１年）

部内賦課金御猶豫願書
○東光寺住職・権少講儀：池澤寛啓㊞
●東京浅草公園地内 天台宗務廰

新寺を建立するので、宗内義金の上納を７ヶ年間の猶予豫を願
いたい、との願い書。宮長権教正 大椙覚寶より聞届難くとある。

綴
り

1

1099 ８３８
Ⅳ
３

明治１４年１月１７日
（１８８１年）・辛巳

辛巳第一号
○宗務廰
●各府県教導取締

直末及び末寺の従来からの住職兼務についてはこれを廃し、等
の件についての住職進退出願の心得書きの通達。

8頁

綴
り

1

1100 ５４８
Ⅳ
３

明治１４年１月２７日
（１８８１年）

建物売渡之證
○静岡安倍町 売渡人：野崎彦左衛門㊞、保証
人：野崎衛七㊞
●志太郡千葉山智満寺 住職：千葉昭如

関連して建物図、地所売渡之証（同年4月2日）、請取之証（同年
4月1日 金67円83銭）の書類綴り。

綴
り

1

1101 ４１８
Ⅳ
３

明治１４年３月
（１８８１年）

圓満寺建築諸費帳
○記載なし
●記載なし

円満寺建築の為の材料金額などが記されている。

19頁

横
帳

1

1102 ８１７
Ⅳ
３

明治１４年４月
（１８８１年）

堂宇寺成願

○駿河国志太郡千葉山 智満寺住職：千葉昭如
㊞、徳音院住職：山本慈祐㊞、他1名、檀徒惣代2
名
●静岡県令：大迫貞清

本尊元三大師 世上に疫病が流行、天下の人民が大勢煩った、
大師心を痛め悪病消除の法を求め諸国を修行、当山に天下泰
平を願い自ら真影を治め置き、これが本尊なり。境内32坪９合８
尺、地価金30円37銭、信徒629人。

4頁

綴
り

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№85

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1103 １０２１
Ⅳ
３

明治１４年６月
（１８８１年）

現在堂宇寺成願
○天台宗管長・権大教正：大杉覚寶
●静岡県令：大迫貞清

静岡安倍町19番地元三太師堂を本堂とし、一寺建立につき千葉
山智満寺住職試補 千葉昭如他４名より出願あり、許可を願う。 状 1

1104 １１４６
Ⅳ
３

明治１４年６月
（１８８１年）

現在堂宇寺成願
○天台宗管長・権大教正：大杉覚寶
●静岡県令：大迫貞清

静岡安倍町19番地元三太師堂建立につき、智満寺住職試補 千
葉昭如他４名より別紙出願、許可を請う。 状 1

1105 ８１６
Ⅳ
３

明治１４年７月
（１８８１年）

太子堂□号一寺建立願㊞

○静岡県下天台宗諸寺院惣代駿河国志太郡千
葉山 智満寺住職試補：千葉昭如㊞、右同断 同国
有渡郡根古屋村 徳音院住職試補：山本慈祐㊞、
他寺住職1名、信徒惣代2名
●静岡県令：大迫貞清

太師堂は修験廃止後に堂主が無く、信徒にて保存してきた。信
者が協議し、別紙の通り太師堂を本堂として増築したいので、別
紙明細書絵図面方法書を添え、御願い申し上げる。以下、明細
書等あり。

綴
り

1

1106 １１３３
Ⅳ
３

明治１４年９月１８日
（１８８１年）

記 祠堂金喜捨
○上野慈眼堂 執事
●智満寺 昭如

祠堂金50銭也確かに受納。姓名を帳面に記載の上、1月30日祈
祷する。他に4通のものを同封。 状 5

1107 ９９４
Ⅳ
３

明治１４年９月２８日
（１８８１年）

記
○預り主 智満寺住職：千葉昭如㊞
●預け主 法華寺住職：山村良快

法華寺住職の山村良快から、宗門費2円50銭を智満寺住職千葉
昭如が預ったという書。 状 1

1108 １０８５
Ⅳ
３

明治１４年１２月１３日
（１８８１年）

記
○上野慈眼堂 執事
●智満寺 昭如

永代放生会として金50銭の喜捨、その受納書。 状 1

1109 ５０４
Ⅳ
３

明治１４年
（１８８１年）・巳

明治14歳在 辛巳 奉掛供
力餅願文之所千葉山智満
寺 従1月1日至2月15日 執
事

○智満寺 執事
●記載なし

奉掛供力餅の書上げ。明治14年1月1日から同2月15日の間に、
「供力餅願文」を奉納した人物の12支（男・女）を書上げている。

竪
帳

1

1110 １１５４
Ⅳ
３

明治１５年２月１８日
（１８８２年）・午

願文
○記載なし
●記載なし

征夷大将軍正二位右大将 源頼朝公と記され、旧名の法橋と教
全大徳、計11名の名が記されている。 状 1 DVD４

1111 １０６９
Ⅳ
３

明治１５年６月
（１８８２年）

御賞詞願
○志太郡千葉山智満寺 住職：千葉昭如
●天台宗務所

檀信徒の寄付行為に対し、御賞詞を頂きたいとの請願書。
綴
り

1

1112 ２７０
Ⅳ
３

明治１６年１月
（１８８３年）

開扉に付修繕其他諸雑費
控

○千葉山会計方
●記載なし

千葉山智満寺に係る住居等の修繕其他の費用の控帳にて、出
方及び諸払いについて、多岐にわたる物品とその金額が記述さ
れ、その惣差引金額21円32銭4厘5毛。

19頁

横
帳

1

1113 ３６６
Ⅳ
３

明治１６年２月２３日
（１８８３年）

新参来客人名簿
○智満寺執事
●記載なし

新参の来客の氏名が記されている。中には、伊久美の長島から
の名前もある。

6頁

横
帳

1

1114 ４４１
Ⅳ
３

明治１６年２月
（１８８３年）

開扉ニ付奉納帳
○記載なし
●記載なし

奉納者の氏名と金額が記されている。（開扉・開帳とは本堂の秘
仏への一般人参拝の事） 34頁（内、2頁

に記載）

横
帳

1

1115 ６３９
Ⅳ
３

明治１６年２月
（１８８３年）

配札村人名帳 明治16年2月
千葉山勧誘係

○千葉山勧誘係
●記載なし

村名と枚数および氏名が列記されている。細島村18枚 増田孫
十、20枚 桜井孫平、道悦村40枚 山本文蔵・・・等。 28頁（内、10

頁に記載）

横
帳

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№86

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1116 ７１５
Ⅳ
３

明治１６年３月１９日
（１８８３年）

奉納簿 第１号
明治16年3月19日 執事

○智満寺 執事
●記載なし

奉納金と茶・椎茸・そば・米などの奉納品が、村名と氏名と共に記
されている。

竪
帳

1

1117 ４３２
Ⅳ
３

明治１６年３月１９日
（１８８３年）

奉納金請取簿
○会計課
●記載なし

香料・判紙代・札料・みくじ・灯明料などが、奉納者の氏名と共に
記されている。

16頁

横
帳

一
括

1118 ９６８
Ⅳ
３

明治１６年１０月９日
（１８８３年）

委任状
○静岡弐番町：朝倉雄成
●山村良快

朝倉雄成から山村良快にあてた書状と共に、封筒入りの山村の
委任状（私費栽培につき）2枚あり（明治16年7月、同17年8月28
日付）。

状 3

1119 １１９５
Ⅳ
３

明治１６年１０月１５日
（１８８３年）

寄留届
○（渥美郡曲尺手町）平民商 松阪茂八兄：松阪良
潮
●渥美郡曲尺手町 戸長：辻村十次

渥美郡天台宗神宮寺を、静岡県志田郡千葉村千葉山智満寺に
寄留させる。 状 1

1120 １１０７
Ⅳ
３

（明治）１６年１１月９日
（１８８３年）

中島工部権大書記官巡見
に付き

○大井八等属㊞
●智満寺住職：山村良快

中島工部権大書記官巡見につき、都合ある向きは見合せする。
建物現存分の造築等、県令宛差出。 状 1

1121 ９７７
Ⅳ
３

明治１６年１２月
（１８８３年）

證
○天台宗務庁㊞
●智満寺

金1円25銭、明治16年後半季課金を受取。 状 1

1122 １０３６
Ⅳ
３

明治１６年１２月
（１８８３年）

戸長役場触書類入封筒
○智満寺住職：山村良快
●記載なし

関係書類入り封筒2件、他。 状 3

1123 ３２５
Ⅳ
３

明治１６年
（１８８３年）

村役人工覚帳（観音開扉ニ
テ）

○智満寺用部屋
●記載なし

薬師堂の屋根普請の為、出役する。作業名や人名等を列記す
る。

8頁

横
帳

1

1124 ９２８
Ⅳ
３

明治１７年９月２２日
（１８８４年）

現境内風損木伐採願
○智満寺住職：山村良快
●記載なし

千葉山境内の立木が15日の暴風でで倒木し、千満寺も風で破損
した。その修繕費に使いたい為、倒木の伐採願を提出する、とあ
る。

状 1

1125 ８６９
Ⅳ
３

明治１７年１２月１０日
（１８８４年）

現境内風損木伐採願之儀
ニ付御指令願

○檀家惣代3名
●志太・益津郡長：近藤準平

境内風損の木、伐採を申請したが、未だ何の指令もない、速やか
に指令をを願いたい、とある。 状 1

1126 １１０５
Ⅳ
３

明治１７年１２月１３日
（１８８４年）

収入物予約書差出につき
○志太郡落合村組 戸長：広内保蔵
●千葉山住職・世話人

先に予約書進達に書面に不備あり、訂正申し渡す。書類訂正の
上、差出すべし、とある。 状 1

1127 ８２１
Ⅳ
３

明治１８年１月
（１８８５年）・酉

静岡県駿河国志太郡千葉山
天台宗智満寺財産区別予約
書

○千葉山住職：山村良快、檀家惣代：南向長吉、
岡村繁蔵、倉橋久右衛門
●静岡県令：関口隆吉

明治18年1月中、静岡県へ差出の控。智満寺所有地の反別・地
価・その他、建物等の財産等々の現況報告。

3頁

綴
り

1

1128 １１０４
Ⅳ
３

明治１９年２月
（１８８６年）

改名之義ニ付副願
○愛知県尾張国名古屋区上浅間町63番地 同居
平民：伊藤栄次
●愛知県令：勝間田稔

出家し、修行して法名を得る為の改名届、受取人外2名分を同
封。（明治19年3月2日、同人より改名願有り） 状 3

1129 １１４４
Ⅳ
３

明治１９年４月２２日
（１８８６年）

証
○駿河国有渡郡静岡札之辻町20番地
●山村

金1円55銭、彫工料受取。 状 1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№87

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1130 １０９２
Ⅳ
３

明治１９年９月
（１８８６年）

兼務辞職願
○静岡県駿河国志太郡千葉山 智満寺住職：山村
良快
●天台座主：大僧椙覚宝

私は、智満寺住職と末寺の惣持院の住職を兼務していたが、今
般、惣持院の後住出願があったので兼務を辞職するよう願出す
る、とある。

状 1

1131 ９０３
Ⅳ
３

明治１９年９月
（１８８６年）

保存金御下附願（明細帳添）
○静岡県駿河国志太郡千葉山 天台宗智満寺住
職：山村良快㊞、檀中惣代：岡村勘兵衛、他2名
●記載なし

山内堂宇、保存修復金の下附願いと、その対象となる建物7件の
明細を書き添えている。

綴
り

1

1132 ９０１
Ⅳ
３

明治１９年１１月２４日
（１８８６年）

千葉山智満寺記録入
○記載なし
●記載なし

中身は無く、袋のみ。 袋 1

1133 １１１９
Ⅳ
３

明治１９年
（１８８６年）

□□建立願
○静岡□□天台宗 諸寺院惣代 駿河国志太郡千
葉山 智満寺住職：試補千葉昭如、他4名
●静岡県令：大迫貞清

寺建立願と寺の略図が記されている。
綴
り

1

1134 １２４３
Ⅳ
３

明治２０年１月
（１８８７年）

明治二十年一月以降押印
消印度数控簿

○（智満寺）
●記載なし

1月14日より3月16日迄の、押印消印等の度数を記す。 状 1

1135 ８２３
Ⅳ
３

明治２０年２月２４日
（１８８７年）

保存金御下附願
○静岡県駿河国志太郡千葉山 天台宗智満寺住
職：山村良快㊞、檀中惣代3名、東光寺関係者2名
●静岡県知事：関口隆吉

智満寺創立の寺にて、常時現存の建物数百年を経ている、当寺
の資産では破損を修復出来ない、別紙の明細帳の通り添文を以
てこの段願いたい。他に、明細帳及び資産帳がある。

綴
り

1

1136 １０９０
Ⅳ
３

明治２０年４月
（１８８７年）

墓所管理者交換御届
○志太郡千葉山 智満寺住職：海老原順海
●落合村他4ヶ村 戸長：廣田保蔵

これ迄、墓地及び火葬場の管理を勤めて来た岡村栄次郎に代
り、村方の依頼により、智満寺住職の海老原順海が勤める事の届
け。

状 1

1137 １１０６
Ⅳ
３

明治２０年５月３日
（１８８７年）

古建物建築年度及修繕年
月費額に付

○志太郡落合村外4ヶ村 戸長役場㊞
●智満寺住職：山村良快、保存委員

古建物建築年度、修繕年月費額につき熟知の者、本月5日午前
9時当役場へ出頭面談、諸事協議の通達。 状 1

1138 ９３６
Ⅳ
３

明治２０年５月
（１８８７年）

阿修羅坊堂修繕寄附人連
名記

○智満寺 世話人：倉橋久右衛門外2名、工事担
当：岡村兵四郎、会計方：長尾宇作外1名
●記載なし

千葉山智満寺奥之院、阿修羅坊堂屋根替及損傷に付き、修繕
の為の費用を、当山信徒から乞う寄附人連名記であり、その各人
の金額・氏名が連記されている。合計金額についての記載はな
い。 17頁

竪
帳

1

1139 ５５０
Ⅳ
３

明治２０年５月
（１８８７年）

古代建物建築年度等備考
書

○駿河国志太郡千葉山 天台宗智満寺住職：山村
良快
●静岡県知事：関口隆吉

智満寺古代の由緒が書かれている。本堂の本尊安置（神護景雲
年）・再建文治年間等々、その他、薬師堂・山門・仁王門・寺内・
鐘楼・奥之院・庫裏の建立、修築等まで記載されている。

綴
り

1 DVD４

1140 ５７３
Ⅳ
３

明治２０年５月
（１８８７年）

四百年前建物取調書
○受持智満寺住職：山村良快 代理倉橋久右衛
門、他、惣代2名
●静岡県知事：関口隆吉

400年前建立の山門、2間四方、白木造り・茅葺き、延文（1356～
61）年中、今川範氏の再建、享保・安永年度修繕、明治17年に
屋根葺き替えとなっている。

状 1 DVD４

1141 ５３４
Ⅳ
３

明治２０年７月
（１８８７年）・亥

奥之院修復寄附金受取及
支払帳

○千葉山智満寺
●記載なし

千葉山智満寺奥之院、修復工事に係る寄附金帳にて、7月2日か
ら10月30日迄、6人からの寄付金と成っている、但し総額の記述
はない。

5頁

横
帳

1

1142 ６５１
Ⅳ
３

明治２０年１０月７日
（１８８７年）・丁亥

丁亥告第5号
○天台宗務庁
●各府県下宗務所

各宗派の宗務所より告達文、宗内よりの申稟書につき、朝廷皇族
の他は用いる事の出来ない文字について、注意を求める内容。 状 1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№88

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1143 １０７２
Ⅳ
３

明治２０年１０月７日
（１８８７年）

丁亥号外
○天台宗務庁
●各府県下宗務所

各宗協立普通学校につき、各檀信の応分の義捐を願う、1寺1ヶ
月2銭宛醵金のとりまとめ。 状 1

1144 １２５７
Ⅳ
３

明治２０年１２月１４日
（１８８７年）

入寺金記録
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、21年1月中の調、次に5月27日の調とあり計金66円８銭
５厘、内、住職迎入用、観音講祠堂受取りと記す。 状 1

1145 ５２３
Ⅳ
３

明治２０年１２月１４日
（１８８７年）

海老原室内雑誌 明治20年12
月14日 旧11月30日入寺

○記載なし
●記載なし

日付と金額、それに内容が記されている、・24日 金１円35銭 清
水より嶋田迄・・・　他に明治21年１月21日 金穀出納明細簿、明
治21年１月 海老原律室雑誌が一緒に綴られている。

24頁

横
帳

1

1146 ３６１
Ⅳ
３

明治２０年１２月１４日
（１８８７年）

志んさん入費帳相認 志太郡
千葉山 知満寺

○智満寺
●記載なし

僧侶が新たに寺の住職になる際の、普山式に費やした台所関係
の代金扣。酒・菓子・とうふ・醤油等の代金5円87銭が記載されて
いる。

2頁

横
帳

1

1147 ３５０
Ⅳ
３

明治２０年１２月
（１８８７年）・亥

明治20年 志んざん 智満寺
○記載なし
●記載なし

普山式への寄付金、金額と氏名が記されている。

5頁

横
帳

1

1148 １１５８
Ⅳ
３

明治２１年１月
（１８８８年）・子

永遠保存勧進大意
○智満寺現童順海
●記載なし

智満寺は景雲年間に開創され、その後の寺の歴史が記されてい
る。明治期になって堂宇が荒廃した為、その修繕のための浄財を
願いたいといった、勧進の文章。

状 1 DVD４

1149 ７８７
Ⅳ
３

明治２１年１月
（１８８８年）・子

明治21年1月 勧進発行ニ付
諸出費簿 第1号智満寺

○智満寺
●記載なし

寄附金の控書。

7頁

横
帳

1

1150 １１５６
Ⅳ
３

明治２１年１月
（１８８８年）

永遠保存勧進大意
○駿河国志太郡千葉山 智満寺現童：順海 謹識
㊞㊞
●記載なし

智満寺が明治期に入って荒廃したので修繕の為、浄財の寄附を
募るための勧進文書。智満寺の寺歴がわかる。

綴
り

1

1151 ４４７
Ⅳ
３

明治２１年１月
（１８８８年）

智満寺記録
○順海代
●記載なし

明治22年の僧侶の修行関係の記録や、千満寺の庫裏修繕関係
の記録が見られる。後半は、寺院の山林に関する記録が記され
ている。又、田畑の登記に関した内容の記録も見られる。

19頁

綴
り

1

1152 １０５３
Ⅳ
３

明治２１年１月
（１８８８年）・子

口演（講演） 永遠保存勧進大
意

○千満寺住職：順海
●相賀惣代

千葉山への勧進の為の寄附。相賀村の人々の名前が、金額とと
もに記されている。

8頁

綴
り

1

1153 ５１５
Ⅳ
３

明治２１年１月
（１８８８年）

金穀出納簿 明治21年1月 智
満寺出納課

○智満寺出納課（表紙）
●記載なし

日付・金額と内容が列記されている。　・19日 金63銭5厘 本寺賽
納　・20日 金4円 米拂代金　・25日 金5銭 御札料 等。

18頁

横
帳

1

1154 ７１７
Ⅳ
３

明治２１年２月１日
（１８８８年）

修繕用材木御払下願
○智満寺住職：海老原順海㊞、壇中惣代：岡村勘
兵衛㊞、他4名
●静岡木材区署長・林務官：桑名茂三郎

智満寺堂宇修繕の為、木材を払い下げて頂きたいとの願書。

5頁

綴
り

1

1155 ９４９
Ⅳ
３

明治２１年２月１日
（１８８８年）

（駿河国志太郡千葉山）壇
中惣代増員の件

○智満寺住職：海老原順海㊞、壇中惣代：岡村勘
兵衛㊞、他6名
●記載なし

これまでの壇中惣代3名のところ、この度、明治21年2月より4名を
増員した事を届けたもの。 状 1

1156 ９３５
Ⅳ
３

明治２１年２月２４日
（１８８８年）

（千葉山智満寺建物保存
方出願の件）

○志太郡落合村外4ヶ村：中川弁吉㊞
●千葉山住職：山村良快

千葉山智満寺の、建物保存願いについては、住職と本寺檀家惣
代が連署し、管長の添書を要する事を指示する。 状 1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№89

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1157 ８８０
Ⅳ
３

明治２１年２月２５日
（１８８８年）

保存金御下附願

○千葉山天台宗 智満寺住職：山村良快㊞、壇中
惣代：岡村勘兵衛㊞、他2名、東光寺村東光寺住
職：池澤寛啓㊞、益津郡花沢村法幸寺住職：西東
亮惇㊞
●静岡県知事：関口隆吉

千葉山天台宗智満寺は数百年を経過した古き寺にて、修復を要
するものとし永遠に維持保存の計画のうえ、その資金不足の為、
保存金の下附を賜りたき旨、別紙明細帳及び図面を添えての願
書。

9頁

綴
り

1

1158 １３５１
Ⅳ
３

（明治）２１年３月２４日
（１８８８年）

領収の証
○藤枝宿若王子町 印判師：薊野藤吉
●千葉山

内金1円也、正ニ受取候也、とある。（千葉山全図3品之内） 状 1

1159 ４２０
Ⅳ
３

明治２１年４月４日
（１８８８年）

雇人出勤連名簿 明治21年４
月４日 智満寺用所

○智満寺用所
●記載なし

氏名と出勤日・日数及び支払い金額と、渡した日付が記され綴ら
れている。　例として・岡村栄治郎 4月8日1人、9日1人、10日1
人・・・計10人工 内金1円、10月2日渡す 等。

横
帳

1

1160 １２８３
Ⅳ
３

明治２１年４月７日
（１８８８年）

（火葬の認許證に付）
○静岡県
●島田

火葬認許證について記される。 状 1

1161 １１５７
Ⅳ
３

明治２１年４月
（１８８８年）

墓所管理交換御届
○志太郡千葉山 智満寺住職：海老原順海
●島田警察署

墓所管理者が、今迄は山村良快であったが、今後は海老原順海
が勤めることになったので届ける、とある。 状 1

1162 ３２８
Ⅳ
３

明治２１年５月
（１８８８年）・子

境内立木調書 天台宗惣持院
○智満寺住職：海老原順海
●静岡県知事：関口隆吉

山内の惣持院、境内立木調書の控。

4頁

竪
帳

1

1163 ４０７
Ⅳ
３

明治２１年５月
（１８８８年）

寺院明細取調帳
○静岡県駿河国志太郡智満寺
●天台座主大僧正：大椙覚宝

住職小僧都海老原順海より提出、本尊由緒・建物・什器・宝物等
を列記、檀徒18戸、境内図を付す。

竪
帳

1

1164 ４５９
Ⅳ
３

明治２１年５月
（１８８８年）

勧進簿
○智満寺現住：順海㊞
●記載なし

有志諸氏に対し、本年より向こう10ヶ年、毎月金1銭の喜捨保存
の基礎確立、金56銭の勧進あり。

竪
帳

1

1165 ５１７
Ⅳ
３

明治２１年５月
（１８８８年）

寺院明細取調書
○惣持院住職：海老原順海、安楽寺住職：西東亮
惇、東光寺住職：池沢寛啓、檀家惣代
●天台座主大僧正：大椙覚宝

本堂境内の坪数・立木・什器、境外の所有地等が記されている。
虫食い、汚れ
有り

綴
り

1

1166 ２０９
Ⅳ
３

明治２１年７月２日
（１８８８年）

勧進簿
○静岡県
●駿河国志太郡千葉山天台宗智満寺

永遠に保存すべき勧進の大意が記されている、「千葉山智満寺
は神護景雲年中、廣智菩薩の開創する寺であり、本尊の千手観
音菩薩は行基の彫刻である。」から始まり、由来の詳細などを列
記し、永遠保存の為の浄財を頂戴して保存をしていきたい旨を記
してある。

竪
帳

1

1167 ３８５
Ⅳ
３

明治２１年７月２５日
（１８８８年）

雇人出勤連名簿
○智満寺用所
●記載なし

寺院修繕の際、請負人が出勤した月日と人数・代金を記録した
文書。請負人 寺岡伝蔵・岩本藤次郎・倉橋久右衛門・櫻井利兵
衛・増田作十・岡本定吉・三好粂蔵・南向松蔵、他51名。

39頁

横
帳

1168 １１９３
Ⅳ
３

明治２１年９月５日
（１８８８年）

認許証検閲届
○海老原順海
●島田分署

荻原斉と園口みち、両名の埋葬届。みちは明治21年8月26日病
死、8歳7ヶ月、荻原斉は明治21年9月7日病死、10歳8ヶ月。他に
明治21年12月5日分を同封する。

状 2

1169 ７４７
Ⅳ
３

明治２１年９月
（１８８８年）

明治21年9月 保存資寄金領
納簿 第1号

○智満寺
●記載なし

明治21年9月より明治23年12月までの、智満寺に係る保存資寄
金領納簿にて、月日・金額・村名・氏名が列記されている。内、同
年21年9月より12月分 計81円83銭5厘也、同22年1月分 計1円40
銭也、同22年2月分 計22円54銭3厘など、同23年分迄が記載さ
れている。 9頁

横
帳

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№90

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1170 ３２７
Ⅳ
３

明治２１年１０月
（１８８８年）・子

寺院明細取調書 千葉山惣持
院

○智満寺住職：海老原順海㊞、安楽寺住職：西東
亮惇㊞、東光寺住職：池沢寛啓㊞、森町蓮華寺：
浅埜良達㊞
●天台座主大僧正：大椙覚宝

本尊阿弥陀如来由緒不詳・本堂建坪・境内坪数・立木・什器
等々、檀徒31戸。無住につき、智満寺住職海老原順海が調書を
認む。

4頁

竪
帳

1

1171 ３４４
Ⅳ
３

明治２１年１１月
（１８８８年）

明治21年11月 畑山林附簿 惣
持院世話人

○惣持院 世話人
●記載なし

惣持院の所有地を、檀家の数名が借地した際の記録簿か。畑
地・開墾地・竹林・境内地などの所有地がみられる。

4頁

竪
帳

1

1172 ３８４
Ⅳ
３

明治２１年１２月２７日
（１８８８年）

普山来客人名簿 第52世順海
代

○智満寺 執事
●記載なし

明治21年12月27日における、智満寺の僧侶が初めて正式に住
職となった時の来客者名簿にて、来客者氏名及び納金が記載さ
れている、その計金6円90銭。

4頁

横
帳

1

1173 ３２６
Ⅳ
３

明治２１年１２月２８日
（１８８８年）・子

建設願

○惣持院住職：海老原順海㊞、檀家惣代：岡本定
吉㊞、他2名㊞、奥印森町蓮華寺住職：浅埜良達
㊞
●静岡県知事：関口隆吉

当院の建物が大破、修理するも復旧ならず、改築の為の建設願
い。

3頁

竪
帳

1

1174 ４２５
Ⅳ
３

明治２１年１２月
（１８８８年）

智満寺本坊新築記
○当堂：海老原順海、時役僧：奥住亮昭、当世話
人：倉橋久右衛門、岩本藤次郎、中村癸吉
●記載なし

本坊新築に伴う負担金の記録。

11頁

綴
り

1

1175 ５２１
Ⅳ
３

明治２１年１２月
（１８８８年）

明治21年12月 資堂貸附帳 智
満寺世話人

○（智満寺世話人）
●記載なし

貸付金 4件、金額・名前のみにて、日付なし。
綴
り

1

1176 １１４８
Ⅳ
３

明治２２年１月１５日
（１８８９年）

寺院境内竹木伐採願出に
つき

○落合村外戸長役場
●静岡県志太郡落合村外4ヶ村 戸長：廣田保蔵

願出につき、自今該宗管長の添書を要す。 状 1

1177 ３５１
Ⅳ
３

明治２２年１月１７日
（１８８９年）

明治22年 札配達簿
○千葉山智満寺
●記載なし

千葉山のお札を配達した名簿。

8頁

横
帳

1

1178 ３６２
Ⅳ
３

明治２２年１月３０日
（１８８９年）

建設願 駿河国志太郡千葉山惣
持院

○智満寺住職：海老原順海㊞、法類殂寺総代・志
太郡北方村安楽寺住職：西東亮惇㊞、檀家総代：
岡本定吉㊞、岡村栄次郎㊞、増田作十㊞
●静岡県知事：関口隆吉

お寺の建設願い、最後に寺の略図も記されている。静岡県知事
の承認印が有る。

綴
り

1

1179 ３６８
Ⅳ
３

明治２２年１月
（１８８９年）・丑

日々飯米爨（炊）出簿
○智満寺
●記載なし

明治22年1月1日よりの飯米炊出し簿にて、日々の炊出しに要し
た人数及び米の数量の記述と成っている。

23頁

横
帳

1

1180 ４１８
Ⅳ
３

明治２２年１月
（１８８９年）

金穀出納簿
○智満寺出納課
●記載なし

・収入は表面に記載（葬式料・地代金・御祈祷料等々）、　・支出
は裏面に記載（郵便代・新聞代・菓子代等々）、両方とも1月1日よ
り12月31日までの記録。

21頁

横
帳

1

1181 ４３９
Ⅳ
３

明治２２年１月
（１８８９年）

海老原室内雑誌
○海老原住職
●記載なし

明治22年の寺院に関係した記録。寺への来訪者名、僧侶の出入
り等の外に、金銭の貸借と思われる内容も記録されている、又、
寺領の竹林伐採などに付いての記録もあり、日記の如き内容と
なっている。

25頁

横
帳

1

1182 ３４５
Ⅳ
３

明治２２年１月
（１８８９年）

新年表賀人魚簿
○智満寺
●記載なし

明治21年1月31日の奉賀会にて、参加者より奉賀金を集め納め
る、個人18人、寺院11、合計1円11銭。

6頁

横
帳

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№91

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1183 １０９３
Ⅳ
３

明治２２年３月
（１８８９年）

落成御届 志太郡大津村 智満
寺

○住職：海老原順海、惣代他3名
●静岡県知事：関口隆吉

智満寺の庫裏の改築に付き、本年2月8日に落成した。別紙図面
を添えて届ける。 状 1

1184 ６９５
Ⅳ
３

明治２２年４月１４日
（１８８９年）

勧進簿
○千葉山智満寺 現住：順海
●記載なし

寄附者の氏名と金額が記されている。瀬戸ノ谷村、滝のノ谷組17
名程が載る。（綴り内に明治22年の明記有り）

10頁

綴
り

1

1185 １１８８
Ⅳ
３

明治２２年５月
（１８８９年）

（寄附名簿）
○記載なし
●記載なし

①智満寺様寄附と記し、山田半四郎以下、17名の氏名と寄附金
の額が記されている、合計32銭5厘とある。　②瀬戸ノ谷村 谷本
孫兵衛以下、4名の氏名が記され、寄附金額の記入は無い。

状 2

1186 １１０１
Ⅳ
３

明治２２年７月２４日
（１８８９年）

證（寄附金領収ニ付）
○智満寺
●矢川：中村長蔵

智満寺保存資金の寄付金30銭を、領収した。 状 1

1187 １１６０
Ⅳ
３

明治２２年９月１６日
（１８８９年）

記
○大津村役場
●智満寺住職並壇中惣代中

智満寺所蔵の別記書を本月20日迄に、勤役所へ持参するべし。
・智満寺縁起 ・源頼朝御教書 ・豊太閤朱印等。（包紙あり） 状 1

1188 １２２９
Ⅳ
３

明治２２年９月２２日
（１８８９年）

貴山官林并勧財一条出願
につき

○先住：千葉昭如
●智満寺当住

勧進簿表紙出来、第1番に東叡山輪王寺門跡金3円、宮辺亮常
以下、3名の名記あり、以下、やりとり。 状 1

1189 １１１０
Ⅳ
３

明治２２年９月２６日
（１８８９年）

観音堂再建願
○右寺住職：何何誰
●静岡県知事：時任為基

大津村大草真言宗慶寿寺境内の観音堂について、老朽の為壇
中一同協議のうえ、改築したい旨の願書の下書き。 状 1

1190 ７８６
Ⅳ
３

明治２２年９月
（１８８９年）

明治22年9月ヨリ 東京地方勧
財附属地帳

○智満寺
●記載なし

智満寺への寄付金。

10頁

横
帳

1

1191 １１５９
Ⅳ
３

明治２２年１２月２８日
（１８８９年）

令第870号
○天台府座主僧正：大椙覚宝㊞
●静岡県駿河国志太郡大津村 智満寺

智満寺本堂修理費とする為の、境内檜木4本を伐採下賜願の
件。 状 1

1192 ５７８
Ⅳ
３

明治２２年
（１８８９年）

官有地引戻請願書
○駿河国志太郡千葉山智満寺住職、同国同郡尾
川村人民総代
●静岡県知事：関口隆吉

千葉山西山の官有山林は、昔、尾川村と千葉山とで境界争いを
して、寛文4年に別紙図面の境界となった、しかし明治8年に誤っ
て官有地に編入させられた。尾川村に属する山林は千葉山智満
寺に寄附されたが、当時の住職の誤謬により官有地となったの
で、この山林を当寺の所有に戻して欲しい、とある。

綴
り

1 DVD４

1193 ２８６
Ⅳ
３

明治２３年１月
（１８９０年）

明治23年1月 出納之簿 智満
寺会計課

○智満寺会計課
●記載なし

納の部では、米ぬかや竹の子代が多く、出の部では、酒代、マッ
チ代、すみ代等がみられる。

横
帳

1

1194 ４３１
Ⅳ
３

明治２３年１月
（１８９０年）

智満寺内日誌 明治23年1月
庶務課

○庶務課
●記載なし

明治23年の智満寺内の日誌、1月1日より12月31日迄の事が記さ
れている。　例として・1月1日 晴午後5時頃ヨリ雨 勇蔵入来、2日
晴、3日晴　・3月5日晴 菊次郎、清吉、島田へ買物に行く 等々。

 

横
帳

1

1195 ３８８
Ⅳ
３

明治２３年１月
（１８９０年）

新年賀表人員簿 智満寺
○智満寺
●記載なし

1月5日、島田4丁目 青木吉左衛門を始めとして、百数十名の年
賀者名と参銭が記録されている。

横
帳

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№92

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1196 １１６２
Ⅳ
３

明治２３年３月１１日
（１８９０年）

證
○太子堂建築係、慶寿寺世話係㊞
●智満寺：順海

金20銭、太子堂建築への寄付金。 状 1

1197 ９２７
Ⅳ
３

明治２３年３月
（１８９０年）

檀家惣代更正御届 大津村
千葉智満寺

○住職：海老原順海、右人名調印
●記載なし

智満寺の檀家惣代の更生届。9名の檀家惣代名が記されてい
る、投票により檀家惣代となって届けられている。 状 1

1198 ９６４
Ⅳ
３

明治２３年４月２６日
（１８９０年）

新寺建立願
○岩手県下陸中国南岩手郡□仲野村 臨済宗長
松院 住職願人訓尊：平山素普、他に5名
●岩手県令：島惟精

明治23年4月26日、許可。　紫波郡□場村役所 戸長：坂牛儀蔵
の奥書がある。

虫損甚大 状 1

1199 377
Ⅳ
３

明治２３年１１月
（１８９０年）・寅

本山根本中堂修繕費之内
へ奉納連名 智満寺檀家中

○智満寺檀家中
●記載なし

智満寺の根本中堂修繕に際して、奉納金の寄附者を記録した文
書。37名の氏名と奉納金額が記されている他、別紙に37名の記
録あり、計74名。

6頁 断簡4枚
入り

竪
帳

1

1200 ３８６
Ⅳ
３

明治２４年１月１日
（１８９１年）

明治24年日記
○智満寺住職（表紙）
●記載なし

日記帳。明治24年1月1日より12月31日までの日記。新暦と旧暦・
晴・雨・曇・事柄等が詳細に記載されている。

21頁

横
帳

1

1201 ４２４
Ⅳ
３

明治２４年１月
（１８９１年）

金穀出納簿
○智満寺会計課
●記載なし

寺内に関る諸品の、金銭出入の書上。

17頁

横
帳

1

1202 １０２９
Ⅳ
３

明治２４年３月
（１８９１年）

記（勧財金ニ付）
○千葉昭如
●智満寺

東京の8ヶ寺より勧財金を集金、合計18円30銭。7円31銭の諸入
費を差引し、實収入10円98銭、内金5円は納済、残金5円98銭を
今回納金します、とある。

状 1

1203 ７９６
Ⅳ
３

明治２４年４月１日
（１８９１年）・卯

明治24年1月 願力餅奉納人
名

○千葉山
●記載なし

神佛よりの加護のため、願力餅の奉納人名帳。家内・男・女・生ま
れ年等が記載されている。

3頁

横
帳

1

1204 ７９２
Ⅳ
３

明治２４年４月１日
（１８９１年）・卯

明治24年1月 米穀歳出及搗
上日々飯米の釜出記載簿
智満寺会計課

○智満寺会計課
●記載なし

智満寺に係る米の蔵出及搗上、日々の飯米釜出記載簿にて、白
米とその数量及び人数、月日の記載となっている。

23頁

横
帳

1

1205 ５４４
Ⅳ
３

明治２４年４月５日
（１８９１年）

修繕用材御払下願
○静岡県志太郡大津村千葉 天台宗智満寺住職：
海老原順海、壇中惣代5名
●御料局静岡支庁 理事：桑名茂三郎

諸堂の修繕の為、寺所有の山林杉46本の払下げを出願する。修
繕計画は、扉戸・昇降段・欄干・雨戸・掾板・垂木・霧除等があり、
その計画書を添えて御料局に出願している。 他に、修繕用材木
御払下願之儀に付伺書が有る。

綴
り

2

1206 １２３８
Ⅳ
３

明治２４年６月５日
（１８９１年）

證
○比叡山延暦寺 営繕部㊞
●駿州千葉 智満寺

金4円、第2回皆納 本堂諸堂宇の営繕費。この他、書状が1通あ
り、封筒入り。 状 2

1207 １０９４
Ⅳ
３

明治２４年７月７日
（１８９１年）

（拝命の届ニ付）
○大津村役場㊞
●智満寺住職

智満寺住職及び惣持院住職等、管長より拝命の時は年月日を直
ちに届け出る様に。 状 1

1208 １２０３
Ⅳ
３

明治２４年７月８日
（１８９１年）

智満寺住職年月御届
○智満寺 住職少僧都：海老原順海
●大津村 戸長：長谷川惣四郎

大僧正より申し付けられたので、御届申し上げる。 状 1

1209 １１６４
Ⅳ
３

明治２４年７月
（１８９１年）

檀家惣代人改撰御届
○（智満寺）海老原順海
●記載なし

志太郡大津村千葉、智満寺檀家惣代人改撰の旨の御届けに
て、惣代人の所在地・氏名が列記されている。他に1件あり。 状 2

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№93

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1210 １１６５
Ⅳ
３

明治２４年７月
（１８９１年）

社寺総代人年限並改選
○静岡県志太郡大津村 戸長：長谷川惣四郎
●智満寺（惣持院）

社寺総代人改選に付いて、一般改選にする旨、届出すべしとの
事。

綴
り

1

1211 １３５５
Ⅳ
３

明治２４年８月１１日
（１８９１年）

従弟無旨御届
○静岡県駿河国志太郡大津村千葉 智満寺住職・
少僧都：海老原順海
●四州□見 中学校校長 大僧都：高教

従弟の養育に付いて、意見を述べている。「追々、維持方法相立
候得者、従弟の養育仕るべく候、よってこの段御届け申上げ候
也」

状 1

1212 １１５２
Ⅳ
３

明治２４年９月４日
（１８９１年）

認許証検覚届
○志太郡千葉山 管理者：海老原順海
●島田分署

大津村千葉30番地 平民岩本氏、長女こま 4年8ヶ月死亡、埋
葬。 状 1

1213 １０７４
Ⅳ
３

明治２４年１０月５日
（１８９１年）

証明書
○大津村 村長：長谷川惣四郎㊞
●記載なし

志太郡大津村千葉、智満寺に係る檀家中総代の証明書にて、岡
村喜一郎他7名の記述となっている。 状 1

1214 １２３９
Ⅳ
３

明治２４年１０月２２日
（１８９１年）

仁王門新設寄附金受領證
○稲毛領向丘村神木山等覚院㊞
●駿河千葉山 智満寺

金1円25銭、寄附受領。仁王門買入云々の書状あり。 状 2

1215 １２０２
Ⅳ
３

明治２４年１１月
（１８９１年）

第1号書面の儀につき
○智満寺住職：海老原順海㊞、寺岡伝蔵、櫻井利
兵衛㊞、岡本伊作
●静岡県庁地理掛

本年10月26日進達の追伸書中、第7号につき書類のやりとり。 状 1

1216 １３０２
Ⅳ
３

明治２４年
（１８９１年）

上地官林委託願
○天台宗智満寺 住職：海老原順海、他2名
●桑名茂三郎

農商務省25号御達により、本年より向こう15年間当寺へ委託して
頂く様、図面を添えて御願い申し上げる。 状 1

1217 ３４６
Ⅳ
３

明治２４年
（１８９１年）

明治24年 上野青龍院ノ本堂
建立寄附連名

○（千葉山）
●記載なし

智満寺と、その檀家11名の寄付金の扣。

3頁

竪
帳

1

1218 ５１９
Ⅳ
３

明治２５年２月
（１８９２年）

本堂普請諸掛帳
○千葉山智満寺
●記載なし

千葉山の本堂普請の為、茅及茅苅人の費用・縄・杉皮など屋根
の材料・納豆・味噌・飯米代なども記されている。 10頁の内、7

頁余白

竪
帳

1

1219 ４７８
Ⅳ
３

明治２５年４月２５日
（１８９２年）

悪病流行ニ付臨時大般若
轉読札守授与戸籍人員簿

○智満寺世話人
●記載なし

天然痘流行の為に、大般若経を読み御守を授与する為に、各
村々よりのお札の注文が書かれている。

10頁

横
帳

1 DVD４

1220 ３４７
Ⅳ
３

明治２５年５月
（１８９２年）・辰

千葉山 奉納作花寄附簿 首
唱者

○記載なし
●記載なし

造花代金等の寄附帳。
5頁（断簡3枚
あり）

竪
・
他

1

1221 １１１３
Ⅳ
３

明治２５年５月
（１８９２年）・壬辰

（浄財喜捨のお願）
○東叡山輪王寺門跡 権大僧正：宮部亮常
●智満寺

開祖慈眼大師250回の御□忌に付き、御影堂大破、修理には莫
大な費用が掛かるので、同志の各位へ多少の浄財を、喜捨して
頂きたい旨が書かれている。

状 1

1222 １２９１
Ⅳ
３

明治２５年６月２日
（１８９２年）

号外
○御料局技手補：飯河一住
●智満寺住職：海老原順海

宇堂山御料林内の枯損木を、修繕用に拂下げるので修繕工事
をする様に。 状 1

1223 １２１５
Ⅳ
３

明治２５年６月１０日
（１８９２年）

（御詮議を以て奉願候）
○静岡県志太郡大津村千葉 智満寺住職：海老原
順海、他3名
●記載なし

修復工事の仕様帳を添えて、この段御願い申し上げる。 状 1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№94

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1224 ６２６
Ⅳ
３

明治２５年６月
（１８９２年）

枯損木御拂下願
○智満寺住職：海老原順海、檀家惣代：寺岡伝
蔵、他2名
●御料局静岡支廰長 御料局理事：桑名茂三郎

千葉山御料林内の枯損木、杉36本・樅2本を合計金53円69銭6
厘にて拂下げ願いたい、智満寺本堂その他の建物破損の修繕
に用材が乏しく、これに使いたい旨の願書。　後半朱書にて、許
可が出ている、代金は8月10日迄に支払い、50日間の内に伐採・
搬出を終了すべし、とある。

2頁

綴
り

1

1225 ４４９
Ⅳ
３

明治２５年７月１３日
（１８９２年）

盆供米人名控
○智満寺
●記載なし

供養米の量と氏名が記されている。

3頁

横
帳

1

1226 １２７７
Ⅳ
３

明治２５年１２月
（１８９２年）

送納につき
○駿河国志太郡大津村千葉 智満寺住職：海老原
順海
●比叡山天台宗宗務庁文書課

金45銭、別紙為換券にて送納。 状 1

1227 １２８２
Ⅳ
３

明治２５年１２月
（１８９２年）

令第879号
○静岡県志太郡大津村字千葉 智満寺住職：海老
原順海
●天台座主大僧正：三浦実好

略 状 1

1228 ３３２
Ⅳ
３

明治２５年
（１８９２年）・辰

遊屋権現堂宇改築募縁記
○（千葉山智満寺）
●記載なし

境内勧進の「遊屋権現堂改築の由来」を説明している。長者の愛
した姫が身籠って谷底に突き落とされるも、不思議に死せず観世
音として顕れ、以後、安産の権現様として利益あり、堂宇の改築
に云々とある。

竪
帳

3

1229 ３８７
Ⅳ
３

明治２５年
（１８９２年）

明治25年日誌 智満寺住職
○智満寺住職
●記載なし

明治25年1月から12月迄記されている、炭焼きの手伝い等色々な
事が書かれている。

19頁

竪
帳

1

1230 １１９９
Ⅳ
３

明治２６年２月
（１８９３年）

大学稟増築緒言
○大学林総長 僧正：光栄純映、他4名
●大学林建築事務所

天台宗大学林御増築設計書、　一金5,432円70銭7厘 総費額
・教場（軒唐破風出梁出桁造）生徒寮　・この総建坪178坪2分
等。

印
刷
証

1

1231 １１１７
Ⅳ
３

明治２６年４月２０日
（１８９３年）

癸口宗達番外
○天台総務庁
●天台座主 大僧正：三浦實源

寺院が将来にわたって存続する為に、創立の時期林等の所有の
由緒、木の数も凡その本数を書き、提出する為の書き方のひな
型が書かれている。

綴
り

1

1232 １２０４
Ⅳ
３

明治２６年４月２９日
（１８９３年）

（大学林教場室等増築の
寄附依頼）

○大学林建築委員長 僧正：吉田源応、他建築委
員等5名連印
●千葉山智満寺 少僧都：海老原順海

当大学林教場並びに寮舎の増築につき、寄附を乞う願状。 状 1

1233 １０９５
Ⅳ
３

（明治）２６年４月２９日
（１８９３年）

（宗務に付きその願状か）
○遠江国滋賀郡比叡山 天台宗務庁内大学林建
築事務所
●駿河国志太郡千葉山 智満寺

中身がなく、封筒のみ。 状 1

1234 １２９７
Ⅳ
３

明治２６年６月１６日
（１８９３年）

證
○僧正：高木習道㊞
●智満寺住職：海老原順海、檀徒：岡村喜一郎、
倉橋久右衛門

本宗大学林建築費として、御寄附受納致したとの證文。智満寺
住職と檀徒への2枚の證文。 状 1

1235 ４５８
Ⅳ
３

明治２９年７月１０日
（１８９６年）

宝蔵ヨリ出品目録
○智満寺
●記載なし

明治21年5月の「勧進簿」を再利用。
竪
帳

1

1236 ８３４
Ⅳ
３

明治３０年７月２９日
（１８９７年）

委任状
○愛知県愛知郡熱田町大字白鳥281番地 野口合
名会社：井上信八㊞
●愛知県愛知郡大字白鳥281番地：片田鉄五郎

井上信八は片田鉄五郎を代人と定め、次の権限を代理として成
させる。　・千葉山智満寺の御料木（17町2反余）に付、地所立木
下戻請願事件について、住職及び檀家惣代と契約締結に関す
る一切の全権を委任する。

綴
り

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№95

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1237 １０４９
Ⅳ
３

明治３０年８月２６日
（１８９７年）

領収証
○社掌：大石三郎㊞
●大津村千葉：長尾宇作

一金50銭也。　神職経費にて、明治30年度村社分として正に領
収した、とある。 状 1

1238 ８６２
Ⅳ
３

明治３１年６月
（１８９８年）

寺院所有物明細帳
○千葉山清浄刹院智満寺 住職少僧都：望月慈
円、寺檀徒惣代、他檀家惣代、寺法類惣代
●記載なし

千葉山智満寺の所有物明細帳にて、仏像をはじめ宝蔵内安置・
古文書古器物・軍扇・陣太鼓・陣釜・笛・鎧・兜等建物・土地等々
多くの品名と、その数量が記されている。　また、寺院所有物明細
帳追加記入申請書がある。

綴
り

1 DVD４

1239 ５７０
Ⅳ
３

明治３５年正月１８日
（１９０２年）

智満寺収納覚帳
○智満寺収納部
●記載なし

千葉山智満寺に係る収納覚帳にて、明治35年より同39年正月ま
での、米代金等多岐にわたる記述となっており、その合金363円
98銭9厘、内金35円85銭は杉損木代。

15頁

横
帳

1

1240 ６６８
Ⅳ
３

明治３５年８月
（１９０２年）・壬寅

千葉山天蓋寄附
○島田町川原丁区：斉藤松吉
●（千葉山）

島田町川原丁区の千葉山天蓋寄附名簿、計3円31銭。

4頁

綴
り

1

1241 ４６９
Ⅳ
３

明治３５年９月
（１９０２年）

寺院所有物明細帳
○第8教区駿河国 智満寺代表住職：望月慈円
㊞、他9名㊞
●天台座主 大僧正：梅谷孝成

智満寺が所有する仏像等を列記した明細書。書画・古文書をは
じめ山林・原野に至るまでの所有物が記されている。

17頁

綴
り

1

1242 ９７６
Ⅳ
３

明治３８年１月２３日
（１９０５年）

借地継続願許可
○御料局静岡支庁静岡出張所 所長：南部龍雄
●志太郡大津村千葉山 智満寺住職：望月慈円、
他3人

借地字堂山御料地内、反別1反6畝2歩 料金1円76銭4厘。この
他、明治39年10月31日付許可状がある。 状 2

1243 ５１０
Ⅳ
３

明治３８年７月２１日
（１９０５年）

第壱号 智満寺記録 53代 望
月慈円

○53代：望月慈円
●記載なし

明治28年6月より同38年迄の智満寺運営について記されている。
明治28年6月より駿河国志太郡大津村千葉千葉山智満寺 世話
人岡村喜一郎外9名の名前が書かれている、・保存資金係 岡村
喜一郎外2名等。

竪
帳

1

1244 １０６１
Ⅳ
３

（明治）１月７日 通達
○天台宗務庁㊞
●記載なし

通達本文はなく、追加として釈教正謂代金30銭を別達、これ間違
いにより金定価1分3朱、承知されたい。 状 1

1245 １２３２
Ⅳ
３

（明治）３月８日 役場より私へ申下され候
○源七
●山村良快

前欠、取計い御願い、猶願いを上げる。 状 1

1246 １１４５
Ⅳ
３

（明治）３月２８日 千葉山寄附金
○徳山林地名山下組
●記載なし

金15銭 名波田平、他10名 計金1円15銭、人員11名。他に、3月
24日付書状他あり。

綴
り

1

1247 ７９０
Ⅳ
３

（明治）７月１４日 楞厳院廃寺一件書類
○11小区事務所㊞
●千葉山：岡村勘兵衛

楞厳院廃寺に付き、書面を差出す、地代金については書き上げ
るには及ばない。反別の儀は旧反別、整反別共に記載し、下案
下げ紙の通り認めてほしい。就いてはお届けも別紙下案の通り認
め、双方3通とも千葉昭如方へご報知してほしい、とある。

状 1

1248 １１２９
Ⅳ
３

（明治）９月８日 記
○人宗結㊞（遠州島田万久）
●ちば智満寺

仕立代・糸代・洗張代等、計金2円77銭相済。 状 1

1249 １２３０
Ⅳ
３

（明治）９月１２日
貴山官林払下願の件につ
き

○千葉昭如
●智満寺主：國江査一郎

願書につき、やりとり。 状 1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№96

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1250 ９９
Ⅳ
３

（明治）９月 （勧物集巡村日誌）
○（智満寺）
●記載なし

9月16日より12月2日頃まで巡村の記録。「惣紙48枚、為後證割
印ヲナス」とある。

竪
帳

1

1251 １２４８
Ⅳ
３

（明治）１２月１３日 記
○人宗㊞（駿州島田万久）
●千満寺

金1円42銭、上金渡し。 状 1

1252 ８０３
Ⅳ
３

明治１２月１７日 隠居所取調宝蔵へ納分覚
○立会人：伊左衛門、与左衛門、安楽寺
●記載なし

隠居所の調査及び宝物の納覚にて、仏像・法衣・カタビラ・衣類・
扇子等々の覚書きと成っている。

虫喰い多し
10頁

横
帳

1

1253 １２３１
Ⅳ
３

明治１２月２４日 寺保存金計算調書につき
○志太郡落合村外4ヶ村戸長役場㊞
●志太郡千葉山智満寺

寺保存金の計算調書について通達。 虫損甚大 状 1

1254 １０６４
Ⅳ
３

（明治） 何寺復願
○静岡県
●（智満寺）

寺復願ヒナ型。静岡県令宛の書式ヒナ型。本尊・由緒・堂宇・境
内坪数・境外所有地・寄附金・檀信徒数・県庁までの距離を記
載、明細帳。

竪
帳

1

1255 １４
Ⅳ
３

（明治） 勧進簿
○千葉山智満寺 現住：順海
●記載なし

大草邨・伊久美村二俣組・野田村・伊久美村中平組の寄進者の
名前と金額を列記。

竪
帳

4

1256 １２６
Ⅳ
３

（明治） 記
○（智満寺）
●記載なし

寄附金の記録簿。

3頁

横
帳

1

1257 １０１９
Ⅳ
３

（明治）
志太郡北方村安楽寺につ
き

○記載なし
●記載なし

安楽寺の元寺録除地3石3合 5分通米6斗7升6合4勺、境内地
積、附田畑地積、山林地積などを記す。この他、安楽寺中常楽
坊の付田畑の書類あり。

状 2

1258 １０２０
Ⅳ
３

（明治） 廃寺跡報告
○第6大区11小区千葉山相賀村
●記載なし

楞厳院、白泉寺廃寺跡の報告。地番・反別・地積等を記載。 状 1

1259 ２２５
Ⅳ
３

（明治） （寄進記）
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、縄5房 増本林蔵とあり、以下、縄・金銀の奉納者名を
記す、明治期の屋根修復に関る資料か、48名の記載。

横
半
帳

1

1260 ７２５
Ⅳ
３

（明治） 賦課金御猶豫願
○駿河国諸寺院惣代駿河国花沢村法華寺 住職
試補：山村良快、他に東覚寺、智満寺の住職名
●記載なし

静岡安倍町慈恵大師堂につき、これを以て本堂とし一寺建立。
７ヶ年間賦課金の猶予を願う。

竪
帳

1

1261 １０４１
Ⅳ
３

（明治） 知命説
○記載なし
●記載なし

もと綴りの書力、はじめに王充論衡云々から説く、部分のみ。他2
通あり。 状 3

1262 ９５２
Ⅳ
３

（明治） 寺合併辞令ニ付御届書
○智満寺住職：千葉昭如
●記載なし

千葉山元楞厳院合併願につき聞届け。堂宇・建物・仏像・什器等
智満寺へ。

下書き 状 1

1263 ８１２
Ⅳ
３

（明治） 新寺建立願
○静岡県下駿河国安倍郡静岡安倍町19番地元
三大師堂
●（静岡県）

末尾に連署をもって願い奉る、とあるが、人名・年月等なし。 下書き
竪
帳

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№97

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1264 ５９９
Ⅳ
３

（明治） 天台宗大教院通達
○天台宗大教院
●智満寺

宗第4・5号の達の写し。特に教会分社の取説願のヒナ型等をの
せる。 状 2

1265 １０２
Ⅳ
３

（明治） 名勝旧蹟調
○千葉山智満寺
●記載なし

「天台宗務院」の用紙に記載。寺の沿革・境内状況等を記す。
「保存法見込」の中に、明治20年内務省下賜金の記述あり。

2頁

竪
帳

1

1266 １５３
Ⅳ
３

（明治） 本堂屋根普請につき
○（智満寺）
●記載なし

本堂屋根普請に伴う、諸物品奉納連名20名。茅・金銭・縄等の物
品を記す。 状 1

1267 ７９
Ⅳ
３

（明治） 落合村志
○（智満寺）
●記載なし

落合村よりの寄附。金額・人名50人、計金64銭5厘。

3頁

横
帳

1

1268 ８２
Ⅳ
３

（明治） 建築物調
○天台宗金光峯寺千葉山清浄刹院智満寺
●記載なし

智満寺本堂の建築調。はじめに総記、後半に平面図原形（100分
の1）を記す。

5頁

竪
帳

1

1269 ８３
Ⅳ
３

（明治）
（経ニ云信ハ道ノ源功徳ノ
母）

○（智満寺）
●記載なし

説教所。

3頁

竪
帳

1

1270 １５５
Ⅳ
３

（明治） （資料配布の覚）
○（智満寺）
●静岡市尾崎かね、他

尾崎かねの他、静岡市内の各町13名の名を記し、その下に「一
冊」などとある。

横
帳

1

1271 １３０
Ⅳ
３

（明治） 伐木願書
○智満寺
●記載なし

千葉山堂山立木伐取り、諸堂修繕につき願い。後欠のため、全
容不明。 状 1

1272 ９
Ⅳ
３

（明治）
智満寺檀家戸主氏名及家
族人員調

○智満寺
●記載なし

戸主 桜井利平 家族5人、以下、50戸を列記する。
竪
帳

1

1273 ７
Ⅳ
３

（明治） 教導職諸君ニ呈スル文
○記載なし
●記載なし

明治政府より教導職となった者に呈する文。本田亀河、香月迁生
等の人名あり。

横
帳

1

1274 １２５５
Ⅳ
３

（明治） 檀信徒戒名
○（智満寺）
●（檀信徒某家）

安永9年4月17日歿の秋月財徳法橋（戒名）以下、明治8年3月22
日志説恵光信女まで、全8物故者の戒名を記す。 状 1

1275 １２５８
Ⅳ
３

（明治） 寄付簿
○（智満寺世話人）
●（智満寺）

金25銭５厘。村、尾川・犬間・野田・伊久美・山中・瀧沢・長島村
の26名を列記。 状 1

1276 １２６５
Ⅳ
３

（明治） 金一円寄納
○島田町の内稲荷島中
●（智満寺）

包紙の内に、寄納金7月26日受取の記、落合 金1円横山弥吉、1
円 塚本尽八の名。 状 1

1277 １２６８
Ⅳ
３

（明治） 当山由来につき
○（智満寺）
●記載なし

寛永4年丁卯正月当山由来根元記につき記す。 後欠文書 状 1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№98

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1278 １２７０
Ⅳ
３

（明治） 徳音の件につき
○（智満寺）
●記載なし

上京面談できず、面談まとめの趣にてよろしく。清水老師への書
状につきやりとり。

下書き 状 1

1279 １２７２
Ⅳ
３

（明治） 各村信徒
○（智満寺）
●記載なし

野田村・大草村・尾川村・落合村の信徒名。 状 1

1280 １２７３
Ⅳ
３

（明治） 大津村より島田町巡り
○（智満寺）
●記載なし

大津・島田・相賀・瀧沢・長島への大札配布の状況。 状 1

1281 １３５３
Ⅳ
３

（明治）
某縣国郡村寺財産区別豫
約書

○記載なし
●記載なし

寺の財産や資本金及び収入等の説明書の雛型。 状 1

1282 １１４７
Ⅳ
３

（明治） 家康朱印状写等寺歴
○（智満寺）
●記載なし

檀家52戸、将軍家朱印状写・資格・維持法等を記す。 状 2

1283 １１７８
Ⅳ
３

（明治） （人工帳か）
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、「北谷 岡村喜一郎」とあり、以下の氏名47人に、○印
を記す。

横
帳

1

1284 １１３０
Ⅳ
３

（明治） 大棟之分細記
○記載なし
●（智満寺）

屋根瓦の見積り。他に、御向拝分記、上大便所の分細記、東則
軒分記の記載あり。 状 2

1285 １１３８
Ⅳ
３

（明治） （建物見取図カ）
○島田：村松九郎治
●千葉山

見取図廻りに「財病離義却害吉」とある、京間1間7尺5寸などの記
述。

状 1

1286 １１４３
Ⅳ
３

（明治） 貴山絵図面送付につき
○千葉昭如
●智満寺

貴山絵図面20枚程、至急送付を願う。妙法院へ金3円、伝法院
へ金1円の寄附を通知。

状 1

1287 １２３５
Ⅳ
３

（明治） 枯損木御払下願
○記載なし
●駿河国志太郡大津村千葉山御料林内

杉枯損木36本、樅枯損木2本、代金計49円49銭6厘、智満寺修
繕用材。 状 1

1288 １１０８
Ⅳ
３

（明治） 天台宗惣持院予約書
○智満寺住職：山村良快、檀家惣代：桜井利平、
同：倉橋久右衛門
●記載なし

本寺今財産不動物なし、単に檀徒の補助により、供養営繕費に
充てる。

下書き
横
帳

1

1289 １２４９
Ⅳ
３

（明治） 記
○記載なし
●（智満寺）

金1円 沢口孫平、以下20名、滝沢上組小前15名、合計5円80銭
とある。 状 1

1290 １３５４
Ⅳ
３

（明治） （智満寺住職）
○記載なし
●記載なし

智満寺住職開基廣智菩薩より、52世順海まで記されている。第
34世に天海大僧正とある。 状 1

1291 ４２９
Ⅳ
３

大正３年７月１４日
（１９１４年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

大正2年7月より同3年6月迄の1ヶ年、利息計13円58銭、未納多
し。惣持院がその祠堂金を地区住民に貸付けた、その利息金未
納者を書上げる。

3頁

横
帳

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№99

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1292 ４５２
Ⅳ
３

大正４年７月１８日
（１９１５年）・卯

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

惣持院が祠堂金を地区住民に貸付けた、その利息金の取立帳。

3頁

横
帳

1

1293 ４４２
Ⅳ
３

大正５年７月２１日
（１９１６年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

惣持院の祠堂金を借りた、9名の者の利子取立についての記録、
合計金額12円74銭5厘とある。

3頁

横
帳

1

1294 ３４９
Ⅳ
３

大正６年１月
（１９１７年）

大正6年度支払帳
○智満寺
●記載なし

・大正６年に支払った各種代金を、1月3日から12月31日まで記録
した支払帳。当時の生活様式の一端が伺える。　・大正3年から
同6年迄の収入の実態がわかる収入帳。月毎、年毎の収入金が
わかる。支払帳、収入帳を同一に綴じる。

竪
帳

1

1295 ４２８
Ⅳ
３

大正６年７月２３日
（１９１７年）

惣持院畑散田金取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

惣持院の田畑借地料の記録。8名に貸し、その地代金合計1円91
銭5厘とある。

3頁

横
帳

1

1296 ４３０
Ⅳ
３

大正６年７月２３日
（１９１７年）

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部（表紙）
●記載なし

大正3年以降の利子未納分、金1円29銭を納入して計13円28銭5
厘。

3頁

横
帳

1

1297 ４３５
Ⅳ
３

大正７年７月２５日
（１９１８年）・午

惣持院祠堂金利子取立帳
○惣持院会計部
●記載なし

大正6年7月より同7年6月までの1年間の利息、9名。

3頁

横
帳

1

1298 ４５１
Ⅳ
３

大正１３年
（１９２４年）

惣持院祠堂金利息取立帳
惣持院会計部

○惣持院会計部（表紙）
●記載なし

惣持院が祠堂金を地区住民に貸付けた、その利息金の取立帳。

3頁

横
帳

1

1299 １０５９
Ⅳ
３

大正１５年５月１０日
（１９２６年）・寅

証明書
○住職：望月慈円、岡村長太郎
●大津村々長：曽根忠治代理 増本金作

智満寺住職が助役増本金作氏に届け出た、住職就任の証明
書。 状 2

1300 １０５２
Ⅳ
３

大正１５年５月１２日
（１９２６年）

証明書
○住職：望月慈円
●大津村々長代理：増本金作

智満寺住職の証明書。住職望月慈円氏が大津村助役増本金作
氏に届け出た書類。 状 1

1301 ５８８
Ⅳ
３

昭和２年４月
（１９２７年）

副住職任命申請書
○申請人：権僧正：望月慈円、他5名
●庶務部長 権僧正：関口慈真

智満寺住職望月慈円病気の為、補佐人が必要となり、北川慈映
を副住職に任命して欲しいとの申請書。北川慈映の智満寺副住
職への推薦承諾書が綴られている。

綴
り

1 DVD４

1302 ４０６
Ⅳ
３

昭和２年９月２９日
（１９２７年）

寺院所有物明細帳
○第8教区 智満寺
●天台座主 大僧正：梅谷孝永

本尊以下、諸仏・画・什物・建物・土地等につき列記、境内建物
略図を付す。

竪
帳

1303 ５９８
Ⅳ
３

昭和８年３月２６日
（１９３３年）

昭和8年3月26日 開帳供養料
志納簿 同年同月30日

○記載なし
●記載なし

御開帳の供養料を出した人の名前が記されている。静岡市・藤
枝市・島田市・大長地区・伊久美地区・川根町・本川根町など、
幅広い地区からの名前がある。

日毎に綴り、5
日分、約100
枚

横
帳

1

1304 ４４４
Ⅳ
３

昭和８年３月２６日
（１９３３年）

開帳供羪（養）料志納者芳
名簿 3月24日ヨリ30日迄

○記載なし
●記載なし

本堂秘仏開帳供養料の奉納者の氏名と金額が記されている。

6頁

横
帳

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№100

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1305 ７０２
Ⅳ
３

昭和８年３月２８日
（１９３３年）

昭和8年3月28日 寺院到着帳
○記載なし
●記載なし

天徳寺・龍雲寺・智徳寺等、近辺７寺からの御年玉紙一献燭料
及び御開扉献燭料が記されている。　・御年玉紙一献燭料20銭
大草天徳寺　・御開扉献燭料一金1円也 天徳寺　・御年玉紙一
献燭料20銭 野田龍雲寺など。

3頁

横
帳

1

1306 ６９９
Ⅳ
３

昭和８年３月
（１９３３年）

昭和8年3月 開帳募縁帳簿並
袋配布覚 第1号

○智満寺 執事
●記載なし

御開帳に係る募緑する為の帳簿及び袋の配布覚にて、各村毎の
該当者氏名と配布品の数値が列記されている。

14頁

横
帳

1

1307 １００５
Ⅳ
３

昭和８年６月１２日
（１９３３年）

明細帳登録を願い置く
○智満寺住職：北川慈映㊞
●第8教区長：山田全顯㊞

地方官庁公認を得るべく出願の為の申下付願と同時提出、却
下。云々。 状 1

1308 ３９４
Ⅳ
３

昭和１５年
（１９４０年）

寺院台帳
○智満寺
●記載なし

はじめに住職・総代・世話人等の職員一覧、以下、資産・昭和15
年度収支・人件費・修繕費等を記す。

竪
帳

1

1309 ５１２
Ⅳ
３

昭和１６年７月１日
（１９４１年）

総代名簿
○第11教区 静岡県志太郡大津村千葉 智満寺
●記載なし

総代の期間・住所・職業・氏名・生年月日・備考の一覧表に、12
名の者が記載されている。続いて、「法類総代選定届」が、４枚綴
られている。

7頁

綴
り

1

1310 ４０５
Ⅳ
３

昭和１６年１１月２４日
（１９４１年）

総代名簿
○第11教区 惣持院
●記載なし

はじめに、昭和16年11月の岡本仁平、以下、昭和22年11月まで
の総代を列記。

竪
帳

1

1311 ４００
Ⅳ
３

昭和１８年１月
（１９４３年）

本堂屋根後側葺替控
○智満寺
●記載なし

はじめに葺替に従事した人達の名前・日程、計477人、金209円
88銭、一人44銭とあり、後半に諸費一覧を記す。

竪
帳

1

1312 １２９８
Ⅳ
３

昭和２１年４月１７日
（１９４６年）

寺院所得☐☐☐認定通知
○宗務総長 僧正：三崎良泉㊞
●大津村 智満寺

寺院所得の認定通知。1,900円82銭減少したことを認めると記
す。 状 1

1313 ４３８
Ⅳ
３

昭和２１年８月２７日
（１９４６年）

（連合国占領軍関係書類）
○静岡県教育民生部長
●志太郡大津村：北川慈映

天台宗延暦寺派全般に出された通知書。占領目的に有害な行
為に対する処罰等に関する件の徹底。

竪
帳

1

1314 ４０１
Ⅳ
３

昭和２１年１２月
（１９４６年）

資堂金明細帳
○智満寺世話人
●記載なし

はじめに、元資金高464円50銭、消減金264円50銭、現在資金
200円。

竪
帳

1

1315 ９７１
Ⅳ
３

昭和２２年６月１３日
（１９４７年）

承認書
○天台宗管長 大僧正：渋谷慈鎧㊞
●静岡県志太郡大津村 天台宗智満寺

昭和22年5月12日付の、智満寺山林立木伐採の承認。 状 1

1316 １２８４
Ⅳ
３

昭和２２年１１月３０日
（１９４７年）

檀徒総代改選届
○智満寺住職：北川慈映、同総代：岡村永治、他3
名
●総務部長 僧正：濱名徳潤

任期満了に伴う、智満寺檀徒総代の改選の届け、岡村永治他3
名再選。 状 1

1317 ４７０
Ⅳ
３

昭和２３年９月１８日
（１９４８年）

山林立木伐採承認願及承
認書 智満寺寺有林

○志太郡大津村 智満寺
●天台座主 大僧正：中山玄秀

智満寺寺有林の立木600本を金36,060円にて売却したい旨を、
天台座主大僧正中山玄秀に出した願書と、相手からの承認書。
他に、各種願書及び伐採売却届、伐採跡地繁植方法等、別年
代届有り。

綴
り

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№101

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1318 １０１７
Ⅳ
３

昭和２３年
（１９４８年）

譲与申請書 社寺有林取得
届

○智満寺：北川慈映
●大蔵大臣

①昭和23年に智満寺の阿修羅坊堂の一部を、国に譲与した際
の申請書。実測数量・見込価格・摘要に付いて文字が滲んで不
詳。　②社寺有林取得は大正15年のもの、5ヶ所 計2町8反9畝11
歩の山林取得を県知事に届けたもの。

譲与申請書5
枚の内、4枚
は無記入。

状 5

1319 １３５０
Ⅳ
３

昭和２４年４月１日
（１９４９年）

昭和24年度収入
○記載なし
●記載なし

昭和24年度収入 自24年4月1日至25年3月30日　・1金 信施 仏
事冥加料・賽銭・祈祷料　・1金 29,862円80銭 基本金利子 等記
されている。

状 1

1320 ５０７
Ⅳ
３

昭和２４年１２月
（１９４９年）

昭和24年12月 御拝庫裡水鉢
修理控 かや刈人工

○記載なし
●記載なし

略　庫裡水鉢修理に要した延べ人数（名前を記す）を記録したも
の。

綴
り

1

1321 990
Ⅳ
３

昭和２5年8月７日
（１９５０年）

昭和25年度 事業収況報告
書

○天台宗惣持院 主管者：北川慈映㊞
●記載なし

志太郡大津村千葉161番地 天台宗惣持院に係る昭和25年度事
業収況報告書にて、総収入金額1,474円、総支出金額1,450円、
差引金額24円（次年度繰越金額）。

綴
り

1

1322 １２３６
Ⅳ
３

（昭和）
寺院資産台帳異動訂正願
提出について

○天台宗本庁 財務部
●（智満寺）

願提出について案内。 状 1

1323 ９９６
Ⅳ
３

（昭和） 領収証
○島田登記所内 司法書士：川村怜三郎㊞
●智満寺

金400円、番地変更・主管者住所変更登記の手数料、抄本手数
料。 状 1

1324 １１７９
Ⅳ
３

４月２日
（智満寺所蔵古書の返還の
件）

○大津村役場
●智満寺住職：海老原吟満

静岡県に貸し出していた智満寺所蔵の古書を返却、来る23日迄
に大津村役場に来て持ち帰って欲しい、とある。（包紙有り） 状 1 DVD４

1325 １２１２
Ⅳ
３

９月１２日
（中堂再営に付き寄附依
頼）

○東叡山惣代 現龍院住職 権訓導：稲業鈴貫㊞、
他1名
●智満寺：昭如

契山中堂の再建に付き寄附依頼、これに早速承引喜捨いただき
深謝、の状。

横
帳

1

1326 ５９０
Ⅳ
３

９月１７日 観音堂天蓋寄附人名帳 宮
小路区 千葉山智満寺

○千葉山智満寺（表紙）
●記載なし

智満寺観音堂の天蓋を修理する為の寄附人名帳。世話人8名、
寄附人数64人、計1円50銭が集まり、後に1名10銭が追加されて
いる。

6頁

竪
帳

1

1327 １１２７
Ⅳ
３

９月１９日
（寄附金五円以上、千葉山
略縁記送付）

○昭如和南
●順海大上人

過日の暴風雨で各地共に損害甚大、大井・天竜の両河川も堤防
が破損、損害があったことを新聞が報じている。本月15日付で通
運物が一昨日着いた。保存勧財帳へ記載の上、寄附5円以上を
頼み、千葉山略縁記5・6冊お送ってほしい、（以下、略）とある。

状 1

1328 １３４７
Ⅳ
３

１０月２５日 覚
○早川屋左右衛門㊞
●智満寺

早川氏が智満寺より、12品を預かった状。早川氏の役職の記載
なし、右の通り確かに預った。（刀剣預り） 状 1

1329 １２９３
Ⅳ
３

１１月３日 （支払の願）
○智満寺
●長尾宇吉

・一金15銭 安互寺大師講金　・一金6銭 10月25日安互寺会議食
料　・一金86銭 鋳掛や拂 内訳釜2つ、小花瓶10本等。 状 1

1330 ７５８
Ⅳ
３

記載なし 緒言
○志太郡大津村 金光峯千葉山智満寺 世話人
●記載なし

千葉山智満寺本堂の陣天蓋大破、修繕の為の寄附願いにて寄
附者及び金額が列記されている。

綴
り

2

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№102

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1331 ９４１
Ⅳ
３

記載なし 宝物目録
○記載なし
●記載なし

智満寺宝物品名と認めてあり、源頼朝公御公書・豊臣秀吉御朱
印・家康公竹木禁伐御制札等、他20点が記されている。

3頁

綴
り

1 DVD４

1332 ９５９
Ⅳ
３

記載なし （信者一覧）
○（智満寺）
●記載なし

智満寺信者一覧と推測できる文書。榛原郡下の名簿で、金谷
町・吉田町・相良・御前崎方面の信者が多い、北部では家山まで
記入されている。家山は6名記載あり。

7頁

横
帳

1

1333 ９８１
Ⅳ
３

記載なし 奉納記
○記載なし
●記載なし

仲谷 金13円から、合計年間65人、北谷 金10円22人、西谷 金7
円南向源三郎等。

2頁

横
帳

1

1334 ９８２
Ⅳ
３

記載なし
（志太地区智満寺檀家の
覚）

○記載なし
●記載なし

志太地区29ヶ町村の村名・帳・手・袋・食券の数を書上げている。
（法事の際の書上げか）

4頁

横
半
帳

1

1335 ６８１
Ⅳ
３

記載なし 千葉女大黒天寄附帳
○世話人：神谷改次
●記載なし

千葉山の女大黒天を保持する為の寄附帳。橋爪せいを始め、19
名の寄付金額と氏名が記されている、女性の名が多い。

5頁

綴
り

1

1336 ６８６
Ⅳ
３

記載なし
新寺建立願或ハ何寺復興
願

○（駿河国安部郡静岡安部町19番地 元三大子
堂）
●（静岡県）

静岡安部町に新しい寺院を建立したい、本尊は三大師・由緒・堂
宇等を書き添えて届ける、とある。以下、関係文書。

綴
り

1

1337 ６８０
Ⅳ
３

記載なし 千葉山千手観世音菩薩 磬
子・木魚の蒲団寄附牒 右世話人

○総体世話人：乕岩専蔵、飯田大八
●記載なし

25名の氏名及び寄附の金額・品名が記されている。　・蒲団1つ
乕岩専蔵 ・金20銭 大津小路老母中 ・金3銭 杉本寅吉等。

綴
り

1

1338 ６７３
Ⅳ
３

記載なし 湯屋権現堂建築人工帳
○記載なし
●記載なし

湯屋権現堂の建築にあたり、その日当支払いの覚。

7頁

横
帳

1

1339 ３８９
Ⅳ
３

記載なし 寺方
○記載なし
●記載なし

かも居 長さ2間、幅1尺、厚さ4寸等、諸材料の寸法や本数等が
記されている。

8頁

横
帳

1

1340 ３６４
Ⅳ
３

記載なし 奉納金員扣帳
○記載なし
●記載なし

東海道近隣各宿村の人々から、寺への奉納金が氏名と共に列記
されている。

虫喰い有り
（10枚＋12枚＋
32枚＝54枚の3
束、）

横
帳

1

1341 ３９９
Ⅳ
３

記載なし 念仏扣簿
○智満寺
●記載なし

はじめに、3月26日渡し分として、金5円10銭島田町3人、高洲村
高柳6人組への支払い。以下、29日迄の分を記す。

横
帳

1

1342 ５２６
Ⅳ
３

記載なし 観音堂天蓋寄附人名帳  千
葉山智満寺

○志太郡大津村智満寺 世話人：清水正蔵、他7
人
●預り人 日出町下区：丸正

千葉山智満寺本堂内陣天蓋の大破により、これを修復する為有
志からの寄付金帳にて、金1銭ずつ23人分 計23銭、惣計金2円
38銭。

5頁

綴
り

1

1343 １１０９
Ⅳ
３

記載なし
官有地社寺境内使用及収
益規定

○大津村役場
●記載なし

大津村役場において、村内社寺境内を使用する際の、使用許可
及び収益についての規定書。

2頁

綴
り

1

1344 １１１６
Ⅳ
３

記載なし 五ヶ所御各地
○島田町：五條甚左衛門
●記載なし

五條甚左衛門が西国33ヶ寺の内、5ヶ所の寺院に願掛けをした
際の記事か。（京都観音寺・六波羅蜜寺・行願寺・丹波国菩提
寺・丹後国成相寺）

状 1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№103

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1345 １１１８
Ⅳ
３

記載なし 総建坪44坪5合6勺
○智満寺住職：海老原順海㊞、檀家惣代：倉橋久
右衛門㊞、岩本藤次郎㊞、中村作蔵㊞
●記載なし

寺の見取図と智満寺住職・檀家惣代の名前が記されている。
綴
り

1

1346 １１２８
Ⅳ
３

記載なし 実測絵図（下書）
○記載なし
●記載なし

智満寺境内の絵図。広さ1町2反3畝29歩、別紙書面が戸長役場
に有り。 状 1

1347 １１３５
Ⅳ
３

記載なし 湯屋観音堂表面ノ図 九尺四
方

○智満寺住職：海老原順海㊞、檀家惣代：岡本定
吉㊞、岡本栄次郎㊞、増田作十㊞
●記載なし

仏壇の図。総坪数3坪、間口1間3尺、奥行2間、6畳敷。 状 1

1348 １２８１
Ⅳ
３

記載なし 御請書
○記載なし
●御料局静岡支社長 御料局理事：桑原茂三郎

御料局への請書の下書。　駿河国志太郡大津村千葉山字堂山
御料林内 ・1、杉古横木 何本　・1、樅古横木 何本　合計何本
右 何に用材として特買の上・・・。

状 1

1349 １３４９
Ⅳ
３

記載なし （智満寺由緒下書）
○記載なし
●記載なし

創立・由緒・資格・維持法・檀家・信徒等の書き方説明が記されて
いる。 状 1

1350 １２９９
Ⅳ
３

記載なし （寺建物建立ねんニ付）
○記載なし
●記載なし

・開山神護景雲1,263年 ・当山建立宝亀2年1,259年 ・現今の本
堂建立天正17年 ・薬師堂建立天正16年 等記されている。 状 1 DVD４

1351 １０２４
Ⅳ
３

記載なし 寺社絵地図
○記載なし
●記載なし

本堂、ほか、千葉山の絵地図、薬師堂や庫裏まで描かれている。
絵
図

1

1352 １３５７
Ⅳ
３

記載なし 委任之證
○静岡市人宿町2丁目9番地：和田金次郎
●記載なし

委任状の下書が朱筆にて記されている、作成者は和田金次郎
か。「委任致候間、将来ふつごう無き様、種々宜敷御尽力これあ
りたく、同寺総代並世話人一同調印・・・」とある。当山本堂修繕に
つき、云々。

状 1

1353 １０５６
Ⅳ
３

記載なし 印符
○駿州千葉山48世法印 権大僧都大阿闍梨：亮湛
●記載なし

印による御守り札。 状 1

1354 １０７９
Ⅳ
３

記載なし 古書類預覚
○記載なし
●記載なし

智満寺古門書12件の預覚。この内4冊が上地に関するものと思わ
れる。（安政元年～天明5年） 状 1

1355 １０１０
Ⅳ
３

記載なし （智満寺の由縁について）
○記載なし
●記載なし

智満寺の由縁が記されている。聖武帝の護持佛なる千手観音ノ
詣に宝亀2年に至り始めて本堂を建立・・・源頼朝は7堂伽藍を建
立し・・・天正17年、徳川家康公は本堂を改造し・・・等とある。

綴
り

1 DVD４

1356 １３９０
Ⅳ
４

明治１１年１月
（１８７８年）

公私記録簿四

○静岡県下駿河区志太郡千葉山 浄刹院智満寺
住職：千葉昭如、12番地 岡村勘兵衛、42番地 南
向長吉
●記載なし

明治11年1月より同年12月までの公私に亘る記録のつづり、はじ
めに、地蔵堂合附願い、以下。

虫損甚大
13頁

竪
帳

1

1357 ３１８
Ⅳ
４

明治２１年
（１８８８年）

明治２１年略本暦
○神宮司庁
●海老原氏

明治21年の伊勢神宮暦。
竪
帳

1

分類：Ⅳ－３  教育・文化－宗教・習俗
№104

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ⅳ－４  教育・文化－学問・出版



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1358 ７９３
Ⅳ
４

明治２３年６月４日
（１８９０年）

（古書類返戻しに付）
○大津村々長：長谷川惣四郎
●千葉智満寺 壇中惣代

昨年中、編年史材料として本部役所を経て県庁へ出した書類を
返却に付き、壇中惣代を当役所へ出頭する様に願いたい。 追
伸、本職が預った書類等も併せて返却する、とある。

状 1

1359 １２１８
Ⅳ
４

（明治）８月２日 記
○すやま屋
●智満寺

暁録新報、先月より代金下落により、金20銭請取。 状 1

1360 ４０２
Ⅳ
４

（昭和） 蔵書控宝蔵之部
○智満寺
●記載なし

智満寺の蔵書一覧。
竪
帳

1 DVD４

1361 １０８０
Ⅳ
４

１２月２５日 記（新聞代請取に付）
○乕岩専蔵㊞
●智満寺

一金40円也、右毎日新聞代、11月、12月の両月分を請取った、
とあり。 状 1

1362 ７０６
Ⅳ
４

記載なし 論語2冊
○記載なし
●記載なし

論語巻之６、論語巻之８の２冊。
冊
子

2

1363 １０３４
Ⅳ
４

記載なし 筆者
○記載なし
●記載なし

「役者唯音山作徳認」の筆者、阿願院権少僧都憲宥、天正17年2
月4日同□年霜月17日入仏オワンヌ」とある。 状 1

1364 ８７６
Ⅳ
５

記載なし 御料林払下願（雛書文）
○記載なし
●記載なし

千葉山堂山に於ける御料林立木の払下願の下書き。他に1通を
綴る。

分類Ⅱ-５に
相当する

綴
り

1

1365 １３０１
Ⅳ
６

明治１５年９日
（１８８２年）

（美術品展覧の為の御達）
○部長：近藤準平
●記載なし

仏国美術館より来た、同国神社仏閣等の美術品を差支え無く展
示出来る様、郡内神社・各寺に達して頂くように取計ってほしい、
とある。

状 1

1366 ９６３
Ⅳ
６

明治２７年９月２２日
（１８９４年）

受領証 一刀剣銘宗次
○荻原真三郎
●智満寺世話人：岡村喜一郎、岡本豊吉

一刀剣銘宗次の刀を、千葉昭如より桜居太三郎へ渡す様、智満
寺の宝庫へ預け置いた。この件に付いては種々の事情もあって、
今回は双方へ照会の上、私が受取る事になった、貴殿方へ迷惑
を掛ける事は一切ない、とある。

状 1

1367 １２３７
Ⅳ
６

昭和２４年
（１９４９年）

愛玩鶏展覧会開催の趣旨
○名古屋市東山動物園愛知鶏友クラブ
●（智満寺）

11月22・23日開催案内。規約書1通あり。 状 2

1368 １３００
Ⅳ
６

記載なし 愛玩鶏展覧会
○名古屋市東山動物園愛知鶏友クラブ
●記載なし

鶏の展覧会へ出品の依頼。
葉
書

1

1369 １１９６
Ⅴ
２

明治１３年２月
（１８８０年）

寄留品
○名古屋区上浅間町63番 平民：平賀源七
●名古屋区上浅間町 戸長：藤田吉右衛門

長男栄次、寄留いたせたく御届け申上げる、とある。　奥書きあ
り、一部破損。 状 1

摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

分類：Ⅳ－４  教育・文化－学問・出版
№105

数
量

分類：Ⅳ－５  教育・文化－文学

分類：Ⅳ－６  教育・文化－芸能・芸術・スポーツ

通し番号 文書番号 標　　　　題

分類：Ⅴ－２  その他－人物



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1370 １２２６
Ⅴ
３

（明治）６年１０月
（１８７３年）

智満寺月別支払簿
○（智満寺）
●記載なし

6年10月3日、1人、杉皮・わさびうえ、以下、日毎の人工・仕事内
容を記す。9月分・10月分の内容も記載。

横
帳

1

1371 １０９７
Ⅴ
３

明治１０年４月
（１８７７年）

差上申一札之事
○三好八蔵㊞、親類：南向長吉㊞、三好清作㊞
●智満寺：園江盛一郎

三好八蔵の五男伊太郎が、藤枝の斉藤均の養子になるとの人別
送り状と、その為に金子など借用しないとの誓約書。 状 1

1372 ７８８
Ⅴ
３

明治３３年旧正月１８日
（１９００年）

明治33年旧正月18日 智満寺
諸費支払帳

○智満寺支払部
●記載なし

測量金・竹の子及び竹代金・戸板代・米売代金等の収入や支出
が書かれている。

34頁

横
帳

1

1373 １０５
Ⅴ
３

（明治） （諸支払簿）
○（智満寺）
●記載なし

１月から12月迄の、日毎の支払金銭と相手・物品名を記す。

30頁

竪
帳

1

1374 ３５２
Ⅴ
３

大正７年１月
（１９１８年）

入金帳
○智満寺
●記載なし

はじめに、大正７年１月より12月、次に同８年１月より12月、次に
望月家収入帳１月より12月、終りに大正８年１月より12月の収入を
記す。

竪
帳

1

1375 ３５３
Ⅴ
３

大正８年
（１９１９年）

支払帳
○千葉山執事
●記載なし

大正８年１月より12月迄の諸支払い、末尾に総計金2,181円79銭
6厘とある。

竪
帳

1

1376 ３６５
Ⅴ
３

大正１０年１月
（１９２１年）

支出帳
○千葉山智満寺
●記載なし

智満寺に関する支出帳にて、雑貨・食品・娯楽品等、色々な物が
記されている。

竪
帳

1

1377 ３５４
Ⅴ
３

（大正）１２年２月
（１９２３年）

（支払簿）
○智満寺
●記載なし

表紙欠損。中に挟まれた紙に大正12年とあり、末尾はインクにて
昭和７年１月の記録。

竪
帳

1

1378 １２２５
Ⅴ
３

（昭和）６年１０月
（１９３１年）

智満寺月毎支払簿
○（智満寺）
●記載なし

6月10日より12月まで、人工49人1分、計金29円46銭。以下、7年
1月より5月迄の記録、末尾に昭和6年12月から4月末迄の記録。
鉛筆で書れている。

横
帳

1

1379 １２２８
Ⅴ
３

（昭和）７年５月
（１９３２年）

7年5月マデ勘定
○（智満寺）
●記載なし

人工代、総計金83円42銭。以下、7年8月から12月、8年3月から5
月までの支出の記録。

横
帳

1

1380 １２２７
Ⅴ
３

（昭和）２月２０日 記
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、2月20日 金10円。以下、日毎の人工賃を記す、末尾に
昭和６年１月分以下の内容。

横
帳

1

1381 １１９７
Ⅴ
４

明治１１年４月８日
（１８７８年）

誓約書
○萩原真三郎
●記載なし

今後は、尚一層身を慎み、業務に勉励することを誓う。 状 1

1382 ４２７
Ⅴ
４

（明治）21年２月12日
（１８８８年）

智満寺内日誌
○記載なし
●記載なし

郵便や・太陽暦など、時代の急転に戸惑う様子が窺える。

36頁

横
帳

1

摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

分類：Ⅴ－３  その他－家政
№106

数
量

分類：Ⅴ－４  その他－日記・書簡

通し番号 文書番号 標　　　　題



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1383 ７３１
Ⅴ
４

（明治）１０月２９日 長屋並地面につき
○野崎彦左衛門
●（智満寺）

後欠、長屋並地面につきやりとり。 状 1

1384 ３９０
Ⅴ
４

大正３年
（１９１４年）

日誌
○智満寺 執事
●記載なし

大正３年の１月元旦から６月11日までの日記。寺に手伝いに来る
人があったり、草取りをしたり、日常が書かれている。

41頁

竪
帳

1

1385 １１６７
Ⅴ
４

記載なし 全国展開催
○伊藤栄
●北川

御雪盲の銘鶏と出品を願う。 状 1

1386 １２１１
Ⅴ
４

記載なし 仕事の覚
○記載なし
●記載なし

22年旧正月14日仕事扣。せんたく、たび5足等。 状 1

1387 １３５６
Ⅴ
６

（明治）７年８月５日
（１８７４年）・甲戌

（記）
○高橋
●智満寺

上野東叡山塔頭からの書か。虫食い甚大、封筒に甲戌とあり。 状 1

1388 １３６５
Ⅴ
６

記載なし 断簡
○記載なし
●記載なし

元横帳だったものが、紐がとれてバラバラになっている。内容は、
何かの金銭受取りのものか、講に関係するものの様で金額と氏名
が記されているが、中身に統一性がない。

16頁

横
帳

1

1389 １３６４
Ⅴ
６

記載なし 断簡
○記載なし
●記載なし

空の封筒など。
封
筒

一
括

1390 １３５２
Ⅴ
６

記載なし 名簿
○記載なし
●記載なし

大津小路の秋野橘太郎始め、44名の名前が記されている。 状 1

1391 １３４４
Ⅴ
６

記載なし 願書
○記載なし
●記載なし

万治郎改名の義は六ヶ敷、何卒願い・・・・とある、後欠。 状 1

分類：Ⅴ－４  その他－日記・書簡
№107

数
量

分類：Ⅴ－６  その他－雑

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態


